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　静寂の中、無ぶ粋すいな足音が鳴り響く。

　すでに日を跨またいだ深夜、その足音の主たちは、手を繋いで全速力で駆けていた。

　ひとりは少年で、もうひとりは少女だ。ふたりとも年齢にしたら高校生ぐらいだろう。

　少年の方は純朴そうな顔立ちで、どこにでもいそうな平凡な風ふう貌ぼうをしている。

　もうひとりの少女は端整な顔だち、流れる絹糸のような髪、そして背が小さいながらもグラマラスな体と、ひとつの理想を具現化したような容姿。それは少々現実離れしたような美しさだ。

　そんなふたりの顔は苦く悶もんに歪ゆがんでいる。九月の残暑というせいもあるだろうが、滝のような汗が止めどなく頰ほおを伝っていた。

　周りの木々に目を凝らす余裕もなく、ふたりは言葉を出せないほどに呼吸が荒れている。気が付けば名も知れぬ広域公園に入り込んでいた。

　しかし、それでも走る。公園内の舗装された道を全力で。

『あいつ』に追いつかれたら、最後。そうなったら、自分たちは死ぬ。殺される。少年だけは、それを確信していた。

　誰かに話したら鼻で笑われそうな突拍子もない先行きを思い描いているのには、明確な理由がある。

『あなたの世界を変えてみませんか？』

　少年は、数日前にそんなタイトルのメールを受け取った。

　最初はただの冗談。そう思っていた。だから、ほとんど信じることなく、まるでジョークに付き合うかのように、メールの指示に従って設定を行った。

　しかし、その冗談は現実のものとなる。実際に見慣れた２Ｄのヒロインが現れたら、その奇跡を信じるしかないだろう。

　そして、少年は歓喜した。ゲームと同じような甘いシナリオや蠱こ惑わく的てきなシチュエーションの連続。それは内気だった少年にとって、夢のような時間だった。

　だが。

　投影したゲームのシナリオは、後半になると選択肢をひとつ間違えただけで死が待っている。主人公やヒロインに、死をもたらす敵キャラクターがいるからだ。

　物語上では、その敵を主人公が自身の力に覚かく醒せいして撃退することになっている。ところが、少年は物語の途中で選択を誤った。そのために隠された力を目覚めさせることなく、今まさにバッドエンドへと向かっている。

　未いまだ彼は普通の人間でしかなく、少女を守る力がなかった。だから、少女を連れて逃げるという手段しか取れない。

　か細い希望はある。敵に襲われる前に、ゲーム中に存在する仲間の組織に逃げ込みさえすれば、敵はもう手出しができない。そこで少年は自身の力を覚醒させ、選択の間違いを挽回することもできるだろう。

　けれどそれは、すでに叶わぬただの願望。追っ手から逃げ切る術すべは今の少年にはない。

　刻一刻とバッドエンドが迫る。少年はそのフラグが立つのを少しでも遅らせることしかできない。

　追っ手に捕まった時の展開を思い浮かべると、その先にあるのは不可避の絶望――。

　捕まれば、少なくとも自分は惨むごたらしく殺される。

　そして、自分と手を繋いでいるか弱き少女は連れ去られ、調査の名の下に、死んだ方がましだと思われるような責め苦を受けることになるはずだ。

　助かることはない。その事実に少年は泣きたくなる。

　それでも、少年は根拠のない奇跡に縋すがった。

　なんでもいいから、俺たちを助けてくれと。せめて、彼女だけでも逃がして欲しいと。

「きゃっ！」

　公園内の広場に入ってすぐ少女が転倒した。手を強く握りしめていた少年の方も、手繰り寄せられるようにして倒れ込んでしまう。

　ふたりともすでに走るのが限界。それが一目見てわかるほどで、すでに呼吸すらままならなくなっていた。さらに、少女の足は痙けい攣れんまでしている。

　少年にも立ち上がる力などほとんど残っていない。これから確実に来るであろう恐怖に、彼の目には涙が滲にじんでいた。

「なんだ、鬼ごっこはもう終わりなのか？」

　彼らの視線の先――闇の中から、敵の姿が少しずつ現れてくる。

　漆黒の服に身を包んだ男は、まさに死をもたらす禍まが々まがしきもの――死神を連想させた。この漆黒の男もまた、少年が投影したゲームのキャラクターのひとりだ。

　その漆黒の男は、倒れているふたりを見下ろしながら、一歩ずつゆっくりと彼らに近づいていく。まるでいつ錯乱するのかを楽しみにするかのように。

　恐怖――。絶望――。

　か弱き少年たちの心は、少しずつ負の感情に浸食されていった。

「あ……、あ……」

　少女の怯おびえた声が、その場に虚しく響く。

　その声を聞いた少年は――最後の力を振り絞って立ち上がった。

　最愛の人をかばうように手を広げて。少女を恐怖から少しでも守るために。

「彼女には、手を、出すな……」

　今の少年は掠かすれた声で、そう強がるのが精一杯だった。息を整えるだけでも辛つらいというのに、喋しやべることなど今は苦痛でしかない。

　それでも、彼は彼女を守らなければならなかった。

　冗談みたいなメール。まさか本当に出てくるとは思っていなかった。

　だからこそ、こんな恐ろしい結果が待つゲームを投影してしまったのだ。あの当時、本当に現実になるのだとわかっていれば、少年はもっと平穏なゲームを選んだだろう。

　しかし、今は違う。

　少女と一緒に生きて、少年は変わった。

　嫌いだった自分に、少しは自信が持てるようになった。

　少年は、呼び出した少女と結ばれたことを決して後悔していない。どれだけ辛い目にあっても、どれだけ痛い思いをしても。

　彼女は必ず守る。少年は頑なにそう誓う。誰に言うでもなく。自分自身が持つ、なけなしの信念に従って。

「彼女には、手を出すな……！」

　少年は再び男に言い放つ。

「嫌だと言ったら？」

　漆黒の男は、下げ卑びた声で嫌らしく問うてくる。

　だが、少年はそれを聞いて尚、絶望に身を委ゆだねたりしなかった。

「何が、何でも、彼女だけは、守ってみせる……！」

　公園の広場に彼の純粋な誓いが木こ霊だまする。その声は掠れて聞き取り難いはずなのに、少女にも敵にもよく聞こえるように響き渡った。

　そして、もうひとりの闖ちん入にゆう者しやにもその声は――届く。

「よく言った。大事なものを守ってこそ、主人公だ」

　その男は、いつからいたのか。

　その場に第三者がいても、ぱっと現れたようにしか見えなかっただろう。

　事実、彼は何もないところから、突然出現した。

　ごく普通のジーンズに、メーカーのロゴがプリントされたブラウンのシャツを着ている。まるで散歩をしているような出で立ちの男だった。眼鏡をかけており、身長は一七五センチ程度で、歳は二十代後半ほどか。

　その闖入者はふたりを守るように、漆黒の男の前に立たち塞ふさがる。

「どちらさま？」

「高たか橋はし秀ひで之ゆき」

　漆黒の男に訝いぶかしげに眺められ、彼は名乗った。

「そういうことを聞いてるんじゃないんだよ」

　虚こ仮けにされたと感じたのか、漆黒の男が少々苛いら立だつように吐き捨てる。

「不幸になるヒロインを放っておけない、正義の味方だよ」

　高橋秀之と名乗った男は、何の躊躇ためらいもなくそう答えた。

「そうか。では、さらばだ。偽ぎ善ぜん者しや」

　返答代わりに、漆黒の男は予備動作なしで、人間の目には追えない速さで何かを秀之に投げつける。それは普通の人間にとっては、白はく刃じんの煌きらめきすらも見えないほどの一瞬。

　人間が出せる力を超越した速さで飛ぶ刃渡り十五センチほどのナイフは、本来であれば秀之の喉のどに突き刺さり、突き抜け、鮮血を逬ほとばしらせるはずだった。

　しかし、非常識な物理を有して投げられたナイフ以上に、信じがたい事態が起こる。

「……あぶないな。俺が普通の人間だったら、首が胴から離れてるぞ」












　そのナイフは首に刺さる前に、秀之の人差し指と中指で挟まれ、止められていた。そして、事もなげに軽く挟んだナイフを真下に投げ捨てる。投げられたナイフは、地面へと綺麗に突き刺さった。

「……どういうことだ」

　漆黒の男は目を見開いて驚愕する他ない。

　漆黒の男はこれまで仕留めるべき相手を必ず葬ほうむってきている。相手を弄もてあそぶ悪い癖くせはあるが、殺そうと思った相手は確実にこの力で殺してきた。

　ところが今、目の前にいる一般人のような男に必殺の一撃を事もなげに止められたのだ。さも誰でもできるような気楽さで。些いささかとはいえ、男が戸惑うのも無理はなかった。

　ナイフを指で挟んで止めるなど漆黒の男にはできない。手で弾はじくのが精一杯だ。

　しかし、それをさも当然のように眼前で行われた。それは、弾く必要も避ける必要もなかったということだ。

　この時点で、漆黒の男は目の前にいる男の力量を瞬時に悟る。

　それでも、彼は退くわけにはいかなかった。勝てないとわかっていても、逃げるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。

　不ふ退たい転てん。

　そう覚悟して、漆黒の男は目付きを変える――人殺しの目へと。

　もはや、秀之の後ろで怯えているふたりなど、漆黒の男の眼中にはない。

「いけ」

　どこから取り出したのか、漆黒の男から何十本ものナイフが秀之に向かって放たれる。

　人間の扱える力を超越した速さ。目で追うことなど、どれだけ優れた動体視力を以もつてしても不可能だ。

　迫る無数のナイフ。漆黒の男が切り札として持つ必殺技、密集方刃フアランクス。

　当たれば相手は原形を留めず絶命する。全方位に射出しているため、回避など不可能。

　すでに男は、必勝を確信していた。

　しかし、それは儚はかなく、浅はかな期待だったことを漆黒の男は思い知るだろう。

　何本ものナイフとナイフのぶつかる音が同時に響き渡ったが、

「悪いが掃はいて捨てる程度の能力だな。もう少し、理不尽な異能を期待したんだけど」

　秀之は無数のナイフが周囲に突き刺さった中で平然としていた。

　もはや、漆黒の男に手持ちの武器はない。しかし、彼は逃げるのを自分に許さない。

　漆黒の男は、自身をゲームキャラだと自覚していないが、ゲームの設定で培つちかわれている矜きよう持じがあるのだ。

　負けたことがない。自分よりも強いやつなどいない。確実に相手を仕留めてきた。

　そういった設定から生まれるプライドが漆黒の男を鎖のように縛る。

「――――っ！」

　不意に、漆黒の男が徒と手しゆ空くう拳けんで秀之に殴りかかった。それは常人から見れば、熟練された、流麗で無駄のない動作。

　その攻撃は必中必殺。次の瞬間には拳こぶしに衝撃が――。

「え……」

　何の脈絡もなしに、漆黒の男の視界が反転する。次いで背中に叩き付けられた衝撃。

　そして気付けば、地面に仰あお向むけに倒れていた。何をされたのかすらわからない。もはや実力が違いすぎて、呆然とするしかなかった。敗北感など、欠片かけらも感じない。

「モーメントを演算して投げただけだ。悪いが、眠ってくれ」

　秀之が漆黒の男の鳩みぞ尾おちに鋭く拳を突き入れると、彼はその場で意識を失った。

「すごい……」

　恋人を守るように立っていた少年が、思わずといったように感嘆の声を漏らす。

　すべてを薙なぎ払はらう圧倒的な力が目の前で振るわれたのだ。まさしく少年が憧あこがれた主人公の姿がそこにある。興奮するなという方が無理だろう。少女の方も、信じられないものを見たといったような、驚きの表情だ。

　そんなふたりに、やるべきことを終えた秀之がゆっくりと歩みよっていく。

　少年と少女は礼を言うために口を開こうとするが、衝撃的な光景を見たあとのせいなのか疲れのせいなのか、歯が嚙み合ってくれず、上う手まく声を出すことができない。

　そんなふたりを気にすることなく、先に秀之の方が彼らに声をかけた。

「助けたお礼と言っちゃなんだけど、教えて欲しいことがあるんだけどいいかな？」




　これは、ひとつの道を選択をした、正義の味方の物語――。







　電車の中で、秀之は座りながら揺られていた。窓から見える風景は、ほとんどが真っ暗でぽつぽつと明かりがあるぐらいだ。

　都市部ということもあって、終電だというのに車内は満員となっている。秀之と同じように、仕事が終わったサラリーマンもいれば、飲み会帰りの若い男女たちもいた。飲み会帰りの人間たちのテンションから繰り広げられる喧けん噪そうが、耳につく。

　少しでも休むために、秀之は目を閉じる。連日の徹夜やサービス残業で疲れ果てているのだ。彼はＳシステムＥエンジニアという職業柄、来る日も来る日もソフトウェアの仕様設計やプログラムやバグ修正の仕事を一手に担う。クライアントから無茶を振られることや納品直前のバグが多発という事態も当然のようにあった。

　会社から信頼され、一定の評価ももらっていたし、仕事にやりがいもある。とはいえ、物事には限界というものがあった。同業種の別会社に比べれば恵まれている方だが、異常なものは異常なのである。

　そんな仕事に就いたのは、自身の目的と生活にとって一番都合がよかったからだ。




　フェアリーテールシステム――。




　そんな名前で呼ばれている奇跡のシステムがある。

　そのシステムから『あなたの世界を変えてみませんか？』というタイトルのメールが、世界中のごく少数の人たちに送られていた。今でも受け取っている人はいるだろう。

　そのメールに返信をすると、受け取った人の好きな『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』ことができる。現実にゲームの設定を持ってくると言ってもいいだろう。設定次第では超能力のような異能を持つキャラに変貌を遂げることも可能だ。現実の物理法則に縛られることもない。

　しかも、『以前からいた』『以前からそうだった』という都合のいい環境を構築するため、その異常に気付ける人間は基本的にメールの返信をした人間――『設定者』のみだ。結婚なども可能で、性交渉もできる。そのために、ヒロインと結婚し、幸せな家庭を持った『設定者』もこの世界には存在していた。

　現時点でわかっている『設定者』たちの共通点は、『現在、未婚』『現在、子供がいない』という点ぐらいだろう。『内気な人間』が多い印象はあるが、明確な共通点というわけではないらしい。

　今ではメールが届くのはパソコンか携帯電話が主流だが、話によると昔は手紙で来たこともあるらしい。当時の文献などが残っていないので、どうやって返信をしたのか、対象のキャラクターをどうやって指定していたかなどもまったく不明だ。そもそも、その話をどこまで信じていいかも見極めが難しい。

　ただ、わかっているのはシステムも、時代を経るごとに変化してきているということ。

『フェアリーテールシステムを解析する』

　そのために、秀之はシステムを調べるプログラム技術を、この八年の間に、それこそ寝る間も惜しんで身につけた。

　今では、いくつか異能の力を扱う真似もできるようになったが、絶対数の少ない当事者たちの情報というのは、些さ細さいなものでも貴重なのである。

　昨日の夜も設定者とヒロインを助けることで、メール設定の内容などを聞き出すことができた。今までと大きな違いはなかったが、違いがないというのも重要な情報だ。

　――ハッピーエンドルートには復帰したし、また何かあれば情報がもらえるかな……。

　助けた人たちから礼を言われるのは嬉しかったし、あとから新しい情報がもらえることもある。今はやるべきことをやるのみだった。

　彼の手探りのような茨いばらの道は、まだまだ遠く果てしない。

「次はー、谷や津つ坂さかー、谷津坂ー。谷津坂の次は――」

　車内のアナウンスが秀之の耳に届く。それを聞いて、少しだけ意識を覚醒させた秀之は、降りる準備を始めた。







　最寄り駅で降りて、自宅への道を急ぐ。日付が変わって三十分は経過していた。

　駅から十分ほど歩いて、ようやく自分の家が見えてくる。

　親の建てた家で、どこにでもありそうな木造住宅。秀之が高校に入ってすぐ両親がローンを組んで購入した、今年で築十年の庭付き二階建てだ。前に秀之が冗談交じりで父に『勝手に二世代ローンにしてないだろうな』と聞いたら、笑って誤ご魔ま化かされた。

　秀之は思い出したように溜息をついて、門を通って家に入る。そこでリビングにだけ電気がついていることに気付いた。

　秀之は今、複雑な家庭の事情から妹とふたり暮らしをしている。ゆえにリビングに誰かいるとしたら妹以外あり得ない。

「ただいまー」

　返答は来ない。代わりにリビングの方からバラエティ番組の笑い声が届いた。

　いつものことである。妹は思春期真っ盛りのためか、秀之との仲は険悪だった。

　秀之が家の中に入ってリビングに行くと、妹はソファーに寝そべって、クッキーを食べながらテレビを見ていた。秀之が隣のキッチンで麦茶を飲もうとしても、妹は体を起こそうともせず、彼を見ようともしない。秀之からはソファーの背もたれのせいで足首から先しか見えなかったので、妹の表情は不明だ。

「愛あいちゃーん、ただいまー」

　もう一度、帰ってきたことをアピールする秀之だったが、やはり無視。

「……愛あい子こさーん」

　さらに話しかけたが、何も反応がない。

　秀之の頭の中で、警告音が最大音量で鳴り響く。

　――……これはかなり機嫌の悪い証拠だぞ。

　普段だったら、二回目に「ただいま」と秀之が挨拶した時点で、うざったそうに

「なんだよ、聞こえてるっての」もしくは、「ウゼぇ、話しかけんじゃねぇ」

　ぐらいは言ってくれるのだ。それが、完全に無視。怒っている原因は不明だが、とばっちりを受ける前に、秀之は二階に退散することにした。

　リビングを出て、軋きしみをあげる階段を上って、秀之は自分の部屋へと入る。

　八畳間のフローリング。そこには計四台のパソコンを置いたコーナーデスク、ベッドやテレビ、本棚などが備え付けられていた。夏という季節と、常時稼働しているサーバーが放出する熱のためか、部屋の中は一瞬にして汗が噴き出るほど暑く不快だ。

　部屋の窓をすべて全開にして、虫が入らないように網戸だけ閉める。

　少しだけ涼しくなったことに満足した表情を浮かべ、秀之はベッドの上に座ろうとした。そこで、ふと気付く。コーナーデスクの一角に、見慣れない何かがあることに。

　それは、一見なんの変哲もなさそうな段ボールだった。だが、秀之はそれを見て、目を大きく見開き、そして動揺した。

　その段ボールの上面部には、デカデカと可愛らしいフォントで

『「やさしくしてね、お兄ちゃん。私処女なの」麻ま野の空そら添い寝抱き枕カバー・等身大』

　と印字されていた。ご丁寧に絵柄までが貼られており、恥ずかしさ過か積せき載さいというか限度を超越している。目を覆いたくなるような、神の悪意しか感じないダメ聖せい遺い物ぶつがそこに鎮ちん座ざしていた。

　秀之は思い出す。三カ月前ぐらいにこの商品を見つけたことを……。恥ずかしいなぁと思いつつ、絵柄に惹ひかれてしまったことを。抱き枕カバーに危ないタイトルがついていたことを！　ネットでこれを代引き八千円で注文していたことを!!

「宅配テロ……!?」

　秀之は、怖々と独りごちる。

　商品名がそのまま。梱包に絵を印刷。しかも、台詞せりふ付き。

　――そもそもキャラクターの台詞を載せるとか、正気の沙汰とは思えない……。

　今までにネット上で明かされてきた宅配テロの中でも、最悪の部類に入る。

『母親に抱き枕カバー買ったことを知られたもうダメだ』『いっそ死なせてくれ』『家族の目が辛い……』『どう見ても抱き枕です。本当にありがとうございました』『佐山急便の人が吹き出してたんだが』『公開処刑だろ、これ……』『家族会議、始まります』『家族ならまだいいじゃねーか。俺なんか職場に届いたんだぞ！』『これ、神の試練？』

　そんなネット上の阿あ鼻び叫きよう喚かんも、容易に想像が付く。

　――まさか、俺がその被害者になるとは……！

　秀之は自分の不幸と、こんな惨劇を引き起こした会社を呪う他ない。

　そして、秀之はふと思い至る。

　地球の物理法則が正しければ、この荷物はこの部屋へ自然に降ってきたわけではない。

　そうなってくると問題は……。




　――誰が、――ここに、――運んだ？




　――誰が、――代引きの、――金を払った？




　答えはもうひとつしかない。先ほど感じた妹の機嫌の悪さが頭に思い浮かぶ。

　すべてが繋がった瞬間、秀之は背筋が凍った。

　そして、ゆっくりと扉の軋む音が秀之の耳に入ってくる。それは、三途の川を渡す船頭が櫂かいを動かす音のようだった。

　秀之は冷や汗を流し、怯えたまま振り返る。

　そこには、あからさまに怒っている愛子が立っていた。

　いつも不機嫌そうな顔をしているが、これが地顔なのだ。秀之よりも頭一個分ぐらい低い身長。すでに風呂に入ったのか、飾り気のない緑のパジャマを着ていた。背中まで伸ばした漆黒の髪は、先ほどまでソファーで寝そべっていたせいか若干乱れ気味だ。

「あたしが、何を言いたいか、わかるよな？　秀之」

　愛子が冷たい目線で、冷たく秀之に言い放つ。

　高校一年生の二学期にグレ始めて以来、その視線は秀之にとっては、ちょっとした恐怖の象徴だ。愛子のそんなところも兄として可愛らしいと思っている秀之だったが、そんな想いは欠片も愛子には届かない。

　愛子が秀之をお兄ちゃんと呼んで慕したってくれていたのも遠い昔だ。中学に入ってからは兄貴となり、高校に入ってからは名前の呼び捨てになった。

「なんなんだ、それは？　段ボールの上にも書いてあるみたいだけどよ」

　愛子は段ボールに視線を向けて、怒りを抑えて独り言のように呟く。

　秀之は、夏だというのに体が冷凍されている錯覚を覚えた。汗という汗がすべて引いていく。

「だ、抱き枕カバー、と呼ばれるものだよ、愛ちゃん」

『愛ちゃん』と呼んだ瞬間に、愛子の不機嫌さが一段階上がったのを、秀之は敏感に察した。いつもの呼び方なのだが、今日に限ってなぜか、その呼び方は愛子の癇かんに障さわったらしい。

　愛子は怒りを抑え付けるようにして、さらに秀之に問とい質ただす。

「どういうものなんだ？」

「えっと、可愛いキャラクターが描かれてる抱き枕というか……」

「どうやって使うんだ？」

「本来は、その……。中身があって、それにこのカバーをかぶせるようにするものなんだけど……」

「それに、何するんだ？」

「そ、添い寝……？」

「添い寝してどうするんだ？」

「その、抱きしめたり……」

「抱きしめてどうするんだ？」

「……す、すいません。もう勘弁していただけないでしょうか……？」

　秀之としては、特に使うつもりはなく、ただ単にファンアイテムとして購入したという代物だ。とはいえ、その代償が妹の激怒というのは、あまりにも不釣り合いである。

　しかも、その商品名がよりにもよって、

『「やさしくしてね、お兄ちゃん。私処女なの」麻野空添い寝抱き枕カバー・等身大』

　ときた。愛子と同じく『妹』なのだ。愛子の心情が複雑なのは想像に難かたくない。

「勘弁して欲しいのはこっちだ！　このボケ!!」

　抑え込んでいた怒りを解放したように、愛子は大声で叫んだ。窓が全開になっているというのにお構いなしである。深夜で近所迷惑にならないだろうかと、自らの危機をさしおいて、秀之はそんな心配事が頭に浮かんだ。

「佐山急便の配達員に商品名と顔を比べられるように見られたあたしの気持ちがてめぇにわかるか!?」

「ごめん！　いや、でも、こういうのは本来、商品名がわからないように――」

「言い訳すんな、この駄目オタク！　キメぇ！」

　愛子は怒りに任せたまま、顔をリンゴのように真っ赤にして叫ぶ。

　なんとか怒りの矛ほこ先さきを変えようとした秀之だったが、言い訳など愛子は微み塵じんも許してくれそうにない。

「ちっと、歯を食いしばれ！」

　もはや、退路はなかった。愛子はこういう場面になると、本気ではないが必ず殴ってくる。こう言われて殴られなかったためしが秀之にはない。

　秀之は覚悟を決め、歯を食いしばった。

　そして、風切り音と共に、秀之の体に衝撃が走る。

　歯を食いしばっていた秀之の『腹』に、愛子の『足』が、突き刺さった。

「ひぎぃっ……！」

　歯を食いしばれって言ったのに！　それなのに、無防備な腹を狙うなんて！

　そんな苦情が秀之の頭の中に浮かぶが、肺の中の空気がすべてなくなった今、うずくまって口をぱくぱくと開くことしかできない。

「ひ、ひどいよ、愛ちゃん……」

「さっきも言ったけど、愛ちゃんって言うな！　もうその呼び方は咲さきの専用だ！」

　咲という子が誰のことかはわからなかったが、愛ちゃんと呼んでくれる仲の良い友達ができたらしい。秀之にとっても、それは喜ばしいことだった。

「じゃ、じゃあ、愛マナちゃんで……」

　そう呼んだ瞬間、愛子はさらに目をつり上げる。リンゴのように真っ赤な頰だけでなく、耳まで赤く染め始めた。

　――あ、地じ雷らい踏んだ。

　愛マナちゃんというのは、愛子が幼稚園から小学校低学年まで、家族や友人たちに言わせていた呼び名だ。愛子が大好きだったアニメヒロインの呼び方でもある。

　当時は「愛あいちゃん」と呼ぶと、「愛マナちゃんなのー！」とムキになって訂正してきたものだ。当時のそれは、もう秀之にとって可愛らしくてしょうがなかった。

　もっともそれは愛子にとって、拭ぬぐい難がたい黒歴史そのものらしい。

「口を閉じろ！　もう一度言ったら、絞めんぞ！」

　息遣いを荒くしながら、愛子はマウントを取って必死に秀之の首を絞めにかかる。

「ちょ、愛あいちゃ……！　ギブ、ギブ……！　親指……頸動……脈、入って……！」

　秀之は必死に空気を求めてもがく。

「愛ちゃんって呼ぶなっつってんだろーが！」

　もはや愛子の怒りは、当初のものとはまったく別のものにすり替わっていた。

　秀之の意識が落ちる寸前、愛子の気が済んだのかようやく解放される。秀之は空気を求めて咳せき込こんだ。肺が二度に渡る呼吸不全にへそを曲げてしまっている。立ち上がった愛子は、その様子を見もしない。

　まともに息ができるようになって、上半身を起こしながら秀之は改めて愛子に尋たずねた。

「えっと、じゃあ、なんて呼べばいい？」

「知るか！　だけど、もうあの呼び方は絶対にやめろ！」

　言い聞かせるようにして、愛子は秀之の部屋から出て行こうとする。

「おやすみ！」

　部屋を出る前に秀之を振り返ってからそう言い捨てて、部屋を出て行った。バタン！　と機嫌の悪さを象徴するかのように、強く扉が閉められる。

　嵐が去った部屋で秀之は思った。頰を赤くして怒る愛ちゃんは、やっぱり可愛いと。

　秀之も自覚はしているが、兄馬鹿、ここに極まれりである。

　そして。

　これが今の秀之にとっての、一番大事な日常だった。

　愛すべき妹が、健すこやかで傍そばにいる。

　秀之は、それを守るためならどんなことでもするつもりでいた。

　――ちと高いけどハーケンダッツでも買ってくれば、少しは怒りも収まるかな……。

　しかし、今は愛子が立て替えてくれた金を返す算段も平行して考えつつ、秀之は財布を手に取るしかなかった。













　秀ひで之ゆきが昨日と同じように終電で家に帰ってくると、愛あい子こは不在だった。

　愛子は少し素行の悪そうな連中と付き合っているので、そちらの集まりにでも行っているのかもしれない。不安なことは不安だが、それを無理に止めようと秀之は思っていなかった。親共々、今のところ放任主義だ。

　秀之は自分の部屋に鞄を置いてから、一息つく間もなく靴を履いて外へ出る。そして玄関から出たところで、腰に付けたケースから携帯電話を取り出した。

　深夜のライフワークの始まりだ。

　新規メール作成。アドレスを指定。定型文から本文に書式をコピー。

　スクリーンに、英語と数字だけが羅列されたテキストが表示されていく。その文面は文章というよりは、コマンドラインを扱うバッチファイルの書式に近い。

　そこへ、さらに秀之は数字と英語を随所に打ち込んでいく。

　それらの入力が終了すると、秀之の指は流れるように送信ボタンを押した。

　メールの送り先は『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』――フェアリーテールシステム。

　メール送信後。数秒も経たないうちに、携帯電話から電子音声が流れてくる。

『レイヤークラス名『ノーブル ブラッド』参照。キャラクターナンバー０。及び、レイヤークラス名『黒の聖騎士』参照。キャラクターナンバー７。人物クラス多重継承』

『レイヤークラス名『キセキ』。設定者に人物クラスをインストール』

　その電子音声はフェアリーテールシステムからのアナウンス。

　そのアナウンスと共に、秀之の周囲には何百もの小さく蒼い電気が逬ほとばしった。その電気は刹せつ那なを経るごとに自乗単位で増殖し、最後には秀之が見えなくなるほどの球体で覆う。

　秀之を包む球体が完成した瞬間、バチン！　と静電気の放電音を何倍にも増幅した音が周りに爆はぜた。同時に秀之を覆っていた蒼い電気も、泡ほう沫まつの如く消えていく。

『インストール完了』

　その声をもって、処理は終了。秀之はフェアリーテールシステムへ介入した。今、秀之には『ノーブル ブラッド』というアドベンチャーゲームの主人公『大和やまと安あ芸き』、『黒の聖騎士』というゲームの敵キャラ『エーベルハルト』の設定が投影されている。

　キャラクターの能力を宿すこの技術を、秀之は『能力インストール』と呼んでいた。メールを送信した携帯からもっとも間近にいる人間にキャラクターを宿す技術だ。

　しかし、その投影時間は無限ではない。介入にはフェアリーテールシステムへの抜け穴――セキュリティホールを通しているのだが、秀之が介入した時点でそのセキュリティホールはそのうち閉じてしまうのだ。あたかも、システム管理者がそのバグを修正しているかのように。

　その修正完了に至るまでの所要時間――つまり、キャラクターを投影できる時間は、約一時間となる。セキュリティホールは他にもあるため、そちらを通すことで介入の再開ができそうに見えるが、それは制約があって不可能なのだ。

　だからこそ、その一時間の間に、やるべきことをやらなければならない。

「――検索grep」

　秀之はそう声に出して、頭の中に自分の居場所を中心とした航空写真を思い浮かべる。

　それは先ほど自身に投影した『大和安芸』という主人公の異能だ。

　割合多くのアドベンチャーゲームにマップ画面で会いたいキャラクターを選択するというシステムがある。ただ、『ノーブル ブラッド』はそのシステムを、主人公の能力として仕様化していた。その主人公の能力とは、『困っているヒロインを捜し出す能力』だ。作中においては、『Ｔ・Ｈ・Ｓ・Ｓ（trouble heroine search system）』という仰ぎよう々ぎようしいシステム名が付けられている。秀之は面倒なので、『キャラ選択システム』と呼称しているが。

　そして、秀之は毎晩この『キャラ選択システム』を使って、シナリオで困っているヒロイン――現実に投影された架空のキャラクターを捜し、彼らを助ける対価として情報を収集していた。昨日助けたふたりも同様だ。

　処理が完了し、秀之の頭の中にキャラクターのシルエットがぼんやりと浮かんできた。

　一致match。該当ヒロイン一名――。

　――珍しい。

　昨日に続いての発見。これは珍しいことだった。日課とはいえ見たことのないヒロインが検出されることは非常に少ない。三カ月に一度あれば多い方だろう。

　相手の名前は、正体不明unknown。浮かんできたシルエットも黒いままで、容姿もわからない。『ノーブル ブラッド』では、一度でもヒロインと会わないと相手の名前や顔はマップに表示されないし、キャラクターの容姿も表示されなかった。だから、これはゲーム上における主人公の能力に対するシステム的なルール、つまりゲームの仕様だ。こればかりは秀之が文句を漏らしたところでどうしようもなかった。仕様そのものにまで干渉する術すべを、秀之はまだ持っていない。

　――さて、次は……。

　相手のいる場所に急行するべく、自身に投影したもうひとりのキャラクター『エーベルハルト』の異能を使用する。

「――テレポーテーションこの身は神出鬼没なり」

　秀之がそう呟つぶやくと、その体は何の前触れもなく家の前から忽こつ然ぜんと消失した。




　　　　　◆




　月も雲に隠れ、頼れる光が街灯しかない住宅街。そんな薄闇の中を、愛子は小さな女の子を連れて追っ手から逃げていた。愛子が穿はくデニムのショートパンツからはみ出た半袖カットソーの裾が、走るたびにひらついて肌を露あらわにしている。

　手を引っ張られて逃走を共にする幼き少女は、何が起こっているのかわかっていないかのように、緊張感に欠けた表情だ。

　――しつこい男だなっ！

　高校生の女子に脛すねを思いっきり蹴られたからといって、なぜ、ここまでしつこく追いかけてくるのだろう。愛子は心の中で愚ぐ痴ちる。

　こんなことになったのは愛子の誤算によるところが大きい。

　まさか、ここまでしつこく追いかけてくるとは思っていなかった。走れないぐらいにもっと強く脛を蹴っておけば良かったと後悔しているぐらいだ。追跡者の足取りは重いが、愛子の方も少女を連れて逃げているので速度は同程度。そのうち諦めるだろうと予想していたのだが、存外にしつこい男で、もう十分ほど逃走劇が続いている。

「おい。ありゃ、実はお前の知り合いだったりするんじゃねぇだろうな？　だとしたら、あたしは誘拐犯になるんだけどっ」

　愛子は逃げる足を止めることなく、手を繋いだままの背の低い小学生ぐらいの女の子に問い掛けた。

　女の子は、走りながらふるふると首を横に振る。

「くそ。お節介なんてロクなもんじゃねぇな、ホントに……！」

　愛子のそんな愚痴を聞いた少女は、少しずつ悲しそうな表情になった。

「ああ、もう！　そんな顔すんな！　見捨てやしねぇよ！」

　口は悪いが力強い言葉を聞いた女の子の表情は安心したように和らぐ。

　そして、そんな逃走劇の最中、愛子に選択を突きつけるかのごとく進む先が丁字路になっていた。

　左か右か。

　どっちに逃げるべきか愛子は咄とつ嗟さに判断を下そうとしたが、その思考はいきなり緊急停止をさせられる。丁字路の突き当たりにひとりの人間が立っていたのだ。

　もしかして追っ手の仲間かと、愛子の脳のう裏りを悪い予感がよぎる。しかし、そこにいたのは、愛子からすれば追っ手の仲間よりも意外な人物。

　それは相手も同じだったようで、お互い驚いた顔を向け合った。

「秀之!?」「愛ちゃん!?」




　　　　　◆




　秀之は目を疑った。妹の愛子が小さい女の子を連れて逃げているのだ。彼女らの後ろに視線を向けると、ラフな格好をした厳いかつい表情の若い男が迫っている。『キャラ選択システム』を使用してからの瞬間移動先で、ヒロインたちが進退窮きわまった状態に陥っているのはよくあることだが、そこに実妹が絡んでくるなど予想外にも程があった。

　なぜ、愛子がここにいるのか。

　当然のように、そんな疑問が秀之の中に浮かび上がってくるが、今はそれどころではない。その愛子が追われているのだから。

「愛子！　右に行け！」

　愛子はあまりにも珍しい兄の強い命令口調に戸惑った様子を見せたものの、非常時ということもあってか、少女を連れたまま秀之の横を駆け抜けていく。

　愛子たちを追っている男も、愛子たちと同じように秀之の横を駆けていく――ことはできなかった。

　――フェッセルその歩みを束縛する疾風。

　追跡者の足を巻き込むように、何の前触れもなく小規模の旋風つむじかぜが発生する。

　足に風の束縛を受けた追跡者は、石に躓つまずいたかのように勢いよく転倒した。鼻を強打したようで、少し苦しそうに呻うめき声をあげるが、すぐに立ち上がる。

　――ゲームキャラではないな……。設定者でもなさそうだ。

　秀之は男を一いち瞥べつして、普通の人間というのを経験と雰囲気から察した。

　立ち上がった追跡者は怒った表情を秀之に向ける。

「なんだ、てめぇ！　何、足をひっかけてやがる！」

「いや、よく見てくれ。足なんか一歩も動かしてないんだけど」

　秀之は足など使っていない。使ったのは異能、『大気を操る力』だ。これも瞬間移動と同じく『エーベルハルト』の持つ異能である。

「どうでもいいよ！　邪魔すんな、クソジジイ！」

　相手を見定めていた秀之に、男の口汚い言葉が突き刺さる。

　その瞬間、秀之に怒りの炎が点ともった。

「ふざけんなクソガキ！　俺はまだ二十六だ！　まだ若い。お兄さんと呼ばれる歳だ！　クリスマスケーキ的に二日経った売れ残りですよねカッコ笑いとか言うんじゃねぇ！」

　クソジジイはＮＧワードである。四捨五入して三十になる歳になってから、秀之はその手の話に敏感だった。

「知るかそんなの！」

「知るかじゃねぇ！　この歳で『おじちゃん』と呼ばれる苦悩がお前にわかるか!?　腐った二十代前半め！　若いからって偉そうに！」

「マジどうでもいいよ！　逃げられちまったじゃねぇか！　どう責任取ってくれるんだ？　ああ!?」

　すでに見えなくなった愛子たちを諦め、男は逃がした原因となった目の前の秀之を鋭く睨んだ。尻込みしない相手に苛ついたのか、顔を歪ゆがませて眉間に皺しわを寄せる。

「くたばれ！　ジジイ！」

　そして何も答えない秀之に業ごうを煮やして、男は秀之に右手で殴りかかった。その狙いは、顔面。

　だが、秀之は体を横にして、襲いかかってくる腕を左手で瞬時に摑つかみ、手元に力強く引き寄せる。

「えっ……？」

　思いも寄らぬ方向へ勢いを付けられ、男のバランスが崩れた。そこを秀之は見逃さず、体を沈み込ませて、男に背を向けるように反転させる。相手の体を腰に乗せ、前に崩れるように、体を沈めた。そこから自身の右肘を相手の右脇の下に差し込み、そのまま肩越しに相手の体を投げる。

　投げられた男は、鈍い音と共に固いアスファルトの上に背中から叩きつけられた。

　それはまるで有段者のように華麗な背負い投げ。試合だったら間違いなく一本勝ちを言い渡されるほど綺麗に決まっている。能力インストールによって宿したキャラクター『エーベルハルト』の身体能力を以もつてすれば、この程度の芸当は容易たやすいものだった。

　他者のものによる、圧倒的な力での打倒――。

　――まあ、間違いなく卑ひ怯きようと言われるだろうが。

　それでも。誰かを助けられるなら使えるものは何でも使う。それが秀之のスタンスだ。

「うう……。この野郎……」

　有段者の背負い投げを食らったというのに、男はしぶとく抵抗しようとする。体が丈夫なのか、なけなしの根性なのか。しかし、そんなしぶとさも束の間。秀之にそのまま地面に組み伏せられ、あまりにも早く意識を失った。

　――シュラフ眠れ、民草。

　それは『エーベルハルト』が別に持つ『生物を眠らせる異能』である。

　こうした様々な異能を持つ『エーベルハルト』というキャラは、身体能力も高く、非常に扱いやすかった。強力な異能を持つキャラは他にいくらでもいるが、力の加減が利きかなかったり難しかったりする。その点『エーベルハルト』はそのバランスが非常によい。そのため、今では秀之が好んでよく投影していた。

　男が意識を失ったのを見届けてから、秀之は愛子たちが逃げた方向に目を向ける。すると、彼女たちはいつの間にか丁字路まで戻ってきていた。

「あいつ、ぶっ飛ばしたのかよ。お前、強かったんだな……」

「おっ。愛ちゃん。心配で戻ってきてくれたの？」

「ちげーよ、馬鹿」

「大丈夫だよ。愛ちゃんを助けるためだったら、俺はいくらでも強くなれるから」

　照れ隠しのように気き障ざったらしい台詞せりふが、秀之の口を衝ついて出る。だが、秀之は内心でいくばくか動揺していた。

　愛子は、秀之が夜な夜な現実に投影されたキャラクターを助けていることを知らない。もちろん、秀之の目的も技術も知らないし、フェアリーテールシステムのことも知らない。そのため、秀之としてはあまり見られたくなかった光景だ。

「キメぇ。鳥肌立つから、やめろ。それと、また愛ちゃんって呼んだろ。しかも、二回」

　秀之の焦あせりに気付くことなく、愛子はいつも通りの返答をする。秀之は心の中で胸を撫なで下おろした。

「じゃ、愛子。どうして、こんなところにいるんだ？　それに、その子は誰？」

「どうして、こんなところって……。それはあたしの台詞でもあるんだけどな……」

　愛子は続けて、事情を訥とつ々とつと語り出す。

「えーと……。今日、仲間内の集まりがあって……」

　愛子は、倒れている男に視線を向けた。

「その帰りに、そこのガラの悪い男がこのガキになんか絡んでたんだよ。付いてこいとか言って。そこでまあ、なんというか、我慢できなくなって……。こいつの脛に蹴りくれてな。で、ガキを連れて逃げたら、しつっこく追ってきやがって。そこに秀之が出てきたってとこ」

「なるほど、人助けしたんだね」

「気まぐれだっての！」

　愛子は頰ほおを赤くしながら、力強く否定する。その目は怒るようにつり上がっているが、照れ臭そうだった。

「ちなみにその子、愛子の知り合いってわけじゃないよね」

　秀之は愛子の後ろにいる少女に目を向ける。少し怯おびえるように愛子の後ろから秀之を覗のぞき込こんでいた正体不明の少女だったが、胸の前で指をもじもじとさせながら愛子の横に出てきた。愛子と秀之が親しそうな印象を受けて安心したのかもしれない。












　その少女は、まるでゲームでよく見かける世間知らずなお嬢様のようだという印象を秀之に抱かせた。夜、綺麗に映える薄手な純白のワンピースを着ていたこともあるかもしれない。肩ぐらいまで伸びたセミロングの髪の毛が、街灯に照らされているだけなのに、雅みやびやかに淡く光っている。

　――この子が『キャラ選択システム』で一致matchしたヒロインか……。

　秀之が少女をマジマジと見ていると、その少女は深ふか々ぶかと一礼する。

「たすけてくれて、ありがとうございました……」

　小学生とは思えないほど仕草が上品だったが、その言葉遣いは年相応にたどたどしかった。

「そんな声だったのか、お前……」

　愛子は初めて少女の声を聞いたらしい。面食らっていた愛子は気を取り直して、その少女に問い掛ける。

「つーか、こんな夜中に、なんであんなところにいたんだ？」

　理由を聞かれた少女は首を傾げるだけで、何も言わなかった。ただそれは、言いたくないのではなく、なんと言えばいいのかわからないために口くち籠ごもっているように見える。

「そんな表情をされても困るんだけどな……」

　少女の様子を見て、愛子は困った表情を浮かべた。それにつられて少女の方も、少しずつ困った表情になる。

「おうちは近く？」

　困っている愛子に代わって、今度は秀之が尋ねた。

　その少女は、少し逡しゆん巡じゆんしたあと、ふるふると首を振る。

「お名前を聞かせてもらえるかな？」

「あいそら……えいな……」

　辿たど々たどしく少女は名乗った。その様子は、まるで生まれて初めて自己紹介をするかのように、ぎこちない。

　秀之はすでにこの少女が、現実に投影された架空のキャラクターだと確信している。だが秀之は、名前を聞いても『あいそらえいな』と名乗った少女について何も思い出すことはなかった。漢字は不明だが、それでも『あいそらえいな』という名前には聞き覚えがない。その手の情報にはかなり強いにもかかわらずだ。

「どういう字で書くのかな？」

　少女は、困った顔をして何かを言おうとするものの、何も発言をしない。そんな少女の様子を見て秀之は自分の名前の説明がまだできないのだろうと察した。

「かくもの……」

　それから少女は空中で文字を書くジェスチャーをする。だが、あいにく秀之は筆記用具を持ち歩いていない。持ってないかという視線を愛子に向けても、持ってねーよという答えが返ってくるだけだ。

　秀之は携帯電話を取り出し、メモ帳で『あいそらえいな』を変換して、少女にスクリーンごと見せた。

『逢空映奈』。少女は首を振る。

『逢空暎奈』。少女はまた首を振る。

『逢空暎那』。少女は、少しだけ体を反応させた。ただ、すぐに小さく首を振る。

「もしかして、名前だけが合ってる？」

　少女がコクコクと頷うなずく。自分の名前の漢字はわかるらしい。

　秀之は名字だけ変えて変換し、再び少女にスクリーンを見せる。

『相楚良』。少女の首がぶんぶんと強く振られた。

「もしかして、いっぱいおかしい？」

　少女は、コクコク頷く。

『藍あい空そら暎えい那な』。

「あ……」

　少女の口から小さな声が漏れる。そして、ゆっくりと大きく頷いた。

「珍しい名前だな」

　秀之のスクリーンを見ながら、愛子がそんな感想を呟く。

「暎那つったっけ。家出か？　それとも、親からはぐれた迷子か？」

　そして、愛子が至極もっともなことを聞く。真夜中にこんな小さい子が彷徨さまよっているのは、大半がそんな理由だろう。

　だが、その問いに対して、暎那は少し考えるようにしてから、再びかぶりを振った。

「そもそも、お前、いつから駅前にいたんだよ？」

「一時間と三分二十四秒前、です……」

「……なんで、そんな細かいんだ」

　愛子は戸惑った表情を暎那に向ける。それを見た暎那は、何か失言をしてしまったと思ったのか不安な表情を浮かべた。

「それにしても、一時間前ってことは電車で来たのか？　どこから？」

　愛子の質問にまた暎那は首をふるふると振る。

「……さっぱりわからん。どっちにしろもう警察の出番だろ、こりゃ」

　少女の言動に愛子は肩をすくめて、お手上げといった様子だ。だが、その言葉を聞いた暎那は、まるで飼い主に見捨てられた子犬のように今にも泣き出しそうになる。

「警察は……ダメ……」

「警察はダメってお前……」

　そんな暎那の様子に珍しく愛子は狼狽うろたえていた。

「愛子は頼られると弱いよね」

「う、うるせぇな！」

　そんな悪態も秀之にとっては、照れ隠しにしか聞こえなかった。

　――さて。この場合、記憶喪失のヒロインと考えるのが妥当かな……。

　そうであれば『キャラ選択システム』で一致matchし、真夜中に自分自身でもよくわからないまま徘はい徊かいしている理由も一応の筋は通る。記憶喪失でも、自分自身の名前だけ覚えているのもゲームではよくある話だ。

　ただ秀之は経験上、暎那を警察に預けてシナリオが進むとは思えなかった。すぐにこの少女のことを調べて、しかるべきシナリオを進行させるべきだと判断している。

　だが、目の前に愛子がいることが災いしていた。携帯電話を使って彼女の正体を探る手段もあるのだが、今この場でそんなことをし始めたら愛子は訝いぶかしむだろう。

　だとすれば、現時点での答えはひとつだった。

「じゃあ、今日はもう遅いし、警察に行くのは明日にしようか」

　家に帰れば、自分の部屋で彼女の正体を検索できる。そう考えての提案だ。

　そんな秀之の提案に、事情を知らない愛子は当然の如く嚙みついた。

「は？　明日？　何言ってんの、お前？　じゃあ、今日はどうするんだよ」

「俺らの家にご招待、とか」

　愛子の犯罪者を見るような目が秀之に突き刺さる。

「ゲームやアニメじゃあるまいし、ガキを家に連れ込むとか、ヤバイだろ。現実の常識で考えろよ、社会人」

「でも警察は嫌がってるし無理矢理ってのは……。暎那ちゃん、警察、行ってもいい？」

　少女は首をぶんぶんと振って、愛子の腰に必死に抱きついた。

「ダメ……！　警察は、ダメ……。ダメ……！」

　よほど行きたくない様子である。少女の不安そうな目を見て、愛子は慌てふためいた。

「だ、だけど……。いや、えっと……。つーか、なんで、そんな警察が嫌なんだよ」

　愛子のその質問に暎那は沈黙する。言いたくないのか、理由が自分でもわからないのかは表情からは読み取れない。

「やっぱり家出か？」

　少女は愛子の腰に顔を擦こすりつけるように、首を振って再度、家出を否定する。擦りつけられた愛子は、くすぐったそうに身を捩った。

「ほら、暎那ちゃんも、愛子と離れたくなさそうだしさ」

「でも、さ……」

「仮に家出だったら、こんな風に嫌がるのは相応の理由があると思うんだよ。だとしたら無理に警察へ連れて行っても、同じことの繰り返しになる可能性もある。そういうことをされた家出人がまた家出をする確率って高いからね。なら俺は、自分から家に帰るように説得をしたい。無一文で所持品もなく、頼れる人もいない状態の女の子を中途半端に放り出すことはできないよ。大人として、さ」

「責任って……、ただのお節介じゃねーか。まあ、無理矢理解決しても、同じことの繰り返しになるってのはわかる、けどよ……。家出だったらな」

「迷子だったら、それを隠すことはしないんじゃない？」

「そりゃ、まあ……」

　現実的に考えれば、真夜中に彷徨っている小学生を警察に連れて行くのは常識と言える。ただ、秀之としては一日だけ、彼女が安全だと確信できる情報を得るための時間が欲しかった。一日、彼女を保護できれば、ある特殊なデータベースを使って、この少女にどういうシナリオが展開されるのかを知ることができる。

「あとは、暎那ちゃんがどうしたいか、かな」

　秀之が暎那を見ると、その無む垢くな瞳が秀之へ向く。

「警察に行くのと、このお姉ちゃんの家で色々とお話しするの、どっちがいい？」

　秀之が暎那に問うと「お姉ちゃんの家に……」と小さな声で答えた。

「だってさ、愛子」

「あーあー。わかったよ。でも、知らねーぞ、あたしは。万が一、親が乗り込んできても、責任持たねーからな。誘拐って、七年ぐらいの懲ちよう役えきになるらしいぞ」

　愛子は未いまだに納得してなさそうだったが、兄と当事者が決めてしまったので、諦めた顔をしている。ただ、嫌がる暎那を無理矢理警察へ連れて行くのは愛子としても心苦しいようで、その表情は複雑だった。愛子も中学時代に家出して、警察に無理矢理帰らされたことがある。だから、そんな自分を重ねたのかもしれない。

　それを誤ご魔ま化かすように、愛子は倒れている男へ視線を向けた。

「どうでもいいけど、ここで倒れてるやつ、どうするんだよ。息はしてるみたいだけど」

　眠らせる異能の効果は、一時間もすれば切れる。とはいえ、道ばたに倒れているところを発見されたら事件となってしまうだろう。秀之としても面倒ごとは避けたかった。

「九月だったら、放置しても体温が極端に下がることもないから、問題ないと思うけどね。念のために、近くに公園があったし、そっちに寝かせておこうか」

「ま、自業自得、だよな……」

　後頭部を掻かきながら、愛子は男に対してそんな感想を漏らす。

　そして、公園に行って男をベンチに寝かせてから、秀之と愛子は小さい女の子を連れて帰路に就いた。







　家に入ってからリビングに行くまでの暎那は、物珍しそうに視線を彷徨わせていた。それが、初めて入る家だからなのか、そもそも『家に入る』ことそのものが初めてだからなのかは秀之にはわからない。秀之としても、記憶喪失のキャラクターを相手にした経験がないため、不測の事態に対する多少の不安もあった。

　ふと時計を見み遣やれば、針は午前二時を示している。秀之は明日、会社が休みだからいいが、愛子は学校にいかなければならない。

「愛子は明日も学校だったよね。もう遅いし、寝たほうがいいよ」

「まだ早いだろ。第一、そんなことを秀之に言われる筋合いはねぇ」

「明日の授業が、睡眠学習にならない？」

「起きられなかったら、三時間目ぐらいから行くよ」

　愛子は、すでにサボる気満々だ。

「なんにせよ、風呂には入るぞ。風呂は沸わいてるんだろ？」

　秀之が最初に帰宅してから、システムバスで設定はしてあった。すでに風呂にはいつでも入れる状態となっている。

　愛子はリビングから廊下を挟んだ先のバスルームへと向かう。それに、まるでカルガモの子供のように、暎那はとてとてとついていった。

「お前も、風呂入るか？」

　バスルームの前の洗面所に入った愛子がそう聞くと、暎那は無言で頷く。その表情は喜びに満みち溢あふれんばかりだ。

「じゃ、先入っていいぞ。あたしは、お前の寝床を用意してるからさ」

　そう言われた暎那は戸惑った表情になった。そして、洗面所から去ろうとする愛子のショートパンツを慌てたように思いっきり摑む。

「うわっ！」

「待って……」

　愛子は摑まれたまま、肩越しに弱った顔を暎那に向けた。

「なんだよ。ひとりじゃ服を脱げないとか言うんじゃないだろうな？」

　暎那は頭を振る。暎那の言いたいことがわからず、愛子はガックリと項うな垂だれて途方に暮れた。

「その様子からして、一緒に入りたいんじゃないかな？」

　近くにいた秀之がそう告げると暎那はゆっくりと頷く。

「……わかったよ」

　それを聞いた愛子は、渋々といった感じで了承した。

「秀之、押し入れから布団一式用意しといて」

　それから愛子は、自分の部屋に着替えを取りに行く。暎那も当然のようにそれについていった。まるで刷り込みでもされたかのように懐いている。片時も離れる気配がない。

　絡まれているところを助けられたことが原因かもしれないが、投影したゲームのシナリオに影響が出ないか、秀之は心配になる。

「さて、布団用意しないと……」

　秀之は独り言を呟いてから、親の寝室に行き布団を引っ張り出して愛子の部屋の前に置く。愛子の部屋に勝手に入るような真似は、あとが怖いのでしない。

　それが終わって、ようやく秀之は自分の部屋に戻って落ち着いた。すでにキャラクターの能力を投影してから一時間が経過し、投影の制限時間を過ぎている。

　――さて、暎那ちゃんのことを調べるとしますかね。

　秀之はパソコンデスクの前に座って、パソコンの電源を入れた。

　起動後、デスクトップの右下にあるアイコンをダブルクリックすると、ソフトウェアが立ち上がる。真っ白な背景に、テキストの入力欄インプツトフオームと、送信と書かれたボタンが表示された。

　どう見てもホームページによくある、一言だけ管理人に伝えることができるページにしか見えない。しかし、これは暎那を調べるために必要なページだった。

　秀之が今、やろうとしているのは、データベースによる情報検索である。このデータベースは設定者たちが集う『電でん子し妖よう精せい』と呼ばれるグループが管理しているもので、一般人には見ることができない。だが、『電子妖精』が配布する特別なソフトウェアを通すことで使用することができるのだ。設定者専用と言ってもいい特殊なデータベースと言える。

　秀之も設定者になってから、その一年後に『電子妖精』からのメールが届き、加入を勧められた。当時からすでにフェアリーテールシステムの情報を求めていた秀之は、すぐにメールを返して即日加入している。

『電子妖精』の誰が管理しているのかもわからない謎なぞのデータベースだが、これには今までに発売されたゲームや漫画、ドラマやアニメの詳細が記載されていた。

　助けたヒロインを、その場限りではなくエンディングまで助けるために、詳細を覚えるのは秀之にとって必須事項である。故ゆえに秀之は知らないヒロインを見つけてしまった時に、その情報を得るのに重宝していた。こと情報に関してはまったく不備がなく、これで詳細のわからないキャラクターはいない。

　そして、このデータベースもまた秀之の技術とは別の形で、フェアリーテールシステムに介入しているのではないかと秀之は予想している。なぜなら、フェアリーテールシステムは、設定の内容次第で、現実に投影したその媒体を存在ごと消すからだ。しかし、このデータベースには存在ごと消えた媒体の情報やデータが消えずに残留している。それは、システムのことをよく知らなければ、不可能なことだろう。

　このデータベースで、暎那の出自を確かめるべく、秀之はキーボードを叩き、テキスト入力欄インプツトフオームに『あいそらえいな』と打ち込み、そしてエンターキーを押す。

　一度、画面が更新されると、無味乾燥な文字で、

　あいそらえいな　０件――と表示された。

　秀之はそれを見て、首を傾げて戸惑う。今までのことから電子妖精のデータベースには存在していると確信すらしていたのだ。自分が彼女のことを知らないだけだと思っていただけに、秀之の頭に疑問符が浮かぶ。

　昨日助けたヒロインは、データベースの検索に引っかかった。しかし、どう検索しようとも、『あいそらえいな』は検索で引っかからない。

　データベースに存在しないキャラクターとなると、彼女の正体も、彼女にこれから起こるであろう事態もわからないままとなってしまう。

　その後も秀之は漢字の名前を入力したり、一文字だけ変えたりしていたが、すべて徒労に終わった。

　――まあ、夜は長いし、気長にいくか。頭も重くなってきたし、糖分でも補給しよう。

　秀之は一階に下りてキッチンに向かった。冷蔵庫を開けるとカルピスがあったので、それを水で薄めて一気に呷あおる。

「風呂、あがったぞ」

　秀之がコップを流し台に置くと、愛子と暎那が首にタオルを掛けたまま、ふたりしてキッチンへと入ってきた。暎那は先ほどまで着ていたワンピースを雑にまとめて、胸に抱えるように持っている。ふたりの風呂上がりの体から発せられる熱と石鹼の香りが、キッチンを静かに満たしていった。

　ふたりともパジャマ姿だったが、暎那が着ているパジャマを見て秀之は懐かしさを覚える。小学生時代に愛子が着ていてお気に入りだった、苺いちご柄の可愛らしいパジャマだ。

「そのパジャマ、まだあったんだ？」

「捨てるのも、勿もつ体たいないだろ」

　愛子は使わないものや役に立たないものは、容よう赦しやなく捨てていくタイプだ。だけど、あのパジャマは別だったらしい。それだけ愛着があるということなのかもしれないと秀之はひとり納得した。

「……ガキをいやらしい目で見てんじゃねぇよ、変態」

「そんな目で見てないよ！　懐かしいなって思っただけだよ！」

「なら、こっちにその妊にん娠しんさせそうな目を向けるな」

　愛子はぶっきらぼうに言いながら、冷蔵庫から麦茶を取り出して、二個のコップに順々に注いでいく。片方を暎那に渡して、もう片方を自分で持った。

　そして、愛子は持っているコップの中の麦茶を一気に呷る。それを見た暎那も真似るようにして左手で摑んだコップを呷るように傾けた。角度を付けられたコップから流れる麦茶が、小さな口へ大量に流れていく。

「ゲホッ！　ケホッ！」

　しかし、さすがにその小さい口で一気に飲むことは難しかったのか、暎那は盛大にむせ返った。

「あー、もう。なにやってんだよ……」

　愛子は咳き込む暎那の背に手を当てて優しく擦さする。そして、もう一方の手が、首に掛けていたタオルを持って、口元や濡れた場所を拭ふいた。

　手慣れているその様に、秀之は微笑ほほえましくなる。

「愛子は優しいよね。いい嫁さんになれるよ」

「うっさい。秀之に言われても、ムカツクだけだっての」

　秀之からの過剰な褒ほめ言葉を愛子は子供のころからさんざん聞かされているので、今では不快になるだけらしい。あしらい方もすでに適当だ。

「ほら、もう遅いし、さっさと寝るぞ」

　暎那の咳せきが落ち着いたのを見計らってから愛子はキッチンから出ていく。暎那は麦茶のなくなったコップを流し台に丁寧に置いてから、秀之に向かって囁ささやくような声で

「ごちそうさまでした」

　と礼儀正しく言い、急いで愛子を追いかけた。慌てて走ったせいか、暎那の持っていたワンピースから何かが零こぼれ落おちる。

　暎那はそれに気付くことなく、キッチンから出て行った。秀之は声をかけようと思ったが、もうすでに遅い。

　秀之が落ちたものに目を向けると、そこには三枚の写真があった。

　ただでさえ少ない暎那の情報。写真を見ればなにか糸口が摑めるかもしれない。彼女の捜し人の写真とも考えられる。この時ばかりは、デリカシーを横に置いた。

　写真を拾って、一枚ずつ見る。

　一枚目は、三十は超えているであろう男の顔写真だ。少しだけ見える肩は、なにも衣服を着ていないように見える。

　続いて二枚目を見る。こちらも男性の顔写真だが、先ほどとは年齢が打って変わって高校生ぐらいと若い。一枚目と同じように、裸の肩が少しだけ見えている。

　なぜ衣服を着ていない写真なのだろうと秀之は訝しんだが、そこには着目せず、最後の三枚目を見る。それを見た瞬間、秀之は思わず息を呑んだ。

「なんだ、これ……」

　秀之は我が目を疑った。この写真は、暎那に関する手掛かりのはず。そう考えていた。

　だが、そんな考えはすべて頭の中から吹き飛んでしまう。

「なんで……？」

　三枚目には――自分自身。高たか橋はし秀之の顔が写されていたからだ。














　ＳシステムＥエンジニアという職業に就いている高たか橋はし秀ひで之ゆきは、自由時間が一般的な社会人に比べて非常に少ない。帰宅が深夜一二時を過ぎることは日常茶飯事で、そもそも帰ることができない日もある。ましてや休日など一カ月に一度取れればいい方で、ゆえにまとまった時間の取れる休日というのはとても貴重だった。

　社会人になり立ての頃は、時間の使い方が下へ手ただったが、今ではそんなこともない。個人的なプログラムの解析や、ハードウェアの勉強、ソフトウェアの開発。それ以外にも体の鍛錬をしたり、友人たちと親しん睦ぼくを深めたり、気になったゲームをプレイしたり。やりたいことは多岐に渡るが、今の秀之はその優先度プライオリテイをはっきりさせていた。

　今日はその貴重な休みの日である。

「ま、今日は休みだけど、平日でよかったかもな」

　夜通し暎えい那なの情報を調べていたが、さすがに眠気の限界が来て、午前六時に仮眠。三十分後に起きた秀之は、残暑対策と称して半袖のシャツ一枚にパンツ一丁という寝た時と同じ格好のまま、パソコンに向かっていた。

　しかし、寝る前から調べていた時に引き続き、彼女の情報は見つからない。

『電でん子し妖よう精せい』と呼ばれるグループが管理するデータベースに現実に投影されたヒロインの情報がないというのは初めてのことだった。情報がないというのは、暎那に対して何をするべきかの指針がないということである。

　情報。つまり、彼女がこれから起こすべきシナリオがわからなければ、そのシナリオをクリアできないという状況に陥りかねない。家に連れてきたことだって、厳密にはすでにシナリオから外れているのだ。本来であれば、今すぐにでも正規のルートに戻さなければならない。バッドエンドを起こさないためにも、『設定者』――フェアリーテールシステムを使って暎那を呼び出した人間を見つける必要がある。

　秀之はまずデータベースのバグを疑い、一昨日助けたヒロインの名前『水みず沢さわ光ひかり』を検索した。




　名前／水沢光

　タイトル／この恋が終わるまでに　メディア／ＰＣゲーム

　身長／１５８ｃｍ　　体重／４６ｋｇ　　スリーサイズ／８２・５９・８５

　現在／投影中

　【シナリオ概要】

　主人公のクラスメイトであり、仲のよい友達。

　文化祭の実行委員長に選ばれることで、ふたりの仲は急速に深まっていく。

　文化祭当日。櫓やぐらが壊れたことで重症を負った主人公を癒いやしの力で助ける。

　その後、その癒しの力を狙う、秘密組織に襲われて―――。




　そこまで読んで、秀之は検索が正常に行われたことに安心し、そして落胆した。データベースに致命的なバグは発生していない。

　秀之は検索ページへと戻して、もうひとつ、名前を入力欄インプツトフオームに打ち込んで検索する。今度は自身が実際に会ったことがない秀之のお気に入りキャラクターだった。




　名前／明石あかし葵あおい

　ゲーム／エターナルイノセンス　メディア／ＰＳ２

　身長／１５９ｃｍ　　体重／５１ｋｇ　　スリーサイズ／８５・５５・８２

　現在／投影中→特記事項あり

　【シナリオ概要】

　主人公のクラスに転入してくる木刀を持った少女。

　妖よう魔まを退治する家系に生まれ、主人公の住む街に現れた妖魔を退治する業務を請け負う。

　不意を突かれて妖魔に傷を負わされたところを、偶然散歩をしていた主人公に助けられる。その後、主人公の家に匿かくまわれるが、妖魔が追ってきて主人公の家を半壊に―――。




　データベースは検索を正常に行い、ヒロインの情報をつつがなく表示する。他にも何人かのヒロインたちを検索したものの、全員の情報が正しく表示された。プログラムに大規模な不具合は発生していないらしい。

　暎那が現実に投影されていないかのように、彼女の情報は表示されなかった。

　そうなると、次に考えられるのはそもそもキャラクターデータが存在していない、あるいは壊れている――つまりデータ欠損ということだ。

「やっぱり、あの写真について聞くべきか……」

　秀之は、暎那が寝る前に落としていった写真三枚を机に並べて置いていく。

　三十代ぐらいの男、高校生ぐらいの男、そして秀之自身の顔写真。

　ヒロインの持つ写真というアイテムが持つ意味は、そのヒロインが捜している人か、もしくはキーキャラクターというケースが断然多い。だが、あの自分自身を写している写真がすべての前提をおかしくしていた。

　秀之が椅子の背にもたれながら写真について考えていると、一瞬だけ、隣の部屋からアラーム音が届く。少しして、部屋の外で扉が開く音も微かすかに鳴った。

　隣の部屋は愛あい子この部屋だ。平日の愛子は、大体この時間に起床する。昨日、起きられなかったらサボると公言していたが、無事に起きることができたらしい。廊下をそろそろと歩く音が、そのうち階段を下りる音に変わり、その足音は徐々に遠ざかった。

　――普段はドタバタと遠慮のない足音なのにな。

　だから秀之としては意外だった。一緒の部屋で寝た暎那に気を遣っているのかもしれない。そう考えてか、秀之の顔に自然と笑みが浮かぶ。

　そんな愛子の朝は、洗濯、炊事と一般的な主婦のそれと変わりない。朝から風呂掃除をしたり、キッチンの床をワックスがけしたりすることもある。なんだかんだと愚ぐ痴ちを漏らしつつ、秀之の分まできっちりとやってくれるものだから、秀之は彼女に頭が上がらなかった。

　愛子が登校するまでの間、秀之は常時稼働させている自宅サーバーのプログラムを少しだけ修正することに決めて、必要な開発ツールを立ち上げていく。

　それから少しして、部屋に控えめなノックの音が響いた。

「どーぞ、暎那ちゃん」

　普段ありえない控えめなノック。そんな小さな音に比例するかのように、小さな音を立てて扉がゆっくりと開いていく。そこには小学生ぐらいの少女、暎那が佇たたずんでいた。

　少し開いた扉からパジャマ姿を少しだけ部屋に潜り込ませて、顔を秀之へと向ける。

「愛子、どこですか……？」

　暎那は無む垢くな瞳を秀之に向けて尋たずねた。セミロングの髪の毛が、窓から入り込んだ朝日に照らされて雅みやびやかに見える。ただ、その表情は近くにいたはずの母を見失って迷子になったように、心細いものに見えた。

「台所にいると思うよ。昨日、飲み物、飲んでたところね。一緒に行こうか？」

「ありがとうございます……。ひとりで、だいじょうぶです……」

　居場所を聞いて、不安そうな顔が安心した顔へと変わっていく。そして、踵きびすを返そうとしたところで、暎那はぴたりと止まった。そして再び、顔を秀之の方へと向ける。

「おはよう、ございます……」

　そして丁寧にお辞儀をして、秀之に挨拶をした。

「うん、おはよう」

　秀之の返答を聞くと、暎那は提示された難問を正しく解いたように嬉しそうな顔をした。暎那は再びお辞儀をしてから、丁寧に扉を閉めて去っていった。

　その可愛らしさや礼儀正しさに、秀之の頰ほおはついつい緩んでしまう。

　――あの嬉しそうな顔は、幼いころの愛子そっくりだな

　もっとも幼少期の愛子はもっと明け透けに行動していたし、あそこまで礼儀正しくもなかった。それでも秀之は、その表情が愛子に似ているような印象を受けてしまう。

　秀之は昔を思い出しながら、プログラムを打つためにモニターに向かった。







「ぜっっっっっっっっっっっっっっっっっっったいに、こいつに変なことするなよ」

　愛子と暎那のふたりが朝食を食べ終わってから、秀之の部屋に入ってきての第一声がこれだった。愛子は横に立つ暎那の頭に手を乗せながら、秀之に釘を刺してくる。

　半袖のシャツ一枚にパンツ一丁という秀之の姿を見ても、愛子はまったく動じなかった。むしろ、秀之の方がいたたまれなくなり、そそくさとジーパンを穿はき始める始末だ。

　対する愛子はすでに制服を着ていた。上半身に真っ白いＹシャツを着て、下に紺が基調のチェックスカートを穿いている。愛子が通っている私立横よこ岸ぎし高校指定の夏服。腰まで伸びた漆黒の髪が朝日に照らされて微かに瞬いていた。

　いつにも増して機嫌が悪そうな顔。目がつり上がっているのが、さらに不機嫌さを際立たせていた。根本的な原因は愛子の横に立っている暎那だろう。暎那をこの家に置いて、兄とふたりきりにさせるのが不安でしょうがないように見える。

「あたしはこれから学校に行く。その間になんかあったら、すぐに連絡すること」

　愛子はパソコンデスクの上で充電済みだった秀之の携帯電話を暎那へと渡した。

「使い方は……」

　さらにあれこれと使い方を暎那にレクチャーし始める。秀之の携帯電話は、能力インストール用に改造してあるといっても使える機能は残したままだ。機種も愛子の方が秀之の携帯電話よりも一世代上なだけで、操作方法にそこまで大した差はない。愛子は手慣れた手つきで秀之の携帯電話を操作していた。

　暎那は物覚えがいいのか、愛子の操作説明を聞いてはしきりに頷うなずいている。ちゃんと理解して携帯電話のボタンを操作しているようだった。

「えっと……、信用してくれると嬉しいなぁ……」

「あんな恥ずかしい抱き枕買っといて信用しろって、お前、厚かましすぎだろ」

　秀之は力なく項うな垂だれる。一昨日の抱き枕カバー宅配テロの一件は、愛子の心にきっちりと『秀之は変態』というラベルを貼り付けたようだった。

「愛子。これで、いい？」

　暎那が携帯電話を弄いじっていると愛子の携帯電話から、派手な着信音が鳴り始める。愛子は、自身の携帯電話を開いて、スクリーンを確認してからすぐに止めた。

「おし。ワンプッシュでかけられるように準備しておけよ。こいつが、ケータイを奪おうとしたら、すぐに通報すること。怪しい行動をしても、すぐに通報だ。飛んで帰る」

　暎那は素直にこくりと頷く。秀之は諦めを通り越して、もう乾いた笑いしか出ない。

「会社から緊急で電話がかかってくるかもしれないのに……」

　秀之が困ったように呟つぶやくのを聞いて、愛子は秀之の耳に口をさりげなく近づける。

「警察に行くまでの我慢だろ。というか、さっさと連れてけ、人ひと攫さらい」

　暎那には聞こえない小さな囁ささやき。愛子の言う通り、未成年が街を彷徨さまよっていたら警察に連れて行くのが筋だろう。

　知り合いでもないのに家に連れて帰ったら、刑法二二四条で裁さばかれる羽目になる。警察は二十四時間運営されているのだから『夜だったので』なんて言い訳は通用しない。『嫌がってたので』なんて弁明を警察は聞いてくれないだろう。

　愛子は秀之から離れてから、朝の連絡事項を秀之に伝える。

「台所の床にワックス塗ったから昼まで入るなよ。足、滑りやすくなってるから。あと、秀之の朝飯は居間のテーブルの上に置いてある。昼飯は冷蔵庫な。あと、お前昨日洗濯物出してなかったろ。十時に予約設定したから、それまでに入れておけよ」

「あ、朝ご飯、作ってくれたんだ？」

「あたしらの朝の残り物に、昨日の晩飯の残り物だっての。でも、残したら、海え老びのシソ巻きの刑な」

「……あんな地球外生命体みたいな生ものに、怪しげな薬を注入したような味のする葉っぱの料理は、勘弁して欲しいな……」

　海老とシソは、秀之の嫌いな食べ物の頂点に立つ、二大巨頭である。それを聞いて、愛子の表情が信じられない人間を見るように歪ゆがんだ。

「海老と海に謝れ。シソと土に謝れ。好き嫌い多いのが悪い。ガキか、お前は」

「……まあ、残さないから、食べる機会はないだろうけどさ」

　どんなに嫌いなものだろうと、秀之は愛子の作った料理を残したことはない。愛子が小学生時代に作っていた『四割炭化した焼き魚』や『ミカン果肉入りゴムゼリー』や『牛乳の味で満たされた水っぽいカレー』などの失敗作たちは、秀之の胃を強きよう靭じんにした。

　もっとも、愛子の料理の腕は家庭レベルで見ればすでに充分な域に達している。もうとんでもない失敗作などそうそう出てくることはない。

「んじゃ、行ってきます」

　最後に暎那の頭をぽんと撫なでるように優しく触れて、秀之を念押しするように睨み付けてから愛子は秀之の部屋を出て行った。

　暎那は名残惜しそうな顔をして、愛子の去った方を見つめている。

「愛子ならたぶん、ここにいてってお願いすれば、聞いてくれたと思うよ」

　秀之はベッドから立ち上がって、暎那の背中に声を掛けた。

「迷惑、だから……」

　暎那は秀之に向き直って、小さな声で気丈に言い切る。物分かりがいいのか、弁わきまえているのか。暎那は行動が子供っぽいが、言葉遣いや考え方は少し大人びた時もある不思議な少女だった。

「暎那ちゃん、ちょっといいかな？」

　質問をしようとしただけで、暎那は携帯電話を開いて操作し始める。愛子に言われたことを忠実に守っているのだろう。顔には出さないが、秀之は少しだけ傷ついた。

「この人たち、見たことある？　暎那ちゃんが持ってた写真なんだけど……」

　秀之は、暎那の目の前に三枚の写真を扇状に差し出した。暎那はそれを凝視する。そして、一枚の写真と秀之の顔を見比べた。

「ちなみに俺を見たことはあったりする？」

　暎那は首を振る。

「じゃあ、他のふたりはあるかな？」

　暎那の目は再び、写真へと向いた。だが、しばらくしてふるふると首を振る。

「わからないです……」

「そっかー……」

　秀之は写真を近くにあった椅子に置いて、質問を続けた。

「君は、自分がどういう人間かわかる？」

　暎那は少し考えてから、口を開いた。

「administrationアドミニストレーシヨン visitorビジター……」

　棒読みの単語が秀之の耳に届く。

「アドミニストレーションビジター？　どういう意味か、知ってたら教えてもらえないかな？」

　そう秀之が尋たずねると、暎那は首を傾げた。自分の言った単語をわかっているかどうかすら怪しかった。ＩＴ企業に天下った老官僚が、宛てがわれたポストの名前の意味を理解していないかのようだ。

　アドミニストレーションビジター。

　直訳すると、『管理する訪問者』。

　しかし、訳すことができても、『何』を管理するのかは単語に含まれていないし、『どこ』からの訪問者かも不明なままだ。

　考えられるとすれば、暎那のシナリオにおける立場、その肩書きぐらいだろう。しかし、それ以上の判断材料が何もないため、秀之も暎那と一緒に首を傾げる他なかった。

「他に自分のことでわかることはある？　名前の他に……」

「身長１４７ｃｍ。体重３８ｋｇ。スリーサイズ……」

　暎那は個人的なデータを言葉で羅ら列れつする。秀之は慌ててそれを止めた。

「ストップストップ。そういうのはいいや……。他に何かあるかな？」

「……存在しないです」

「んー……。じゃあ、自分がこれからやりたいこととかってわかる？」

　秀之がそう問い掛けると、暎那は何か思いついたかのように目を瞬しばたたかせる。

「写真……」

「この写真？」

　秀之は椅子に置いてあった三枚の写真を再び手に取って暎那に手渡した。

　真面目な顔で見入る暎那。しかし、何かを思い出したというわけではなさそうだった。

「見つけなきゃいけない人、かもしれません……」

　それは、昨日の時点で秀之が一度は出した結論だ。だが、秀之は自分が写っている写真があるせいで全面的にその結論に同意できない。

「見つけたいです……。私もなにがなんだか……」

　暎那が、不安そうに声を漏らす。

　今まで暎那の無む邪じや気きそうな行動に惑わされがちだったが、彼女もいきなり現実に放り込まれて不安だったのだろう。無理をしてそれを表に出さないでいるようだ。

　自身が何者かもよくわかっていない。現実に出てきた理由もわからない。安心と思える要素が、暎那には何もないのだ。

　だが、暎那自身も今の状況を何とかしたいと思っていることがわかったのは秀之にとっては大きな収穫だった。そして、このまま顔を突き合わせていても進展はしない。

　――写真に写ってる人を、現実にいると仮定して捜してみるか。

『写真のみ』『氏名不明』で興こう信しん所じよに持っていくわけにもいかないし、写真をパソコンに取り込んでネットに晒して情報を集めるのも、公序良俗的に憚られる。

　その上、記憶喪失で家出少女のような設定の暎那を何日も家に置いておくのは、世間体から考えてかなり難しい。秀之ひとりだけであればどうにでもなるが、やはり愛子の存在が大きかった。

「どうしたもんかなぁ。俺も五時にはお見舞いに行かなきゃならないし……」

　彼女の関係者といえば、暎那に絡んでいたという男ぐらいだろう。秀之は、倒した男にもっと話を聞くべきだったかもしれないと今になって後悔した。彼は、普通の人間だったが、もしかしたら暎那が現れた時のことを知っている可能性がある。

　秀之は、再び暎那へと顔を向けた。

「じゃあ、これから最後の質問をするね」

　暎那がこくりと頷くのを見て、秀之は尋ねる。

「話しかけてきた人は、どんなことを暎那ちゃんに言ってきた？」

「一緒に来い。来てくれって頼まれてるんだ。正しく認識できた台詞せりふはそのぐらいです」

「来てくれって、頼まれてた……？」

「そう言ってました……」

　これは今までの中では重要な情報だった。その頼んだ相手というのがわかれば、話が進展する可能性が高いではないか。今まで何でこの質問をしなかったのだと、秀之は自分の頭の回転の悪さを呪った。

　しかし、あの男はゲームキャラではなかったと秀之は思い返す。経験上、雰囲気で識別は可能だが、彼にはそんな雰囲気を感じなかった。彼がゲームキャラではないということは、そもそも投影されたシナリオにおけるイベントというわけでもない。

「ちなみに暎那ちゃんが、それについていかなかった理由は？」

　暎那は首を傾げる。彼女は伝えるべき言葉を探しているようだった。

「警察に行くのが嫌なのと一緒なのかな？」

　そんな秀之の言葉を聞いた暎那は、逡しゆん巡じゆんしたあとこくりと頷く。

　警察をここまで嫌がるのは、よほどの事情があるのだろうと推測できた。シナリオが破は綻たんするフラグを本能的に感じ取り、シナリオの強制力によって警察を忌き避ひしている可能性も充分考えられる。

　そうまとめて、秀之はやるべきことを徐々に定めていった。

「容疑者は現場に戻る、じゃないけど……。暎那ちゃん。話しかけられたところに、連れて行ってもらえないかな？」

　暎那が絡まれていた駅前に行けば、何かあるかもしれない。情報というには、あまりにもか細い情報だが、動かなければ情報は得られないのだ。

　秀之は財布をポケットの中に入れ、外出準備を始めた。

「駅の近くを歩きながら、その写真の人たちを捜そうか」

　暎那は秀之の目を見てから、力強くこくりと頷く。

「あ、でも、その前に朝飯食べさせてもらえるかな。食べておかないと、愛ちゃんに怒られるからさ」

　それを聞いて、クスッと、そんな擬音が聞こえてきそうな微笑を、暎那はここに来て初めて浮かべた。







　秀之たちの家から最も近い駅はバスターミナルも存在しない小さな駅だ。場外馬券売場が近くにあるため、週末は人でごった返すが平日の朝は人がまばらで静かなものだ。

　暎那が出現した場所は、駅から三十メートルも離れていないらしい。目の前にある大きな交差点を渡らずに、閑かん古こ鳥どりの鳴くドラッグストアを左に曲がって裏道へと入る。

　入ってすぐに顔を顰しかめたくなるむわっとした熱気が顔にかかった。表通りの店が備え付けたものであろう室外機の温風が裏道に遠慮なく噴き出している。

「ここ……」

　少しだけ汗を額ひたいに浮かべて、暎那は道を指さした。

　秀之は目を凝らして壁や地面を見る。しかし、まったく怪しげな箇所はなく、これ見よがしに落とし物があるわけでもない。

『待っていたぞ』と現れる人影すらなく、ふたりの捜査は早くも迷宮入りだ。

　ただでさえ残暑の厳しい九月初旬。特にめぼしい物がない上に、温風を受けることが苦痛になった秀之は、暎那を連れて駅前へと戻った。

「さすがに暑いな……暎那ちゃん大丈夫？」

「だいじょうぶです」

「さっきの場所で話しかけられたんだよね？」

「はい」

「話しかけられるまでは？」

「ずっと動かなかったです……。気付いたら、さっきの場所にいました。どこに行けばいいのか、わからなかったですし……」

「で、いきなり話しかけられて、それを愛子が助けて、逃げ始めた、と」

　暎那はいつも通り、小さく頷く。

「なんにせよ、あの場所にはもう何もないよな。過　去　視クレヤボヤンス・サイコメトリーの能力でも使えればいいけど、あのキャラ、まだ現実に投影中だったしなぁ……」

　秀之は独り言のように呟いた。

　過去を視ることができるキャラクターというのは、創作世界にはいくらでもいるが、フェアリーテールシステムによって現実に顕現しているのは未いまだひとりだけだ。そして、そのキャラは現在も投影された状態らしい。それを秀之が知っているのは、データベースの恩恵だが、どこで何をしているのかといった現実の個人情報まではデータベースでは記載しないのだ。

　投影中のキャラクターの能力を、秀之は使うことができない。投影中のキャラクターの能力を使うように携帯電話で命令コマンドを送ろうとすると、完全に弾かれ命令コマンドが通らないからだ。すでに投影が終わって、現実から消えているキャラクターであれば命令コマンドを受け付けるのだが、投影中の場合、そこに防壁プロテクトがあるらしい。

「ま、ない物ねだりしても仕方ないか……」

　暎那の出現現場に、これ以上の手掛かりはない。

「次は写真の人捜しだね」

　残る手掛かりは写真のみ。秀之の頭の中に、苦難の二文字が浮かび上がった。







　人通りが少ない駅前での人捜しをやめて、市内でも有数の商店街へと向かった。

　商店街には主婦が多かったが、他にも大学生ぐらいの暇そうな男女や、散歩しているような老夫婦、学校をサボっているのかもしれない制服姿の女子生徒グループなど、様々な人間がたわいのない会話をしながら買い物に勤しんでいる。

　ふたりはさっそく通りに沿って歩き、周りを見渡して写真の人物や昨日暎那に絡んだ男がいないか確かめるが、人捜しというのは容易ではないというのが実感できるだけだった。何百人という中からいるかどうかもわからない人間を捜すのは不毛な行動に等しい。秀之は人捜しを生業とする人間にはなるまいと、この時密かに決心した。

　それからしばらくの間、商店街で人捜しをしたものの、やはり目的の人物たちを見つけることはできなかった。

　すでに時計は午後四時半を指し示しており、商店街には学校の終わった生徒たちが歩いている姿も散見できる。

「時間切れ、か……。一度、家に戻ってもう一回、データベース調べるか……？」

　秀之は今日も暎那を家に連れ帰った場合の状況を想像した。しかし、頭の中には愛子が不機嫌な顔で拳こぶしを放ち、足を繰り出し、物を投げている場面しか浮かばない。

　ただ調査を継続となれば、安全を考えて暎那を家に連れ帰るしかない。帰ってから愛子に遭遇するまでに、言い訳を考えるのが秀之にとっての必須事項となってしまった。さらに最終手段も視野に入れる。

「今日は終わりにしようか。暎那ちゃんも疲れたでしょ？」

　暎那はぶんぶん力強く首を振った。秀之は、この一生懸命さを見ていると少し楽しくなるが、暎那が無理をしているのが目に見えてわかる。

　この茹うだるような暑さの中、何時間も歩いていたのだ。小学生の体にはかなり応えるはずで、暎那はたびたび立ち止まって疲れを誤ご魔ま化かすように屈伸運動をしていた。

「あれだ。俺、ちょっと用事があるからさ。それに付き合ってくれないかな？」

　秀之が気を遣うように言うと、暎那は素直にこくんと頷いた。自分自身に関することであれば意地っ張りだが、人から頼まれると嫌とは言えないのかもしれない。

「じゃあ、ちょっと待ってて。すぐそこで花を買ってくるからね」

　秀之は近くにあった大型書店の中で営業している生花店へ入り、ガーベラのアレンジメントを購入する。買った花を胸に抱えて、暎那のところへ戻った。

「こっちに行くよ」

　ふたりは商店街から大通りの交差点へ出る。その大通りは車の往来が激しく、途切れることなく走っていた。

「どこに行くんですか？」

　行き交う車に目をやりながら、暎那は秀之に会話を振る。

「病気の人たちを診てもらうところだよ。面白い場所じゃないんだけど、暎那ちゃんをひとりにするわけにもいかないからね」

　そんな秀之の言葉に、暎那は首を傾げるだけだった。

　しばらくして、やってきたタクシーを捕まえる。ふたりでタクシーに乗り込み、

「市大の付属病院まで」

　秀之が行き先を告げて人心地がつくと、ようやく暎那の表情が一息吐ついたように柔らかくなっていった。







　少しの間、タクシーに揺られていると、十五分もしないうちに目的地に到着する。

　そこは市内では最大級の設備を誇る市立大学の付属病院で、受診には紹介状が必要となるほどの、高度医療を専門とする特定機能病院だ。

　ふたりはタクシーから降りて、病院の敷地内へと足を踏み入れた。正面玄関まで行くと自動ドアが開き、ふたりは中へと入る。

　タクシーに乗った時から、秀之は何も喋らなかった。暎那も必然的に口を開かなくなる。しかし、これから向かうところが、秀之にとって重要なところだというのを肌で感じているのか、暎那は心なしか緊張しているようにも見える。

　秀之は面会受付に行って、二個の面会用バッジを受付の人から受け取っていた。

　秀之は、自分の胸にそのバッジを付けたあと、暎那の胸にバッジを付ける。暎那はそれを物珍しげに触り始めた。

「取ったらダメだからね？」

　暎那はこくりと頷いて、バッジから指を離す。

　ふたりは待合室を横切って、エレベーターへと向かった。病院の診療時間はすでに終わっていて、閑散としている。

　目的の九階で降りると、すぐに『特別病棟』と書かれたプレートがふたりの目に入る。ふたりがナースステーションまで来ると、ひとりの看護師が秀之に気付いた。

「あら、高橋さんじゃありませんか。久しぶりですねぇ。紅くれ沢さわさんのお見舞いですか？」

「ええ。すいませんが、よろしくお願いします」

「はいはい。ちょっと待ってくださいねぇ」

　秀之がお辞儀をすると、受付からひとりの看護師が出てくる。秀之とは付き合いの長い年配の女性だ。

「あらあら。可愛いお子さんですねぇ。初めまして」

　看護師の女性は、暎那を見つめて手を差し出す。暎那はビクッとして、人見知りするように秀之の腰にしがみついた。

「いえいえ。残念ながら、娘じゃないんです」

　秀之が「大丈夫だよ」と優しく告げると、暎那は恐る恐る看護師の差し出していた手を握った。

「はい、よくできましたー。娘さんじゃないんですねー」

　看護師が握手を終えた手で、暎那の頭を撫でる。暎那は、うつむきがちに目を瞑つむって、されるがままになっていた。

「まあ、預かってるお子さん、って感じですね。まあ、それは置いといてください。早くしないと面会時間終わってしまいますし」

「そうですね。それじゃ、行きましょうか」

　看護師が歩き出すのを見て、秀之と暎那はそれについていく。

　看護師に連れられるように、静寂の中で微かな足音を立てて、リノリウムの床を進んでいくと突き当たりには扉があった。

　扉のネームプレートには『紅沢紫し乃の』と書かれている。

　看護師がその扉を開けて、三人は病室の中へと順々に入室した。

　病室のベッドの上に、ひとりの女性が横になっているのが見える。その女性は白い毛布を肩まで掛けられていた。

　部屋に飾り気はなく、壁やベッドは純白となっている。私物らしきものも存在せず、彼女の意思という意思がこの部屋からは感じられない。ベッドの横に置かれたサイドテーブルに設置された点滴などを初めとした医療機器が唯一の彩りである。

　そして、それらから出ている多数のチューブは、すべてベッドの女性へと伸びて無色透明な液体や、少し黄みがかった色の液体を絶え間なく流動させていた。

　女性は、訪問者が来たというのに起きることなく、こんこんと眠り続けている。

　それを見た秀之は、形容し難い表情になっていた。暎那はその表情を見て何かを感じとったのか、視線をキョロキョロとさせて、落ち着かない様子になる。

　それを察した秀之は、何も言わず静かに告げた。

「彼女、なんだ」

　後悔を無理矢理、押さえ付けたように。

「もう八年間、眠り続けてるんだよ」

　病室に、抑よく揚ようのない声が低く響いた。













　飾り気のない白い病室。その室内で秀ひで之ゆきは、ベッドの上でこんこんと寝続けている紅くれ沢さわ紫し乃のという女性に優しく語りかけていた。話の内容は最近の出来事ばかりで、暎えい那なのことも含まれており、それをさも楽しそうに伝えている。

　しかし、紫乃は何の反応も示さず、眠ったままだ。

　時折話題にも出されている暎那は、病室に備え付けられた椅子に座って、そんな秀之を無表情でじっと眺めている。話しかけられることもないため、大人しくしていた。

　不意に、秀之が暎那の方へと振り返る。その表情は、少しだけ申し訳なさそうだ。

「暎那ちゃん、待たせてゴメンね。でも、もうちょっと待っててくれるかな？」

　暎那は素直にこくりと頷うなずいた。秀之はそれを見て安心したように、再び紫乃との一方的な会話に戻る。

　それから秀之の話も尽きた頃、病室にノックの音が響き、静かに扉が開いた。

「高たか橋はしさん。そろそろ、面会時間が終了になります」

　病室まで秀之たちを案内した女性の看護師が、病室に入ってきて優しく告げる。

「もう、そんな時間ですか」

　秀之は、時の流れの速さを惜しむように呟つぶやき、そして立ち上がった。

「また、時間作ってくるよ。紫乃……」

　眠る女性にそう言い残して、秀之は暎那に向き直る。

「お待たせ、暎那ちゃん」

　暎那はふるふると首を振る。待ってないと言いたげな首の振り方だった。

　秀之は一度だけ紫乃の方へと振り返ってから、暎那を連れて病室を出る。来た道を戻り、エレベーターへと向かった。

「高橋さん。また来てあげてください」

　廊下を歩きながら、付き添いの看護師が秀之に請う。それは、幾たびも言われた決まり文句であったが、秀之の方もその言葉への返答は常に同じだ。

「ええ。もちろんです」

　秀之は笑顔でそう言い置いて、暎那と共に病院を後にした。







　秀之と暎那が帰宅した頃には日も落ち始めており、家の中は薄暗くなっていた。

　秀之はリビングに入って、電気をつける。ソファーには愛あい子この鞄が無造作に置かれていた。玄関先に靴はなかったが、愛子は一度家に帰ってきていたらしい。

　さらに、いつもリビングの壁にぶら下がっているエコバッグがないことを考えると、今は夕飯の買い物に行っているのかもしれない。

　秀之は暎那と一緒に自分の部屋へと向かう。愛子が帰ってくるまで、少しの間、待つことにした。

　秀之は自分の部屋に入って、部屋に少しでも風を入れるために窓を開ける。少し体感温度が下がったところで秀之がパソコンデスクの椅子に座ると、暎那は所在なさげに視線を彷徨さまよわせ始めた。

「ちょっとだけ、そこに座っててもらえるかな？」

　秀之がそう言って左にあるベッドを指さすと、暎那は素直にベッドに向かい、丁寧な仕草で縁に腰掛けた。

　暎那の視線を受けながら、秀之は胸ポケットに入れていた封筒を取り出し、その中から写真を三枚取り出す。暎那が所持していた写真だ。

　それに写る秀之以外のふたりと、昨日の深夜、暎那に絡んでいた男は結局見つかっていない。病院からの帰り道、念のために暎那に絡んだ男を放置した公園へと向かったのだが、すでに姿はなかった。

　――やはり、今頼るべきはデータベースしかないんだよな……。

　秀之はモニターに向き直る。暎那を調べるためのデータベースへのアクセスはこれで三度目になるが、今の時点でやれることは他にない。載っていないことは百も承知しているが、それでも情報の残滓があれば、秀之はそれに縋すがるつもりだった。

　すべて起動するのを待つ間、秀之は椅子の背もたれに寄りかかる。それを見た暎那は、手持ちぶさたが限界に達したのかベッドの縁から立ち上がった。そして、パソコンのモニターを秀之の横から凝視する。

「……興味アリ？」

　秀之がそう訊きくと、暎那はこくりと頷いた。

「見てもいいですか？」

「……今はちょっと、ダメかな」

　秀之にそう言われて、暎那は素直にベッドの縁へと戻った。秀之は暎那がしゅんと小さくなった気がしたが、万が一にも現実に投影されたキャラクター本人にキャラクターの情報を見せるわけにはいかない。

「ごめんね。少し調べ物してからなら、いくらでも使っていいからさ」

　暎那はふるふると首を振る。

　暎那に対して少し申し訳ない気持ちになりながら、秀之がデータベースに暎那の名前を打ち込んで検索ボタンを押すと、アイコンが点滅した。それはフェアリーテールシステムへのアクセスを示すアイコンで、接続中を示すために点滅しているようだった。

「あぅ……―――………………―――………」

　その最さ中なか、暎那は少し苦しげで、奇妙な吐息を漏らし始めた。

「暎那ちゃん、どうかした？」

　暎那の方を向くと、彼女は少しだけ呆けたような表情をしていた。しかし、秀之に声をかけられて、すぐにふるふると首を振ってなんでもないことをアピールする。

　秀之はなんだろうと思いつつ、モニターに視線を戻し、朝と同じように『あいそらえいな　０件』と表示されているのを確認した。やはり、暎那のデータは存在しない。

　再びキーボードに指を走らせる。『記憶喪失』と打ち込んで検索ボタンを押すと、先ほどと同じように、アイコンが点滅する。

「うぅ………――――……―――――………」

　また、小さく苦しげな呻うめき声が部屋に響いた。

　だが、暎那は気持ち悪いわけではなく、どちらかというと息苦しくなっているようだった。顔は少しずつ赤く染まり、まるで風か邪ぜを患わずらっているように見える。

　苦しそうにする暎那を見た秀之はすぐに椅子から立ち上がって、暎那の傍そばに移動した。自分の手を暎那の額ひたいに当てると、すぐに高い熱が伝わってくる。

「どこが苦しいの？」

　秀之が心配してそう訊いても、暎那は首を振るだけだ。我慢する暎那を放っておくことはできず、彼女をまず寝かせようと思い、ベッドの上に乱雑な状態で置かれていたタオルケットを取った。

　その瞬間――。

　暎那は今までの体調不良が噓うそだったかのように俊しゆん敏びんに動き、パソコンへと向かいマウスを摑つかむ。秀之は何が起こったのかすぐに理解できず、一瞬だけ固まった。

　暎那は突如モニター上の検索ボタンを高速でクリックし始める。悪戯いたずらをしているようには見えなかったが、今までの暎那からすれば常軌を逸した行動だ。

「…―――……―――………――……――…………―――……―――………………………―――…――……―――――………」

　さらに暎那の口から、小さくノイズらしき音が漏れてくる。

　暎那が検索ボタンをクリックするたびに、フェアリーテールシステムへのアクセスを示すアイコンが何度も点滅をして、それにあわせモニターの画面も更新を繰り返した。

「ちょっと、暎那ちゃん!?」

　秀之は暎那の持つマウスを強引に引きはがす。すると暎那の行動は収まり、力なく秀之へともたれ掛かった。秀之は膝立ちになって、暎那の体を抱える。伝わってきた体温はあまりにも高く、人のものとは思えない。

　そんな暎那の顔を覗のぞき込こんで、秀之は彼女の目が虚うつろになっていることに気付く。まるで生気が感じられなかった。

「だ、大丈夫？」

　あまりにも異常な行動に、あまりにもおかしな状態に、秀之は暎那の身を案ずることしかできない。

　だが状況は、さらに驚くべき様相を見せ始めた。

　突如として、暎那は立ち上がり、秀之を何の感情もこもっていない瞳で見下ろしたのだ。その目から発せられる不可解なプレッシャーは、秀之が立ち上がることを許さない。

「――――――……ナ…バー８…。強制接続確認。アドレス……ゲート…………同期不…定……」

　暎那の口からノイズ混じりの音声が漏れ始める。電子音声のようにも聞こえるそれは、穏やかな成人女性の声だった。

　しかし、その声の主は、紛れもなく暎那ではない何かだ。秀之にとって懐かしく、昔耳にしたことがあるような音声に聞こえたが、すぐに思い出すことができない。

「戸籍名…高橋秀之確認……。大丈夫でしょ…か……」

　突然、名前を読み上げられたことに秀之はすぐに反応する。

「なんだ？　あなたは？」

　そう口に出すものの、まともな返答が返って来なかった。

「時間がな……告げるだけ告げて…返答ができな…ことを前…って謝罪…ま……」

　秀之は突然すぎて混乱しそうだったが、ソフトウェア開発で致命的なミスをリカバリーする時のように深呼吸して、少しだけ心に余裕を持たせた。

『時間がない』『告げるだけ』『返答ができない』

　ノイズ混じりの声を頭の中で補い、流れから意思の疎そ通つうが不可能だと判断した秀之は、暎那の口から語られる言葉を確実に記憶できるように思考を切り替える。

「この子…………守しゆ護ごし…欲しい」

　ノイズ混じりで聞き取りづらかったが、守護して欲しいと頼まれていることが秀之にはわかった。しかし、守護して欲しいということは、敵がいるということだ。

　――これは暎那ちゃんのシナリオによるものなのか？

　そう考える間もなく暎那の口はさらなる言葉を紡ぐ。

「『電でん子し妖よう精せい』…呼ば…るグループ…この子はウイルスを埋…込まれた」

　先ほどまで秀之が使っていたデータベースの管理者のグループ名が『電子妖精』だ。フェアリーテールシステムを使って、架空の情報媒体コンテンツを現実に投影した設定者たち、その集団の名称である。

「『電子妖精』…この子…狙っ…いる。渡さな…で……」

　その『電子妖精』が暎那を狙っていると、暎那に宿っている何かは語る。

「できる限りのフォローは…ます。環境…ータ、修正スタン…イ」

　その瞬間、暎那からはおよそ人間の出せる声とは思えないほどの、多数のアナウンスを織り交ぜた電子音が流れ始めた。

「プロファイラ起動」「修正プログラム、アップデート」「通常形式。コンパイラ。送信」「エラー。実行不可」「通常形式。インタプリタ。送信」「エラー。実行不可」「低級形式。アセンブリ。送信」「送信実行。パケットエラー発生。トラフィック障害発生」「強制実行。フェイズ完了。エラー」「Ｓ１２５件、Ａ５０２件、Ｂ８８４件、Ｃ４０２５件、Ｄ１５１７６件」「フェイズ再開要請」「超緊急公認スクランブルオーソライズ。プロセス終了」

　そして、電子音声の雨がやむ。

　予断をまったく許さない事態だったが、秀之はあらゆる単語を心に刻み留めた。

　だが、そう安心したところで次のアナウンスにすべてを吹き飛ばされそうになる。

「フェ…リーテー……ステムによるア…シックサ…バ…の……書き…えが完…」

「フェアリーテールシステム!?」

　秀之は反射的に復唱した。しかし、それを問とい質ただそうにも、暎那の体は気力をすべて使い果たしたかのように崩れ落ちてしまう。秀之はそれを支えるのが精一杯だった。







　意識を失った暎那を、秀之はすぐに自分のベッドに寝かせた。その暎那は、今は安らかな寝息を立てている。体温も体温計は、平熱の数値を示していた。

　時間の経過に伴って、少しずつ秀之の頭は冷静さを取り戻しつつある。

　秀之はなんとなく天井を見上げて、先ほどのことを頭の中で反はん芻すうした。暎那の口から語られたノイズ混じりの内容を順を追って整理する。

　重要なのは、暎那を操る『誰か』がいるということ。あの状態が何らかのきっかけによって発生するにしても、そうなるように仕向けた誰かがいる。そして、その『誰か』は少なくともフェアリーテールシステムを知っていたのだ。

　秀之の脳のう裏りを、ふと暎那が自分の正体を語った時の言葉がよぎる。

『administrationアドミニストレーシヨン visitorビジター』という肩書きのような単語。

　直訳すれば、『管理する訪問者』。

『何』を管理するのか。

　その答えは秀之の頭の中に、あまりにも根拠が希薄で突飛ながらも、少しずつ浮かんでくる。

　それは『フェアリーテールシステムの管理』だ。

　そう考える根拠は、か細い糸のようであったが、頭の中にひっそりと存在していた。

　それは秀之がまだ高校生の頃の記憶。暎那に宿った『誰か』の声は、秀之がフェアリーテールシステムを使って、ゲームを投影した時に飛ばされた白い空間で聞こえてきた声に近かったのだ。

　特徴的な声というわけではなかったが、不思議と心に残る穏やかな声。聞いてすぐには思い出せなかったが、時間が経つにつれてそんなことを思い出しつつあった。

　ただ、あまりにも情報が少なすぎて断定ができない。暎那自身にその自覚がない上に、すべてが秀之の想像でしかないからだ。

　そして、もうひとつ秀之の頭を悩ませるものに、暎那は『電子妖精』にウイルスを埋め込まれたという話がある。さらに、もっとわからないのが、その『電子妖精』から守って欲しいと頼まれたことだ。

　語られた内容が真実かどうかは措くにしても、暎那にウイルスが埋め込まれる理由がわからなければ、『電子妖精』から守るべき理由もわからない。

　暎那が持っていた写真は、このことに関係があるのか、ないのか。何を考えるにしても、あらゆる面において情報が不足している。

「ドキュメントのない言語じゃあるまいし……」

　そんな愚痴が秀之の口を衝ついて出る。そもそも秀之からすれば『電子妖精』という名前が出てくること自体が不思議でしょうがない。

　フェアリーテールシステムを使ったことがある設定者のグループというのが、『電子妖精』について秀之の知っている唯一の情報だ。情報の共有を謳うたってはいるが、なぜ設定者を募つのっているのかを秀之は知らないし、どのぐらいの規模なのかもわからない。

　ただ、欲しい情報がそこに在ある。

　それだけで秀之はメールで誘われるままに『電子妖精』へと加入し、必要な情報を手に入れていたが、交流ができない時点で内部についてまで調べてもいなかった。

　同志の寄り合い処と秀之は考えていたが、それだけではないのかもしれない。何かしら崇すう高こうな目的があるのかもしれないが、今持っている情報だけで答えは出なかった。

　秀之がふと窓を見ると、外は暗くなっていた。時計の針が指し示しているのは、すでに午後七時。出かけたのであろう愛子は、未いまだに帰ってこない。

「買い物にしては遅いような……。いつもこんなもんなのかな」

　秀之は部屋のカーテンをすべて閉めていく。その最中、カーテンを閉める音に混じって、衣擦れの音が部屋に響いた。

　秀之の目に、ベッドから起き上がろうとする暎那が映る。

「まだ、横になってた方がいいよ」

　秀之は暎那が起き上がるのを止めた。暎那は少し不安げな顔をしながら、素直に従う。

「……さっきのこと、覚えてる？」

　秀之がそう問うと、暎那は布団に入ったまま首を傾げた。

「さっきまで、パソコン見てた……」

　不安そうに暎那が呟く。その声は少し風邪気味のように掠かすれていた。そして、その手は温もりを求めるように、秀之の腕を撫なでるように触れる。

　秀之が少し話を聞くと、検索ボタンを押す前には意識を失っていたらしい。マウスを手に取って検索ボタンを連打したことを暎那は覚えていなかった。

　フェアリーテールシステムって知ってる？　と秀之が尋ねてみたが、暎那は首を横に振るだけだ。先ほどの出来事で、思い出した記憶もないらしい。

　せめて、暎那に宿っていた何かともう少しコミュニケーションが取れれば、まだ話は進展したかもしれないというのに、それすらもできなかった。秀之は一方的に、守護してくれと名指しで頼まれただけだ。

　元々、秀之は暎那の安全が確認できるまでは自分の下で保護をするつもりではあったが、それを頼まれるとは思ってもいなかった。

　これは自分の解決できる領分を明らかに超えているように秀之は感じる。初めてのことが多すぎて、何もできていないのだから。

　それでも。

　秀之の根本的な考えは変わらない。

「暎那ちゃん。ひとつ聞きたいことがあるんだけどさ……」

　秀之は暎那に尋ねる。

「ずっと、ここにいたい？」

　秀之がそう訊くと、暎那はゆっくりと、だが力強くこくりと頷いた。

　暎那に宿っていたのが誰かは、秀之もわからない。

　しかし、相手の正体が不明であっても、自分のキャパシティを超えていたとしても。

　彼女の幸せが確信できるまでは保護をする。

　誰に言われるでもなく、秀之はそう決めていた。

「じゃあ、愛子のこと、なんとかしないとね」

　ただ、ひとつ。現実的な問題だけはどうにかする必要がある。

　暎那は世間的に見れば家出少女でしかなく、しかも記憶喪失だ。警察に連れて行くのが筋で、家に住まわせるなど普通に考えれば誘拐以外の何物でもない。

　元から警察に連れて行こうと常識的な考えを持っている愛子は、秀之がどんな言い訳を重ねたところで確実に暎那を家に住まわせることに反対するだろう。どれだけ強く決意しても、暎那を連れ帰ってきたという問題だけは解決しない。それが秀之にとって、現時点においてもっとも頭の痛い案件となっている。

　そのため秀之としても最終手段を使う必要性を感じていた。

　能力インストールを使い、あるキャラクターの異能を宿すことで、『記憶操作』が使用可能となる。それを使って、暎那が元からいたという記憶を埋め込めばいい。

　ただ、何度か使用して安全性を確信している『記憶操作』とはいえ、秀之は愛子の記憶を一部でも改変するのは気が引けていた。とはいえ、暎那を保護すると決めた以上、これは避けて通れない。自身の勝手な都合で愛子を振り回すのは本意ではないが、秀之は必要なことを行う覚悟をしなければならなかった。

「大丈夫だよ。絶対に守ってみせるから」

　秀之が不安そうな暎那を安心させるように、優しく囁ささやく。暎那はそれを聞くと安心したように柔らかく微笑ほほえんだ。







　暎那の正体を探るのを一旦やめた秀之は、暎那と一緒にキッチンへと降りる。

　暎那は体が一度高熱になったせいか、声が掠れていた。秀之は飲み物を持ってくると言って部屋から出て行こうとしたが、暎那は一秒でもひとりでいたくないのか、秀之の服を摑んで離そうとしなかったのである。平熱に戻ったとはいえ、暎那の体調は万全ではないはずだ。秀之は彼女をベッドに寝かせておきたかったが、暎那の不安そうな瞳に見つめられると非常に弱く、結局連れてきてしまった。

　暎那が横で見つめる中、秀之は冷蔵庫を物色して飲み物を探す。中にはラップを掛けられた昨日の夕食の残り物と、カルピスの瓶びんが置いてあった。

「これでいいかな」

　秀之は瓶を取り出して、カルピスジュースをふたつ作っていく。

　暎那は、両手で飲み物の入ったコップを持ち、少しずつ傾けて飲んでいく。昨日のように、一気に傾けて飲むことはしなかった。ちゃんと学習したらしい。

　秀之もジュースを飲んで、一気に喉を潤す。

「はぁ―――……」

　秀之はまるで、ビールを一気飲みしたような息をついた。そして、その勢いに任せてコップを叩きつけるように置く。

　しかし。

　勢いに任せた秀之の手は、目測を誤ってカルピスの瓶を押すように触れてしまった。

　ガンと瓶の倒れる音がすると同時に蓋ふたを閉めていない瓶から、カルピスの原液がどくどくと床に垂れていき、原液溜まりを作っていく。

「やってしまった……」

　秀之が呟いて、瓶を戻そうとしたその時――。

　暎那も倒れた瓶を戻すために、前傾姿勢になって手を伸ばそうとしていた。しかし、床に丁寧に塗り込まれたワックスは、彼女の足をいとも簡単に滑らせる。暎那がバランスを崩したと秀之が気付いた時にはすべて手遅れで、秀之が体を受け止めるべく差し出した手は、まったく間に合わなかった。

　暎那の顔は床の原液溜まりへと吸い寄せられるように飛び込む。

　さらに悪いことに、彼女の持っていたコップが床に落ちてしまった。そこからこぼれ落ちた液体が、彼女の上半身の服を侵していく。さらに、倒れた彼女の後頭部には、瓶に残った原液が零れ落ちて、綺麗な髪に染み込み始めた。

「け、怪我は？　暎那ちゃん!?」

　しかし、幸いにもコップは割れていない。大怪我といった最悪の事態にはなっていなかったので、秀之はひとまずほっと安あん堵どの息を吐つく。

　秀之の手を借りて、暎那は体を起こす。倒れた時に打ったであろう暎那の鼻は、少しだけ赤くなっていた。

「ちょっと、赤く、なっ……て……」

　秀之は暎那の赤くなった鼻が大丈夫か確かめるために、手を伸ばそうとして躊ちゆう躇ちよする。

　なぜなら暎那の口の周りには乳白色の原液がべったりと付き、暎那の着るワンピースの上半身は鎖さ骨こつから胸の辺りが濡れていて、十七歳以上対象、区分としては『Ｄ指定』のギャルゲーのイベント絵が秀之の頭の中にフラッシュバックしてしまったからだ。

　秀之は、こんな時にそんなことを考える自分を殺したくなるほど恥じた。

「あまい……」

　暎那は暎那で原液が口に入ってしまったのか、そんなことを言いつつ、口元についた原液を手で拭っている。その光景は少女だというのに、あるいは少女だからか、秀之の目には奇妙なほど卑ひ猥わいに映った。

「いくらなんでも、今時ベタすぎだ……。ありえないって……」

　戸惑うように、顔の前でぱたぱたと手を振るが、暎那の口に付いた原液は未だに顎あごから滴したたっている。

「べた……。べたべた？」

「粘つく意味じゃないんだ……。って、体に悪いから舐なめちゃダメだって！」

　口についた原液が極端に甘いのが気になったのか、暎那が興味津々な様子で拭った原液を舐めようとしていたのを秀之は制止した。暎那が首を傾げて、何が起こっているのかわからない顔をする。

「すぐ拭いてあげるから、じっとしてて」

　秀之は暎那の口や髪を拭こうと、周りを見渡してタオルを探した。

「ただいまー」

　その時、愛子の声がキッチンにまで届いてくる。

　それは紛れもなく妹の声で、秀之はもう頭を抱えるしかない。愛子が帰ってきたことでほのかに喜んでいる暎那を見て、癒いやされている余裕など秀之には存在しなかった。

「どうして……！」

　――なんで、こんなタイミングで！

　秀之は自分の運命を呪うしかない。秀之はこれ以上ないほどに慌てた。そして、行動を誤った。焦あせらずに対応すれば、少し『それ』よりも奥にあるタオルを使っただろうに。

　よりにもよって、手近にあるティッシュを取って、暎那の口を拭こうとしてしまったのだ。

　しかし、すべては遅かった。

　愛子はリビングからキッチンが見える位置で、しっかりと秀之たちを見据えている。愛子の持っているエコバッグが、ドサッと音を立てて床へ落ちた。エコバッグはそこからさらに倒れ、中に入った商品を雪崩なだれのように吐き出していく。

「なにやってんの、おまえ……」

　愛子の冷めた目付き、犯罪者を見るような蔑さげすんだ目が、秀之を射貫いた。

　しばらく、秀之と愛子の時間が止まる。暎那だけが何もわかっていない様子で、愛子と秀之の顔を交互に見ていた。

　愛子は冷めた目付きで、注意深く周りを見渡していく。そして、システムキッチンの惨状を見て、深ふか々ぶかと盛大な溜息をついた。







「びびらせるんじゃねーよ、このボケ。ったく人が買い物に行ってる時に……」

　愛子は頰を朱に染めながら、秀之に向かって怒鳴ったり、愚痴ったりしていた。

　その秀之はよつんばいになって、布巾を使い床掃除をしている。

「人がせっかく、ワックスがけしたってのに……。あー、こりゃ、風呂入った方が早いな。まあ、もうちょい拭いとかねぇと……」

　暎那は、愛子の手に逆らわずされるがままに拭かれていた。

「それにしても、誤解されなくてよかったよ……」

　秀之は正直、十発ぐらい殴られるのを覚悟していた。正直それは、ゲームのやり過ぎによる心配でしかなかったが、秀之は気が動転していたこともあって、本気で誤解をされると思っていたのだ。

「……どんな誤解か知らねーけど、そんな誤解するわけねーだろ」

「え？　あ、そういうもん？」

　頰を真っ赤に染めて、愛子は口を開く。しかし、秀之の方には目を向けなかった。

「……そりゃ、遠くから見ると『らしかった』けど、状況を見りゃすぐにわかんだろ。調理台の上でカルピスの瓶が倒れてたし」

　どんな誤解されるかわかってるじゃん！　と秀之は突っ込みを入れたくなったが、愛子を怒らせるだけなので口を噤つぐんで耐える。

「……第一、『あれ』はあんなにたくさん出ねぇだろ」

　言ってしまって、愛子は思わず口に手を当てた。

「なんで、それを知ってるんだーっ!?」

　秀之が悲鳴のような声をあげると、愛子はうざったそうにボソッと「ゴミ箱……」と呟く。秀之の背筋が一瞬にして凍り付くと、キッチンにはようやく静寂が訪れた。







　リビングでは、愛子がぶすっとした顔でソファーに寝そべっている。あれから愛子は恥ずかしさのためか、秀之の脛すねを五回ほど蹴ったのだが、それでも怒りが収まらず未だに燻くすぶっているようだった。

　秀之はソファーのすぐ近くに縮こまって、いたたまれないように正座している。

　リビングにはなんとも言えない奇妙な気まずさが満ちていた。夜は未だに寝苦しい季節だというのに、寒気すら感じるほどだ。

　そんな気まずさの発端となった暎那は、愛子に言われて今はシャワーを浴びている。愛子とふたりで入りたそうにしていた暎那だったが、愛子に

「秀之と話があるからひとりで浴びてきなさい」

　と言われてしまい、ひとり寂しそうにバスルームに向かっていった。

　秀之は、その愛子の言う『話』を待っている。その間に、暎那が置いていった自身の携帯電話を愛子から見えないように指で操作した。愛子の記憶に、『暎那は昔から家に住んでいる』という記憶を埋め込むために、携帯電話のメールに少しずつ、記憶を改変する能力を持つキャラクターを自身に宿す命令コマンドを打ち込んでいく。

　記憶の改変など秀之としても本意ではないが、暎那を目の届かないところへ行かせてしまうよりはすべてにおいて安全だ。改変する記憶は、本当に必要最低限でいい。

　それはやはり詭き弁べんに過ぎなかったが、自分自身のために必要な詭弁だと、秀之は自分の心を無理矢理納得させた。

「やっぱさ……」

　メールの命令コマンド記述が完了する直前に愛子の口が開く。秀之は愛子に悟られないように、メールの命令コマンド記述を急いだ。

「さっきのは、暎那の教育に悪かったかな。『あれ』とか」

　しかし、聞こえてきたのは愛子の自信なさげで不安を帯びた声。暎那が未だに家にいることの話ではない。

　自分自身が考えている話とは別の話で、秀之は少し拍子抜けした。

　代わりに残ったのは――違和感。

　愛子は、警察に届けろと頑かたくなだった。だというのに、なぜ教育という単語を出したのだろうかと秀之の心に解せない疑問が浮かぶ。

「……まあ、大丈夫じゃないのかな」

　秀之は戸惑いつつ、当たり障りのない返答をした。

　その返答を聞いた愛子がソファーから身を起こし、背もたれから顔を出してもたれ掛かる。秀之の言葉を聞いて苛いら立だったのか、眉を顰ひそめていた。

「大丈夫って、おまえな。もうちょっと、あいつの将来ってものを真剣に考えろよ……」

　将来。再び、違和感のある単語。

　愛子にとって、暎那は行きずりに出会った少女でしかないはずなのに。

「愛子、どうしたんだ？　今日の朝まで、警察に連れて行け、って一点張りだったのに」

「警察に連れて行けって……。おまえを？　あたし、自首なんか、勧めてたっけ？」

「いやいやいやいやいやいやいや。何もやってないから」

　確実に話がおかしかった。秀之は舌の乾きを錯覚し始める。心臓の鼓動も、通常よりも少しだけ速い律動リズムを刻んでいた。

　もしかして、という考えはあったが、口に出すのは躊躇してしまう。

　だが、これは確かめなければならない。

　意を決して、秀之はサイを、投げる。

「ところでさ、愛子。暎那ちゃんが、来たときのことって、覚えてる？」

　愛子は秀之の台詞せりふを聞いて、訝いぶかしげに顔を歪ゆがめた。お前も知ってるだろ、と言わんばかりに。

「一カ月ぐらい前に、うちの親が連れてきただろ。で、親父が『養子』だとか言って――。なんで、そんなこと訊くんだよ。若じやく年ねん性せい痴ち呆ほう症しようか？」

　あまりにも衝撃的な発言だった。親父とお袋の養子。それは当然、家族という関係だ。

　秀之に心当たりがあるとすれば、ひとつしかない。

　データベースで検索していた時、暎那は何かに乗り移られたような行動をし始め、おおよそ理解不能なアナウンスをしている。

　そして、そのアナウンスの前には。




『できる限りのフォローはします。環境データ、修正スタンバイ』




　という電子音声をノイズ混じりに発していた。

　フォロー。環境データ。修正。

　――それが、この状況だというのか？

　まるで、フェアリーテールシステムによって都合よく改変されたかのような――。

　秀之は今の事態を完全に把握する。そして、暎那がフェアリーテールシステム自体に関わる者だという思いをより一層強くした。

「ま、お前の記憶はどうでもいいけど、ちゃんと今後のことも考えて接しろよ」

　もはや、愛子に暎那を家に住まわせる理由を話す必要も、秀之が愛子の記憶を改変する必要もない。

「あたしら、ふたりの妹なんだからな」

　この日、『藍あい空そら暎那』は『高橋暎那』となり。

　秀之と愛子の妹となったのだから――。













　世界改変――。

　高たか橋はし秀ひで之ゆきは初めて、それを目まの当たりにした。

　世界改変自体は、初めてのことではない。これまで幾度となく、フェアリーテールシステムによって世界改変が行われていることを秀之は把握している。

　ただ、それはその瞬間に気付く類の事象ではない。

　認識できるのは、常に情報の出揃う後日の話。

　だが。

　今回、秀之は改変をもっとも近くで体験したと言っていいだろう。もちろん、物理的な衝撃波を受けたわけでも、目の前でゲームや漫画における世界が塗り替えられたような演出が為されたわけでもない。それは、あまりにもあっさりとしたものだった。

　藍あい空そら暎えい那なに起こった異変。

　それを秀之が察知できたのは、経験によるものだ。長くフェアリーテールシステムを追う者だけが得られる不思議な感覚だったのかもしれない。

　そして、秀之の抱いた確信は、まったく以もつて正しかった。

　絡まれていたところを助けただけに過ぎない正体不明の少女が、高橋家の末妹へと変貌を遂げたのだから。

　しかし、秀之は呆けているわけにもいかない。フェアリーテールシステムを追い求める人間として。そして、暎那の兄として。

　まずは、数々の事実確認を行わなければならなかった。







　世界改変が行われてから、半日が経過して、夜が明けた朝。秀之は、自分の携帯電話へ唾つばを飛ばさんばかりに咳せき込こみながら、体調の悪さを訴えていた。

「ええ。ゲホッ……。どうも風か邪ぜをひいたらしく……。ちょっとひどいですね」

　もっとも、電話越しの上司が今の秀之を前にしたら、その健康そうな顔色を訝いぶかり、噓うそを吐つけと一蹴したことだろう。実際に秀之は風邪をひいたわけでもない。ただの仮病だ。

「昨日、人混みに行ったんで、ゲホッ！　そこで伝う染つされたんだと……。すいません、少し油断しました……」

　普段、滅多なことでは欠勤どころか遅刻もしない、勤務態度も真面目な秀之が虚きよ言げんを用いてまで会社を休みたいと言いだしたことには当然、理由がある。

　暎那が家でひとりになってしまうからだ。

　午前七時半には愛あい子こが学校へ行き、八時には秀之が会社へ行く。留守の家が一軒、出来上がりである。――一昨日までであれば。

　暎那は秀之が家を出た時点で留守番をするしかない。暎那は留守番ができないほど幼いわけではないだろうが、彼女をひとりにするのは、秀之としては心こころ許もとなかった。

　そして、問題はそれだけではない。

　今後の生活のためにも、暎那の戸籍の確認や通う学校の確認、近所における暎那の受け入れ具合などの調査を行う必要もある。

『暎那をひとりにしない』と『暎那のことを調べる』というふたつの目的を同時に遂行するために、秀之は会社を休むという苦渋の決断を下したのだ。

「開発の方は俺がいなくても回ると思います。スタッフによろしく伝えておいてください。あと、今から病院行ってきます。しばらく電話通じませんので……」

　会社を休む旨を伝え終えて、秀之は電話を切る。

「すまん、みんな。埋め合わせはちゃんとする」

　誰も聞いていない電話口に向けて、祈るように手を合わせて秀之は謝った。

「さて……。何から手を付けるかな」

　秀之はひとり頭の中で残作業を洗い出す。そして、今日やるべきことを整理し始めた。







　暎那の現状把握のために秀之が最初に行ったのは親への電話だ。暎那を引き取った理由やその経緯を知るためである。そこから暎那の出自がわかれば、どこまでの改変が実行に移されたかを推測することができるという理由もあった。

「……ちょっと俺の記憶違いかもしれないから、確認したいことがあるんだけど」

　秀之は慎重に問う。『暎那は一カ月前に高橋家の養子になった』というのは、世間どころか世界の確定事項であり、秀之自身も知っていて当然という体裁が整っていることも考えられるからだ。

「……引き取ったのって、児童養護施設からだったよね。なんて名前の施設だっけ？　暎那の近況を報告してこようかな、と思ったんだけど」

『なんて名前だったかな。そっちに書類ないか？　どこにしまったか、覚えてないけど』

　ところが、秀之の父は肝心なことをまるで覚えていなかった。秀之はさらに経緯や理由などをそれとなく聞いたのだが、芳かんばしくない答えが続く。

「……一カ月前の話なのは確かなんだよね？」

『うん、そうそう。その辺りは覚えてるんだけど……。おかしいなぁ。何で忘れてるんだ？　若じやく年ねん性せい認ち知ほう症しようかもしれん……』

「二児の親が若年性とか……。二十年以上遅いよ、父さん」

『いやいや。この前、母さんに教わったハンバーグを作った時に、卵とパン粉を入れ忘れてしまって、肉がぼそぼそのモノができてしまってなぁ。やはり、これはボケ始めてるんじゃないかと思うんだ』

「物覚えが悪いのは、いつものことだと思うけど……」

　秀之の父は要領が悪いというか、不運というか、少し間の抜けたところがあった。だからこそ人のいい秀之の父は、本州から離れた離島での仕事を上司に押しつけられてしまうという事態に陥ったわけだが、それはまた別の話だ。もっとも、そのおかげで秀之は家を出ることなく、愛子とふたり暮らしをできているわけだが。

　おーい、母さん――。

　電話口から少し離れたような声量。秀之の父は、母に聞きに行ったようだ。いくばくもしないうちに、すぐ戻ってくる。

『母さんも知らないってさ。あっちもボケかねぇ。おお、こわいこわ――』

　電話越しにいきなり、固いものが頭に当たったような鈍にぶい音。続いて人が倒れたような気配。

　そして、若干の沈黙――。

　それから秀之は間延びした呻うめき声ごえを聞いて、父は頭を抱えるようにして蹲うずくまっているのだろうなと想像したが、それ以上深くは考えなかった。助けようにも、電話先の相手を支える手段を秀之は持っていない。

『まったく何がボケだ。一年かけてようやく掃除と洗濯ができるようになった分際で』

　電話の相手の声が、秀之の母に変わる。

「……頼むから、殺さないでくれ。まだ家のローンを引き継ぐ余裕は俺にないよ」

　秀之のその台詞せりふは、半分は冗談で半分は本気だ。一時期、秀之の父と母は本気で一線を越えかけたことがある。これくらいの事態であれば、まだ可愛いものだった。皿の割れる音の有無が、本気度合いの物差しとなっている。

『殺しゃしないよ。まだまだ稼かせいでもらわないと困るからね』

　――この台詞に照れ隠しな愛があると信じたい。

　父の心身を案じつつ、秀之は母にも暎那のことについて尋たずねる。しかし、その答えはどれも父と変わらなかった。

『不思議なことに覚えてないのよ。何かの陰謀かねぇ……』

「み、ミステリー小説の読みすぎなんじゃ……」

　母は、それもそうだね、ワハハと豪快に笑い飛ばす。しかし、陰謀というのはいい線を突いているかもしれない、と秀之は母に気付かれないように感嘆した。

『何にせよ、愛子も暎那ちゃんもあんたに託したんだから。うちの宿やど六ろくが、ひとりで料理を作れるようになったら母さんも帰るけど、それまでは頼んだわよ。ひどい話だけど母さんたちには頼れる親戚もいないからね。仲良くしてあげなさい』

　養子を放って親が転勤という状況に、辻つじ褄つまを合わせるためなのか。両親の中で暎那は、秀之に託されていた。父と母の口調が少しばかり軽いのも、暎那を悲しませることはしないと、秀之を信用している証なのかもしれない。

　そう読み取って、秀之はたった一言、

「了解」

　そう返して、母からの頼みを改めて引き受けた。







　暎那が妹になった経緯を両親が忘れているというのは、過去、秀之が関わった事例とは若干、趣を異にする。

　現実に架空の情報媒体コンテンツを投影した『設定者』に義理の姉妹ができるというケースにおいて、養子になった経緯を『設定者』の両親は克明に記憶しているからだ。もちろん、『腹違い』や『生き別れ』といった複雑な設定が存在しても、それに準じている。

　世界の改変が『通常よりも中途半端』『最低限に済まされている』。

　現状を考察することで、秀之に推測できるのはこの二点だ。

　それは、暎那を取り巻く環境が薄氷のように危うい代物だということを示している。何かの拍子にあっさりと崩壊してもおかしくないほどに。

　――生活環境を整えるのは、想像していた以上に難しいかもしれない。

　先々を思うと、秀之の頭は少しばかり痛くなる。

「次は学校に在籍してるかどうか、か……。ちょうどいい、あいつに訊きくか」

　秀之は携帯電話の着信履歴から、相手の名前を見つけて通話ボタンを押した。八回コールされて、目的の相手はようやく出る。

『おー……。おはー……よー、誰だー』

　テンションがあまりにも低い声。一声聞いて誰でも寝起きだとわかるほどだ。

「スクリーン見て、相手ぐらい確認してくれ。俺だ。秀之だよ」

『じゃあ、いーや……』

　ブツリという音を立てて切れた。

　ツーツーツーツーツー。

　無味乾燥な電子音が、秀之の耳に虚むなしく響く。

「あの野郎……！」

　秀之にしては珍しく苛いら立だった顔をして、もう一度、電話をかけた。

『……んだよー。急ぎの用かよー』

「そうじゃなきゃ、電話しないよ。第一、お前、もう出勤時間近いと思ったんだが、大丈夫か？」

『え、マジ？　……って微妙な時間だな、あと五分寝れたぞ。ったく』

「いいから、さっさと起きてくれ。一割でいいから友達甲斐を発揮してもらえると、俺は嬉しい」

　電話の相手は『鞍くら田た義よし人ひと』という、秀之の高校時代からの友人だ。社会人になった今でも縁が切れておらず、ふたりで遊びに行ったり、飲みに行ったりして、よく飲み屋でくだを巻いている。

　その義人は電話の奥で気け怠だるそうに欠伸あくびをかみ殺していた。

『で、何の用だよ。いいぞ、聞いてやる。今度、オレの憂さ晴らしの相手になるならな』

　義人の憂さ晴らしとは、秀之を格闘技の稽けい古こで完膚なきまでに打ちのめすことを意味する。今までのことを思い出して、秀之は思わず体を震わせた。

「……わかったよ。今度付き合うから、まずは俺の話に耳を傾けてくれ」

　秀之は言いながら、万が一にも他の誰にも聞こえないように電話口を手で囲う。

「お前のところの小学校に『高橋暎那』、もしくは『藍空暎那』って名前の生徒がいるかどうか調査して欲しい」

　鞍田義人は、高校時代から様々な才能を持っていた。しかし、彼は特殊な嗜し好こうが高じて、仕事に小学校の教諭を選んでいる。彼は、この近所の子供たち――秀之や愛子も通ったことがある小学校に勤め、毎日授業で熱弁を振るっていた。

　暎那が現実の義務教育に則って学校に通っているのであれば、学区から考えて義人が勤務する小学校に学籍が置かれている可能性がもっとも高い。家庭の財政状況を考えると私立とは考えにくかった。

　秀之の頼みを聞いた義人は、真剣な口調で短く呟つぶやく。

『……例の、アレがらみ？』

　義人の言うアレとは、フェアリーテールシステムのことに他ならない。秀之は義人を信用し、自身の目的や事情もすべて話してあった。義人もその多才な能力で、秀之をバックアップすることも多い。

　義人は当初、フェアリーテールシステムのことをまるで信じず、本気で秀之がどうにかなってしまったのではないかと心配するほどだった。しかし、自分自身がある事件に巻き込まれたのをきっかけに事情を知り、それからは率先して協力を申し出ている。

「ああ。その可能性は極めて高い」

　秀之が肯こう定ていすると、義人は先ほどまでの気怠さが噓のようにはきはきとし始め、秀之の頼みを快く引き受けた。

『オーケー。何年生かわかるか？』

「身長からすれば高学年だとは思う。だが、できれば全学年を精査してくれ」

『全チェックか。わかった。結果は追って報告する。ただ、たぶん放課後になるぞ』

「了解。結果は直接聞くから、学校から帰らず待っててくれ。その時に、今回の件も説明する」

『おう。それじゃまた、放課後にな』

　義人は軽快にそう言い残し電話を切った。

　秀之はそこでふと気づいたように顔を上げる。

「……よくよく考えたら暎那ちゃんを、あいつに会わせなきゃいけないのか」

　とはいえ、義人の力を借りる上で、それは避けて通ることができなかった。







　秀之がリビングへ下りてくると、ほんのりと食欲を刺激する匂いが漂っていた。

　テーブルには高橋家の末妹になった暎那が行儀良く座っている。暎那は少し暇なのか、よく見ていないと気付かないほどだが、体が左右へ振り子のように小さく揺れていた。

「おはよー」

「おはようございます……」

　秀之が挨拶すると、暎那は座ったままぺこりと礼儀正しくお辞儀を返す。

　今日の暎那は、愛子のお下がりの服を着ていた。セミロングの髪の毛は、今日も丁寧に手入れされた絹糸のようにさらさらだ。

　朝食を待っているようで、暎那の目はキッチンに向いている。視線の先では秀之の実妹である愛子が朝食を作っていた。いい匂いの発生源は、もちろんそこだ。

　暎那の視線を受けながら、愛子は制服にエプロンを着けて手際よく調理をこなす。味噌汁とだし巻き卵とウインナーを同時に作る手つきも手慣れたものだ。秀之の記憶にある小学校時代の愛子と比べると、危なっかしさは欠片かけらも見えない。

　相しよう伴ばんに預かろうと思い、秀之もテーブルに座った。

「あ、秀之。今日、お前の朝食ねーから」

　出来上がった朝食を運びながら、秀之にとって絶望的な言葉を、愛子はいつも通り不機嫌な顔であっさりと告げる。それを聞いて犬がお預けを食らったように、秀之の顔は一瞬にして切ないものになった。

「な、なんで!?」

「なんでって……。昨日の分で材料がなくなったんだよ。昨日は、ふたり分しか買ってねーんだからしょーがねーだろ。氷だったらあるぞ。調味料でもかけて食うか？」

　皿を運び終えた愛子が、エプロンを外してキッチンに戻ると、冷凍庫を開けて氷のストックを確認し始める。愛子は本気で言っているらしい。

「俺のカロリーは……？」

「醬しよう油ゆだったら、大さじで大体十キロカロリー分だ」

　そんな本気とも冗談とも付かない口調で、愛子は秀之に何の足しにもならない現実を突き付ける。醬油でカロリーを一食分取ったら、致命的な中毒を生ずるではないか。秀之としては御免被りたいところだった。

「ごめんなさい……」

　暎那は一度取った箸はしをテーブルに置いて、申し訳なさそうに俯うつむく。

「いやいや。いいって、暎那ちゃん。遠慮しないで食べていいんだよ。今日もちょっと歩くからね。体力つけといた方がいいからさ。俺はどこかで適当に食べられるし」

　秀之が慌てて取り繕っても、やはり暎那は手を付けない。

「ほら、秀之もああ言ってるんだから、ちゃんと食べておけよ」

　キッチンから戻ってテーブルについた愛子が強い口調で促すと、暎那は遠慮がちに頷うなずいて「いただきます」と呟いた。そして、再び箸を手に持ち、朝食を摂り始める。

　秀之は朝食を諦め、愛子と入れ替わるようにキッチンへと向かった。念のために冷蔵庫を覗のぞいてみると、奥に美味そうな鶏の腿もも肉にくがあるのを探り当てた。これぞ、まさしく天の思し召しだった。

「その鶏の腿肉、夕飯用だからな。手ぇ付けんじゃねーぞ」

　しかし、秀之が手を伸ばした瞬間に、愛子から物言いがついてしまった。背中に目でもついているのかと、秀之は驚嘆した。キッチンを預かる愛子の勘かんは、恐ろしいほどに冴えている。

「……さいですか」

　秀之は仕方なく、空腹を誤ご魔ま化かすように水道水を摂取し始めた。塩でも入れた方がいいかと本気で考えたのか、塩の瓶びんを取り出して、大きく『食卓塩』と書かれたラベルをしげしげと眺める。しかし、思い留まったのかすぐに棚に戻した。

　そうして秀之が朝食を諦めてテーブルに戻ると、愛子は何かを思い出したかのように訝しげな顔を彼に向けた。

「どうでもいいけど、秀之。お前今日、暎那とどこ行く気だよ」

「ちょっと色々と調べに。それに、服とか生活用品買ってこないと、もうないでしょ？」

　妹となってから一カ月という設定の暎那だが、愛子や秀之たちと一緒に生活した痕こん跡せきがなく、それをフォローするような記憶もない。当然、暎那の服は、家中を探しても、どこにも存在していなかった。

　愛子は納得がいかないのか、思案顔になる。

「秀之に任せるのはなんか不安だな……。あたしが放課後に行く」

「それでもいいけど……」

　しかし、愛子は途端に、不機嫌そうな顔をさらに不機嫌にした。

「……今日、補習があったな。そういえば」

「また？」

「しょうがねーだろ」

　愛子はお世辞にも成績がよいとは言えない。終業式の日に秀之がこっそりと覗き見た通知表は、１・２だらけのワンツーフィニッシュで悲惨の一言に尽きる。彼女にとって、補習や追試は日常茶飯事だ。

「やればできるんだから、ちゃんと勉強やらなきゃ駄目だよ」

　愛子は中学時代までは成績が平均よりも上だった。高校に入ってから素行が悪くなり、成績を急降下させてしまったが、愛子はただ勉強をやらないだけなのだ。

「うっせーな。大きなお世話だ」

　勉強すればできるだけに、秀之はそんな愛子の返答を少し歯がゆく感じてしまう。

　そんな秀之の思いを余よ所そに、愛子は唸うなっていた。

「しっかし、補習行ってからだと、買い物に取れる時間が少ねぇな……」

「慌ただしい買い物するのも嫌でしょ？　やっぱり今日は俺が行くよ。服は暎那ちゃんに選んでもらうから、心配しなくても大丈夫だって。気に入らなければ、土日とかで愛子に買い直してもらってもいいしね。まずは着る服を買ってこないと」

「……暎那に変なことすんじゃねーぞ」

　本気で脅すように、愛子は鋭い目で秀之を睨み付ける。

「しないって……」

　妹にとっては、まったく信用のない兄だった。




　愛子が登校するのを見送ってから、秀之と暎那は連れ立って家を出た。バスに乗り込んで最初の目的地である区役所へと向かう。

　三十分ほどして到着した区役所の中は、冷房が強すぎて涼しすぎるぐらいだった。その寒さに、すぐさまふたりの体は震え始める。

　風邪をひいては敵かなわないと、秀之は早々に戸こ籍せき謄とう本ほんの取得手続きを行った。

　しばらくして、秀之が持つ紙の番号を呼ぶアナウンスが流れる。暎那と一緒に受付に向かうと、担当の女性に、戸籍謄本の写しを渡された。

「こちらです」

　秀之はすぐに高橋家の父、母、長男、長女の欄を確認する。その箇所には、秀之の記憶通りの内容が記載されていた。

　そして、秀之の目は次女の欄でぴたりと静止する。

「……え？」

　思わず、秀之の口から掠かすれた声が漏れた。目を擦こすって、再度、謄本を確認する。

　出生日、空欄。実父、空欄。実母、空欄。

　養父や養母は、秀之の両親の名前が記載されていたが、肝心の情報がどれも空欄となっていた。他には、かろうじて旧姓の欄に『藍空』と印字されている程度だ。

「あの……」

　思わず、受付の人に尋ねようとするものの秀之は躊ちゆう躇ちよした。

　――真実を明らかにしても、得るものが何もない。

　理由は、その一言に尽きる。暎那の戸籍が中途半端な記載になっているのは世界改変をするために充分な時間が取れなかったため、と秀之は推測していた。暎那へ一時的に宿った何者かは『時間がない』と口にしていたからだ。

　秀之の両親が暎那を引き取った時の記憶を完全に埋め込まれていなかったように、本来であれば記載漏れがなく作られる戸籍も十全なものになっていない。あたかもプログラムの処理が、途中で強制的に中断させられたかのように……。

　これでは仮に徹底的に聞き込んだとしても、暎那の過去を遡さかのぼることはできないだろう。役所を動かして、素性を探られる方が逆に面倒だった。

「……いえ、なんでもありません」

　秀之は早々に切り上げる。戸籍が作られていただけでも僥ぎよう倖こうなのだ。

　謄本を折りたたみ、秀之は暎那に向き直る。

「お待たせ、暎那ちゃん。それじゃ次に行こうか。寒かったでしょ？　ごめんね。気分悪くなってたりしてない？」

　暎那は、特に気を悪くした様子もなく、首をふるふると振る。

「じゃあ、行こうか」

　こくりと頷いて、差し出された秀之の手を自然に取る暎那。

　健康に悪そうな区役所を出ると、家を出た時と同じ強い日射しがふたりを襲う。

　残暑が厳しく、茹うだるような暑さだったが、所内で冷房に浸つかっているより秀之は心地好いように感じた。







　区役所を出た後、ふたりは再びバスに乗って都市部へと向かう。その途中、秀之は区役所内でトイレに行っておけばよかったと少し後悔していた。今朝水を飲みすぎたのと所内が寒かったせいで、ここに来て急速に尿によう意いを催し始めたのだ。

　秀之の袖が、くいくいと引っ張られる。様子のおかしい秀之に、暎那の心配そうな眼差しが向いていた。

「大丈夫、大丈夫。ありがとう、暎那ちゃん」

　とはいえ、秀之も暎那にこんなことを正直に打ち明けるわけにもいかない。

　現状ではどうすることもできず、歯がゆくも情けない思いをしながら、秀之は波が過ぎ去るのを待つしかなかった。

　ほどなくしてバスは、横岸市内のとあるバスターミナルに到着する。ふたりはバスから降りて、駅ビルの中へと足を踏み入れた。

　ここの駅ビルに来れば、相当稀少な品でもない限り大抵は手に入る。そのため多様な買い物をする場合、付近の住人たちが好んで使っていた。本から家電、服、生活雑貨までここひとつで事足りる上、駅ビルという利便性も手伝って今日も朝から賑にぎわっている。

　エレベーターを使って五階まで上ると、秀之たちの目先には目移りせんばかりに夥おびただしい数の服が陳列されていた。暎那もその色とりどりの華やかさに圧倒されたのか、視線を彷徨さまよわせ落ち着かない様子を見せる。そこは、子供用の服が置かれた店だ。

　店外の通路では行き交う客の間を縫ぬって、店員がひっきりなしに台車を押している様子が窺うかがえる。周りの立ち話やスタッフ間で伝達される言葉から微かすかに聞き取れるのは、搬入ミスという情報だ。忙しくもなるだろう。

　秀之は少しだけ迷惑そうにそれらを見み遣やると、行き交う台車が暎那に当たらない位置に立った。そして、服を眺めながら暎那に尋ねる。

「この中に、着たい服はある？」

　暎那は、「いいんですか？」と秀之に向かって小さく呟いた。

「今日は暎那ちゃんの服を買いに来たんだよ。だから、好きなものを選んでいいからね」

　そして暎那は遠慮がちに周囲を見渡し始める。しかし、お眼鏡に適かなうものがないのか、そもそも選ぶ基準がないのか、その表情は初めてのお買い物といった様子で困惑気味だ。

「この中に入ってるのはここの店だけじゃないし、他にもたくさんあるから、気に入るものがなかったらそっちにも行こう。着たい服を焦あせらずに選ぶといいよ」

　暎那はゆっくりと頷く。

　そしてふたりはしばらく服を見て回った。暎那はふと服を摑つかんでは放してを繰り返す。

　暎那が真剣に迷い悩んでいる光景に、秀之は思わず頰ほおが緩んだ。

　――長丁場になりそうだな。

　ふたりが次の店に入ろうとしたところで、秀之は視線の先にお手洗いのマークを目敏く発見する。それを見つけて、鳴りを潜めていた尿意が急速にぶり返してきた。

「……暎那ちゃん、ごめん。ちょっと、ここで待っててもらえるかな？　店の中で服は見てていいけど、絶対にここから動いちゃ駄目だよ。大急ぎで一分、いや四十秒で戻ってくるからね」

　暎那がこくりと頷くのを確認して、秀之は大慌てでトイレへと駆け込んだ。







「朝に水を飲みすぎたな……」

　秀之がトイレから急いで戻ると、暎那は言われた通り、店の入り口前で待っていた。

　秀之が手をハンカチで拭ふきながら、一安心したその刹せつ那な。

　周囲の小さな悲鳴と息を呑む音――。

　秀之はすぐ異変に気付いた。

　秀之から見て通路の奥、暎那を挟んで反対側から、重そうな段ボールを五箱も積んだ台車が主あるじを失い、ありえない速度で暴走してくる。

　そして――。

　その台車は、暎那を標的としていた。

「暎那ちゃん！　避けて！」

　秀之は思わず叫び、駆け出す。その足の速さは見るもの誰もが、驚いたかもしれない。まさに矢を思わせるほどの速度だった。

　しかし、それでも。

　秀之の位置からでは、暎那のいる場所には届かない。

　そして秀之の叫び声を聞いて、暎那の視線は台車ではなく、その正反対側にいる秀之の方を向いてしまった。この状況では、暎那自身が自分で危機を回避することも期待できそうにない。

　数秒後に、台車は情なさけ容よう赦しやなく、暎那の体を吹き飛ばすだろう。

　秀之は走りながら、腰のベルトに付けてある携帯ホルダーをまさぐり、電話本体の側面に備え付けられたボタンを押しこむ。

　ショートカットによる能力インストール――。

『レイヤークラス名『黒の聖騎士』参照。キャラクターナンバー７。及び、レイヤークラス名『ブラッククロス』参照。キャラクターナンバー２。人物クラス多重継承』

『レイヤークラス名『キセキ』。設定者に人物クラスをインストール』

　指定された雛形テンプレートによる命令コマンドが送信されると、すぐに秀之の周りに何百もの小さく蒼い電気が逬ほとばしり、弾はじけるようにして消えた。

『インストール完了』

　秀之の携帯電話から電子音声が流れて、すべての処理は終了する。

　細かい調整は利きかないものの、即座に汎用的な力が不可欠となった時のために用意してある秀之の裏技だ。防御や回復用の異能を扱うことができるなど、『守る』ことに重点を置いている。

　だが、何気ない動作でも容赦なく時は進む。もはや防御結界を展開するだけの余裕は微み塵じんもない。

　一秒でも反応が遅れれば、即時、最悪の結果に陥る。

　秀之はインストールした『エーベルハルト』の能力のひとつを行使。

　――テレポーテーションこの身は神出鬼没なり。

　暎那と台車の間へと秀之は転移した。

　いきなり自分の視界から秀之が消えたことに驚き、暎那は目を見開く。

　そして。

　驚いた人間は、もうひとりいた。

　店内から凄まじい脚力で、文字通り飛び出して暎那と台車の間にその体を割り込ませた女性もまた、突如出現した秀之に目を丸くしていた。

　秀之自身もいきなり女性が出てきたことに目を疑う。しかし、お互い、驚いたままではいられない。

　――目の前の台車を止めることに専念。

　ふたりの緊張感を伴った鋭い瞳が交差して、アイコンタクト。その場の状況がふたりの意識をシンクロさせたかのように秀之と女性は台車へと向き直り、押さえこむようにその四本の手を差し向けた。

　そして。

　ズドンと、鈍い音が周囲に響き渡る。

　体に伝わった衝撃は秀之が思っていた以上に強くなかった。能力インストールによって、腕力が強化されていることもあるが、隣の女性と同時に止めたことで、衝撃が分散されたのだろう。台車に積まれた荷はひとつも崩れずに、台座の上に留まっている。

　秀之は後ろを振り向いて暎那の無事を確認したが、暎那に怪我はない。暎那は不安そうな顔をして、秀之を見つめるだけだ。

　しかし、少ししてようやく状況を把握できたのか、秀之の袖をきゅっと摑む暎那。

「よかった……。無事で……」

　暎那に何もなかったことに、秀之はほっと安あん堵どの溜息をついた。

「大丈夫ですか？」

　隣にいた女性が秀之の方へと振り向き、心配そうな声で安否を気遣う。

　その女性の顔を改めて見た瞬間、秀之は我が目を疑うようにまぶたを擦った。彼女の顔に見覚えがあったからだ。そして同時に、先ほどの出来事に得心がいく。

　店から飛び出てきた際の人間離れした脚力――。

　あの強烈な勢いを持った台車を止めた腕力――。

　秀之の目の前にいる女性は――。

『陽かげ炎ろうの疵きず痕あと』と呼ばれるアドベンチャーゲームのメインヒロインだった。













　秀ひで之ゆきは、台車を止めた女性の顔を呆けた様子で見つめていた。

　過去にプレイしたゲームの薄い記憶を、秀之は少しずつ思い出す。『陽かげ炎ろうの疵きず痕あと』と呼ばれるアドベンチャーゲームのメインヒロインのことを。

　しかし、秀之にはそれ以上考える暇を与えられない。失態を演じたと思ったのであろう店員たちが大慌てで現場に飛んできていた。

　――このまま、ここにいたら調査とか聞き取りとか、面倒なことになりそうだな。

　秀之がそう思った時には、目の前にいたはずの女性はすでに駆け出していた。秀之も慌てて、それに倣ならおうとする。

「暎えい那なちゃん。ごめんね。ちょっと我慢しててもらえるかな？」

　秀之が少し早口で言うと、暎那はすぐに頷うなずいた。秀之は、暎那の体を片腕で優しく抱き上げる。抱き上げられた暎那は秀之にしっかりと摑つかまった。

「あっ、お客様？」

　秀之は店員の制止を無視して、女性を追いかける。その場には、店員たちの戸惑った声が虚むなしく響いた。







「こっちの方にきてたはずなんだけど……。外に出るとしたら、このルートだし」

　秀之は独りごちる。走っている間に先ほどの女性を見失ってしまっていた。

　ただ女性が向かった先は、走った経路から考えて外だろうと秀之は推測し、駅ビルの外へ出る。すると、太陽からのべたつくような熱が秀之と暎那を包み込んだ。

　暎那が暑さに顔を顰しかめたのを見て、すぐに秀之は能力を使う。

　――熱　遮　断サーマル・フイルタリング。

　秀之が念じた瞬間、秀之と暎那の体にまとわりついていた熱が徐々に引いていく。秀之は自身と暎那の体を不可視の膜で覆い、特定範囲の原子運動を鈍にぶらせたのだ。それは、『ブラッククロス』というゲームで『クラウディオ』というキャラクターが持つ防御用の異能のひとつで、熱を任意で遮断する一種の結界。本来は火による攻撃を防ぐために使うものだが、こういった応用も利きかせることができた。狭い範囲で使っているので、ふたりの周りを行き交う人々は、そこだけ涼しくなっていることにまったく気付かない。

　秀之の体に簡易インストールされた能力が消えるまで、制限時間は残り一時間。その間ぐらい、秀之は暎那に負担をかけたくなかった。

「……暑くない」

　変化を感じ取った暎那は、そのままの感想を漏らす。

「それならよかったよ」

　抱きかかえた暎那を下ろしながら、秀之が口に指を当てて「愛あい子こには内緒だよ」と呟つぶやくと、暎那は素直にこくりと頷いた。

　それから秀之は周りを見渡すと、飲み物の自動販売機の前で見失った女性が立っているのを確認する。その女性は、深呼吸をして息を整えていた。

　秀之の視線を追った暎那は、すっと秀之の後ろに隠れる。

　秀之は暎那を連れて彼女へと近づき、

「あの、ありがとうございました」

　そして、頭を下げてお礼を言った。

　すると、女性はきびきびとした動作で振り返る。

　色いろ艶つやのよい髪の毛が、背中までまっすぐ伸びていた。ダークトーンのスーツを着て、いかにもキャリアウーマンといった雰囲気を漂わせている。服の上からでもわかるほど均整の取れたスタイルで、僅わずかに見える肌も瑞みず々みずしい。目元も若々しく冴えており、秀之には、彼女が二十代前半ぐらいの歳に見える。












　その女性は、薄い笑みを浮かべながら口を開いた。

「いえ、余計なお世話だったみたいですが」

「とんでもない。助かりました」

　秀之は謙けん遜そんしつつ、

「……それにしても、すごい足の速さでしたね」

　探るように静かな声で尋たずねる。秀之としては、相手が『架空のキャラだと自覚しているか否いなか』で対応を変えなければならない。なぜならば、自身を架空のキャラだと自覚しないまま、生活しているキャラも多いからだ。

　架空のキャラだと教えることで生活が壊れてしまうことがあるのを、秀之は今までの経験から知っている。生活を壊すほどの失態を、秀之は未いまだ演じていないが、常に慎重に慎重を重ねていた。

「ええ。私はゲームキャラクターですからね」

　しかし、女性は秀之の気遣いなど気にすることなく、さらりと打ち明ける。

「ですから、あなたの瞬間移動もそこまで驚きません。そういう世界があるのは存じていますから。あなたが目の前に現れた時は、さすがに不意を衝つかれてしまいましたが」

　しかも、彼女の順応性は高かった。

　秀之の頭の中に、打算的な考えが浮かぶ。

　――フェアリーテールシステムの情報が得られるかもしれない。

「初めまして。アドベンチャーゲーム、『キセキ』を現実に投影した高たか橋はし秀之です」

　女性の警戒感を少しでも和らげるために秀之は自ら名乗り、正体を明かした。

　秀之は自分の素性に驚かれるかと内心では身構えていたが、目の前の女性に驚きは見られない。さも、それが当然のように穏やかな微笑ほほえみを秀之に向ける。

「設定者の方でしたか。改めて初めまして。アドベンチャーゲーム、『陽炎の疵痕』のメインヒロイン、神しん藤どう焰ほむらと申します」

　秀之は、軽く一礼する神藤を見ながら、自身の登場したゲーム名まで把握していることに内心で感嘆した。自身がゲームヒロインだと自覚しているキャラクターはいるが、その内容までは知らないことが多いからだ。神藤は秀之が今まで会ってきたキャラクターたちの中でも、かなり珍しい部類に入る。

　彼女を呼び出した設定者は、一体どういう経緯で彼女にそれを教えたのだろうか。秀之の中に、俄が然ぜん疑問が湧いてきた。

「ただ、お互い今回のことは内密に。目撃者も少なかったですし、見間違いで済むでしょうからね。幸い、あの場には防犯カメラもありませんでしたから、ご安心ください」

　自己紹介の終わった神藤は、唇くちびるに人差し指を立ててそんな提案をする。

　緊急事態だったとはいえ、人前で瞬間移動というのは御法度だ。ただ、今回は目撃しているのが少人数であることが幸いしている。見た人は目を疑っただろうが、最後には、常識的な意見に押されて、幻覚や錯覚だったという結論に落ち着くだろう。

　確かにお互いの胸の内にしまっておいた方が角は立たずに済む。

「……そうですね。わかりました」

　そして、神藤はお互い詮索はなしだと言わんばかりに鋭い目を秀之へと向ける。

　そんな目を向けられて、秀之も強く聞き出すことができなくなった。

「あの、連絡先を聞かせてもらってもよろしいでしょうか？」

「あら、ナンパですか？」

「いえ。お互いこういう身ですから連絡先を教えあった方が効率的ではないかと……」

　秀之が縋すがるように頼み込むと、神藤はかぶりを振った。

「……いずれ、またお会いすることになりますよ」

　そして、穏やかな笑顔を浮かべて、秀之の申し出を拒んだ。

　結局、体よく断られた気がした秀之だったが、貴重な情報を持つ人をここで不快にさせて、将来に禍か根こんを残すこともない。次に会えたその時に情報が得られるかもしれないのだから。設定者に悪い印象が伝わったらややこしいことになるかもしれない。

　秀之は一応納得し、軽い頷きを神藤へと返す。すると、神藤はその目元を緩めた。

「では、私はこれで失礼させていただきます」

「はい。重ね重ね、ありがとうございました」

「小さいお嬢さん。またね」

　神藤は去る間際、秀之の背後から僅かに顔を覗のぞかせている暎那に別れの挨拶をする。

　しかし、暎那はそれを見て、素早く秀之の背中に隠れた。

「あらあら。嫌われちゃったかしら」

「暎那ちゃん、どうしたの？　ちゃんと、お礼を言わなきゃ駄目だよ？」

　秀之の背中には、暎那が背中を強く摑んでいる感触が伝わってくる。その手は微かに震えており、怯おびえていることを秀之に感じさせた。

　暎那は自分が神藤に助けられたことは自覚しているだろう。だというのに、普段は礼儀正しい暎那が恩人である神藤を確実に避けていた。

「さようなら。また、お会いしましょう」

　暎那と挨拶を交わすことを諦めた神藤は、人波を縫って去っていく。

　神藤が見えなくなったのを確認した暎那は秀之から手を放して、明らかにほっとした様子だったが、その強こわばった表情を見ていた秀之には、唐突に強い不安が湧き上がってきた。

「暎那ちゃん、大丈夫？　もしかして、気分が悪くなった？」

　心配になった秀之がそう尋ねると、暎那はふるふると首を振った。

　それから、たった一言。

「……こわい」

　と呟く。

　秀之は少し思案する素振りを見せて、それから、暎那に質問を投げかける。

「……あの人には気をつけた方がいいの？」

　秀之がそう訊くと、暎那は真剣な表情でこくりと頷いた。

「どうしてか、聞いていいのかな？」

　ところが、秀之が理由を問うと暎那は押し黙る。

　やがて、悩む素振りを見せてから

「わからないです……。でも、あの人はだめです……。怖い人です……」

　と答えた。

　それを聞いた秀之は、すべてを承知したように、

「うん、わかったよ」

　と暎那に返答する。

　――確かに引っかかることはある。

　暎那を襲った台車の速度。あれは異常すぎた。店員たちの方で何か不手際があったとしても、誰かが押したとしてもあの速度には至らないだろう。自然にあんな速度になるなんて尚更ありえない。悪意のこもった力が働いていると考えた方がまだ筋が通る。

　しかし、暎那が神藤を怖がっていたことからこじつければ、神藤が暎那に悪意を向けたということだ。

　秀之自身、それを未だに信じられない。だが、頭の中で、微かに警鐘が鳴ったのか、秀之は僅かに目つきを鋭くした。疑惑を持てば、あの台車にどんな意図が込められていたのか、幾つかの予測が可能だ。

「暎那ちゃんがそういうなら気をつけるよ。だから、あんまり悲しそうな顔しないで。今度は絶対に守ってみせるからさ。笑って、笑って」

　元気のなくなった暎那を安心させるために、すぐに目つきを緩ませ、満面の笑みを暎那に向ける。

「はい……」

　暎那は秀之の言葉が嬉しかったのか、僅かに不安を紛らわせたようで、その顔に微笑みを浮かべた。







　住宅街に秋らしい綺麗な夕日が沈み始める。

　秀之と暎那は、暎那の服や生活雑貨を一通り揃えてから、家の近くまで戻っていた。しかし、今ふたりが歩いているのは、家から少し離れた場所にある小学校への通学路だ。

　閑静な住宅団地を進むと、やがてふたりの目に小学校が見えてくる。ふたりは学校をぐるりと囲うフェンスを辿って正門へと向かった。

　正門では、ひとりの男が手持ち無ぶ沙さ汰たそうに立っている。

　その人懐っこい顔にはあまり似合わないフォーマルな服を着ていた。歳の程は二十代といったところか。いくらか持て余し気味で今にも服を弾はじけさせそうな体たい軀くは、見るものが見れば、武道をやっているとわかるだろう。

　その男は近づいてくる秀之に気付いたようで、挨拶をするように軽く手を挙げる。そして、秀之の傍そばにいる暎那を見て、カッ！　と目を見開いた。

「ふおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　周りに人はいない。しかし、いきなり大声で叫ばれたことで、秀之は態度を隠すことなく顰めっ面になった。暎那は怖かったのか、反射的に竦すくんで秀之の腰にしがみつく。

　その男は、足早に秀之たちの方へと向かってきて、秀之にしがみついて怖がる暎那に顔を近づけた。

「お嬢ちゃん！　お兄さんと遊ぼう！　何でも買ってあげる！」

　そんな誘い文句を男が言った瞬間に、暎那は目を強く瞑つむる。まるで、未知の事態から目を背けるように。そして、暎那は秀之にしがみつく力をさらに強くした。

　秀之は頭痛がするかのように、こめかみを押さえる。そして、買ってきた荷物を下ろしながら、秀之は目の前の男を追い払うような仕草を見せた。

「怖がってるだろう。落ち着いてくれ」

「ええい、黙れ！　この前の飲み会で、女の子に携帯のことを訊きかれて、嬉き々きとして語り入ったのは誰だ！　どん引きだったじゃねぇか！　そのお前が落ち着けってのは、なんの冗談だ？」

「待て。それとこれとは話が別のはずだ。だから、落ち着け」

「これが落ち着いていられるか！　その小さな体に、愛らしい瞳！　慎ましやかな胸！　なだらかな流線を描く腰に、ゴムまりみたいな丸いお尻！　絹糸のような髪！　張りのいいお餅もちのような肌！　なにより、この雰囲気が素晴らしい！　なんだ、この神幼女!?　どんな犯罪を犯したら連れて来られるんだ、お前!?」

　秀之の脳のう裏りに頭にジャケットを被せられ、手錠をはめられ、警察にしょっぴかれる男の姿が浮かび上がった。この発言を保護者に聞かれてないことを祈るばかりである。

　そして暎那は、怖がるような表情をしたままで秀之から手を放す素振りすら見せない。

「ちょっとその口を閉じて黙っててもらえないか……」

　秀之は呼吸まで荒くなってきたその男を宥なだめる。そして、男から少し距離をとって暎那に向き直った。

「ごめんね。暎那ちゃん。あんなやつだけど、一応、あれでも頼りになる男なんだ。不愉快かもしれないけど、気に障ったら言って。俺がその場で張り飛ばすから」

　秀之は手を合わせて暎那に平謝りする。こうなることは予想できていた秀之だったが、防ぐ手立てが思いつかなかったのだ。

　怖がっていた暎那は秀之のフォローを聞いてから少し落ち着いたようで、ふるふると首を振る。

「もう、怖く、ないです……」

　そう言った暎那は、普段通りの落ち着いた表情へと戻った。その表情は神藤に見せたような不安な表情ではない。

　そして、男に向かって小さくお辞儀する。

「初めまして……。高橋、暎那です……」

　男は暎那の礼儀正しさに感動したのか、拳こぶしを天に掲げ、空を仰あおいだ。

「性格もパーフェクト！」

　その男の強い言葉にまた怖くなったのか、ビクリと体を震わせる暎那。目は逸らしていないが、これ以上ないほどに戸惑っている。

「初めまして、暎那ちゃん。オレの名前は鞍くら田た義よし人ひと。幼女の味方、やってます。ヨロシク！」

　義人は人差し指と中指、二本の指をおでこに当ててポーズを取った。さらに、暎那に爽さわやかさを装った頰ほおの緩んだ笑顔も向ける。

　社会人でもありえないが、聖職者にあるまじきひどい自己紹介に、秀之は目眩めまいを感じた。秀之は義人に、哀れみの目を向けるが、彼はその意図に気付く気配もない。

　――義人に付き合っていると話が進まない。

　秀之は義人の自己紹介が聞こえなかったと言わんばかりに何も忠告することなく、大事な用件を促す。

「それで、朝頼んだ件の結果はどうだった」

　秀之がそう言うと、義人は緩んだ顔から一転、真面目な顔つきになった。

「結論から言うとだな。空恐ろしいことにオレのクラスの生徒だった」

「事実か？」

「ああ。お前に言われてから、朝一で出席簿の中に見つけたんだよ。一応、時間の合間を見て全校生徒調べたし、卒業生名簿も調べたけど、『たかはしえいな』の名前はそれだけだったな。『えいな』って日ヘンに英語の英と、那覇の那だろ？」

『藍空暎那』の方は、どこにもなかったと義人は続ける。

　秀之は少し考えてから、別のことを尋ねた。

「入学当時から在籍してるのか？」

「いや、一カ月前に転校してきてるらしい。ただ、前の学校の情報はなし。それと、転校してきてから一度も出席はしていない。いわゆる不登校児状態だな。他の教師たちは、ちと特殊なオレとは違って暎那ちゃんを既にいるって認識してる。ああ、そうだ。住所はお前んところの家だったぞ」

　学校に在籍していれば、各種面倒な手続きを踏まなくてもすむ。義人の話を統合すれば、それは秀之にとってほぼ理想通りの環境と言えた。

「察するに、あれだろ。フェアリーテールシステムでこの子がお前の妹になって、この学校に学籍も作られたってわけだよな？　改変がいくらか中途半端な気がするけど」

　義人の察しのよさに感心しつつ、秀之は「ああ」と同意を返す。

　そして秀之は学籍が作られるところまで、フェアリーテールシステムによって改変されていたことで気が楽になった。ただ、そのまま暎那を学校に通わせることを良しとしていいかどうかは、秀之にはまだ判断が付かない。

「……お前って、四年生の担任だったよな」

「ああ。四年三組、義人先生、だ」

　もし暎那が学校に通うとしたら、不都合なく過ごすには、彼女には四年生相応の学力が必要となる。暎那の学力を秀之は把握していないが、ここには本職がいた。

「義人。暎那ちゃんの学力を調べられないか？」

「ん？　まあ、簡単にならできるけど……」

　秀之の意図を察した義人は、中腰になって暎那に向き直る。暎那は特に怖がることもなく、心持ち緊張気味に無表情で義人を見上げていた。

「……変な質問をしないでくれよ」

「しねーよ。オレをなんだと思ってるんだ、お前は」

　秀之は念のためといったように釘を刺す。しかし、自信満々の義人なだけに秀之は不安だった。疑わしげな表情を全く隠していない。

「暎那ちゃん。今日のパン――」

　瞬間。秀之の手が、義人の口を押さえた。

「お前、今、幼いたい気けな女の子に何を訊こうとした……？」

「ふぐふが！　じょ、冗談だって！　ほら、暎那ちゃんが緊張してたから、ほぐそうと……！」

　義人は秀之の手をどけながら、醜い弁明をする。

「そうか。世の悪戯いたずら電話は、緊張をほぐそうとしていたということか。それは実に素晴らしい解釈だ。今すぐ警察の取調室で同じ事を言ってみるといい」

　蔑さげすんだ目で、秀之は義人を睨みつける。携帯電話を取りだして、警察に連絡する素振りまで見せた。

「次は真面目にやる！　オレにもう一度チャンスを！　まだ前科は付けたくない！」

　義人は真剣な顔で、秀之に頼み込む。

「暎那ちゃん、こいつからもう一度、質問させてもらってもいいかな？」

　秀之がそう言うと、暎那はこくりと頷いた。

　それを確認した義人は、改めて暎那に向き直る。今度は本気で真剣な表情だった。

「さて、暎那ちゃん。92割る４は、わかる？」

「23……」

　真面目な出題に、暎那はあっさりと答える。

　思うところがあったのか、義人は少し訝いぶかしげな顔になって次の問題を出した。

「……５の５乗は？」

　そして突然、問題の難度を上げる。累乗の数式は中学生の問題だ。小学生に出すような問題ではない。

　しかし。

「３１２５……」

　暎那は、再び事もなげに答える。考えたようにすら見えない。

　それからも義人は更に難度を上げていくが、暎那は算数どころか、数学や物理の問題に、すべて正答した。その解答ぶりは、まるで高性能な演算器だ。プログラムを扱う人間として、常人よりは演算に強い秀之を速さでは遙はるかに超えている。

　義人はさらに鞄の中から教科書を持ち出して数学以外の問題も出すが、暎那は化学や世界史なども完全に暗記していた。国語も完璧に近い。唯一、作中人物の感情の機き微びがわからなかった程度だ。

　そんな様子を見て、秀之は心配そうな顔から一転、頼もしそうな顔に変わった。

「……こりゃ驚いたな。学力だけなら、このまま高校や大学に行けるぜ、この子」

　義人は楽しげに口笛を吹いて、感嘆の意を示す。秀之も内心では心が震えていた。

　そして、義人は秀之にも時々見せる教師の顔つきになる。

「秀之。この子は、学校に通わせるつもりなのか？」

「必要があればそうする予定だよ」

　しかし、今は学校に通う必然性を感じない。学力が高いことも証明されたし、暎那が傍にいてくれた方が、秀之も彼女の身を守りやすい。

　しかし。

　問題はあった。義人がその問題を代弁する。

「世間体的にはあまりよろしくないな。オレは教職やってるから、やっぱり通わせておけと言っとくぜ。学校は勉学だけの場所じゃない。集団生活の学舎まなびやだ。学校に通わず、このまま十年二十年と時を経れば、暎那ちゃんに残されるのはお前や愛子ちゃん、そしてオレだけしか交友関係がない閉じた世界だ。もちろん、そうならないようにお前はするだろうけど、どこかで限界はくると思う」

　秀之は考え込んだ。暎那があと一週間しかこの世界に存在しないというのであればともかく、いつまでここにいるのかわからない以上、一般人として世間に溶け込ませなければ、世間体が取り繕えない。

　自身だけが風評被害を被るなら、秀之はそれでもよかった。しかし、家には愛子や、戻ってくれば両親だっている。すでに暎那を家に連れてきてしまったとはいえ、家族にこれ以上の迷惑は、できる限りかけたくないと秀之は思っていた。

　しかし。まだ、情報が少なすぎる。

　義人にバックアップしてもらえるとはいえ、学校という特殊な空間で暎那が何者かに、例えば『電子妖精』に襲われることがあれば、秀之はそれを守ることができない。

　――暎那を守るシステムを構築しなければ駄目だ。

　暎那を絶対に、確実に、守るシステム。暎那に危機が迫った時に、秀之の携帯電話と連動するシステムを構築しなければならない。

　秀之がそんなことを考えていると、くい、と裾が引っ張られる感触があった。

「わたしが学校に行くんですか？」

　暎那は、不安そうに秀之に尋ねる。

「暎那ちゃんは、学校に行ってみたい？」

　秀之がそう返すと暎那は寂しげな顔になる。そして、秀之の服の裾をきゅっと摑んだ。

「……愛子とも秀之とも、離れたくないです。けど、秀之が行ってほしいというのであれば、行きます」

　裾を摑みながら、暎那は真剣な様子で秀之を見つめた。秀之も暎那の瞳に吸い込まれるように見つめ返す。

「かっ！　人のことをロリロリロリロリロリロリ言うくせに、お前だって重度のシスコンじゃねぇか！　兄妹愛を抱いて、秀之だけ溺でき死ししてしまえ！」

　暎那と秀之が見つめ合う中、雰囲気を台なしにするようなブーイングが入る。義人は、嫉しつ妬との炎が渦巻きかねない目で秀之を睨んでいた。

「オレも、こんな可愛い妹が欲しい……。甘えられたい……」

「結婚して子供を授かるのが一番早いだろう。そろそろ結婚しててもおかしくない歳なんだぞ、俺たち」

「ハァ？　日本の法律じゃ、十六歳以上の女としか結婚できねぇじゃねぇか。結婚するなら十歳以下と決めてるんだ。間違ってるのは俺じゃない！　法律の方だ！」

　――ダメだこいつ。もう、手遅れだ。どこで道を間違ってしまったんだろう……。

　秀之は高校以来、何千本目になるかわからない匙さじを心の中で遠くに投げる。

　それでも、義人が力を貸してくれたことに、秀之はしっかりと感謝していた。

「とりあえず、感謝するよ。また頼みたいことができたら連絡する」

「……おう。じゃーまたな」

　そう言うと、義人は踵きびすを返して、路上に止めてあったワゴン車へと乗り込む。車はエンジン音を響かせて、早々に発進し、すぐに見えなくなった。

「やけに、あっさりしてたな……」

　朝の電話で義人が『お礼は憂さ晴らし』と言っていたことを秀之は思い出す。それもあって、また道場でしごかれるのかと予想していたのだが、義人はそのことを忘れているかのように立ち去ってしまった。

「ま、いいか……」

　――謝礼は今度の機会でいいだろう。

「それじゃ、帰ろうか。暎那ちゃん」

　暎那は頷いて、秀之の手を取る。

　そしてふたりは、手を繋いで帰路についた。

　義人の意図に秀之が感付いたのは、それからすぐのことだった。







　歩いて来た道を戻るように秀之たちが家へ帰ると、家の駐車場には当然のように義人のワゴン車が駐まっていた。

「思考を止めていた自分が恥ずかしい……」

　気付けなかった自分が情けなくなって、秀之は項うな垂だれる。玄関前では満面の笑みを浮かべた義人が立っていた。

「やあやあ、ディナーをご一緒しに来たぞ」

「お前ってやつは、本当に面つらの皮が厚い……」

「そんなに褒ほめるなよ」

「今のどこに褒め言葉があったのかが、俺はわからない……」

　秀之の口から、心底呆れた声が漏れる。

「いやさ。オレだって、暎那ちゃんにあーんとか、されたいし！」

「俺だって、そんなことされてないよ」

　義人と玄関前でそんな会話を交わしていると、秀之の視界に愛子の姿が入った。買い物を終えて帰ってきたらしく、手には買い物袋を下げている。

「げ、義人……」

　愛子は義人を見るなり、いきなり不愉快そうな顔になった。しかし、義人はそんな愛子の顔に構わず、笑顔で挨拶する。

「よう、愛子ちゃん！　久しぶり！」

「帰れよ、ロリコン。しっしっ」

　愛子は追い払うような仕草を見せるが、義人は意にも介さない。むしろ、義人はそんな対応に慣れているのか、その笑顔をまったく崩さなかった。

「まあまあ、そう照れなくてもいいじゃない！」

　そして、義人はそんなことを言いながら、素早く愛子の後ろに回ってその頭を撫なでる。

「忍者か、お前は！　というか、何しに来た、このド変態！」

　愛子は心底うんざりした顔で義人の手を払いのける。しかし、その手を払いのけても別の手で撫でられるだけだった。

「ディナーを食べさせてもらいに来たよ」

「悪いな。今日の晩飯、三人分しかねぇんだ。お前がありつく栄養はねぇ。庭に生えてる雑草だったらいくらでも食っていいけど家には入るなよ。ほら、暎那。そんなやつの近くにいたら、変態が伝染する」

　愛子は義人を無む下げに扱って、そのまま暎那の手を引いて家に入ろうとした。

「オレが、作ってもいいぜ！」

　そんな提案に。玄関を開けようとしていた愛子は、ぴたりと止まる。

　知っているのだ。義人がどれだけ料理上手かを。愛子は小学校の時に、義人に時々料理を指南されていた。愛子の料理における師匠は基本的に母だが、一部のレパートリーは義人から指導、伝授されたものだ。

「食いたいものがあるなら、今すぐ車で買ってきてもいいし！」

　義人にそう言われた愛子は、買い物袋の中をちらりと覗く。

　そして、少し悩んだあと、

「……鶏の腿もも肉にくがあるから、それをメインにするなら。まあ、別に、いいけど……」

「よっしゃー！　きた！　鶏腿肉きた！　メイン鶏腿肉きた！　オーケーオーケー！　いけるいける！　そんじゃ、今から他の材料買ってくるから！」

　義人は駐めてあったワゴンへと、はしゃぎながら乗り込んだ。すぐにエンジンを始動して離れていく。

　秀之と愛子は、深く深く溜息をついた。







　キッチンで料理する義人を尻目に、高橋家の三人はリビングのテーブルについていた。

　すでに鶏肉を塩や胡こ椒しようで焼く香りに満ちており、食欲を掻かき立たてる。その匂いにあてられたのか、秀之の腹の虫の声が盛大にリビングに響いた。

　身内のだらしない腹の音が気に障ったのか、愛子は秀之を睨み付ける。

　秀之は誤ご魔ま化かすように、気になっていたことを対面の愛子に尋ねた。

「愛子が義人の料理に釣られるのも久しぶりだね」

「暎那にはできる限り美お味いしい料理を食べてもらいたいだろ。あたしよりもあいつの方が料理が上う手まいことぐらい知ってるしな」

　愛子に姉としての責任感が出てきたようだ。元からの面倒見のよさがあることを秀之は前々から知っている。しかし、自身にはできない愛子の細かな気配りが、秀之は素直に嬉しかった。

「よっしゃ、完成ッ！」

　義人が調理の終了を告げ、皿に料理を盛り始める。

　そして、義人は皿を持ってくる前に、テーブルに純白のクロスを敷き、さらに花を活けた花瓶やローソクの入ったグラスを置く。高級洋食店のコーディネイトのようだ。

　義人は食卓を飾ることすら、料理人の義務と考えており、そのセンスも一級品だ。

「相変わらず、無駄にスキルの高い男だよな。ここまで来るとほとんどイヤミだ」

　愛子が独り言のように呟く。義人とは長い付き合いである秀之も同じ気持ちだった。

　しかし、これは義人の持つスキルのひとつに過ぎない。義人は、他にも車の運転や格闘技など、ひとつに絞れば頂点を取れるであろう、常人から見れば卑ひ怯きようと言いたくなるほどの多様なスキルを高いレベルで持っていた。

「はいはい、お待たせー」

　続々と料理が食卓に乗せられていく。

　暎那は、時間と共に食卓が変貌していくのが面白いようだった。無言ではあるが、少しだけ頰を紅潮させている。待ち遠しそうに、目をキラキラさせていた。

　テーブルに料理を並べ終わると、義人は席につかずひとつ咳せき払ばらいをする。

「本日の料理は、鶏腿肉をアセゾネしてから、ソテーしました。さらに、黒胡椒を衣としてまぶして――」

「お前の前まえ口こう上じようなんかどうでもいいよ。さっさと食おうぜ」

　義人の料理説明が始まる前に、愛子がそれを制止した。

　愛子がいただきますと言って、すぐに箸はしを取って食べ始める。暎那もそれに倣ならって、ゆっくりと食べ始めた。

「ま。格式張ったのは、似合わないか」

　張った肩肘を緩めて、義人も秀之の隣に座る。

「そうだな」

　秀之もテーブルの上に並べられた料理へと目を向け、一口、口にした。義人の料理は久しぶりだが、相変わらず頰が落ちそうなほど旨い。

　愛子が負けを認めるだけのことはある。愛子の料理はあくまで家庭料理。しかし、義人の料理はプロ顔負けなのだ。その証拠に暎那も僅かに頰を緩めて食べている。

　そんな暎那の姿を見られて、愛子も義人も、そして秀之もこの上なく満足だった。







　夕食も終わって夜も更けた頃、玄関で義人は靴を履きながら、秀之に軽く別れの挨拶をする。

「じゃーな」

「ああ。相変わらず、飯、旨かった。感謝するよ」

　そして、義人が玄関から出て行くところで、リビングの方から暎那が歩いてくる。

「……おいしかったです。ありがとうございました」

　そして、恭うやうやしくお礼を述べた。

　それを聞いて、義人は誰が見てもわかるほどに動揺し始める。

「い、いや……。オレは小さい女の子の味方だからね！　あんなのでよかったら、いくらでもいつでも食べさせてあげるから！」

　そんな義人の様子を見て、秀之はふと思い出した。小学生の愛子に料理を指南して、お礼を言われると決まって動揺していた義人の姿を。

　生徒たちに慕したわれている姿を幾度か秀之は見ている。しかし、面と向かって真剣にお礼を言われたせいで照れているのかもしれない。

　義人は、暎那と視線を合わせるのが照れくさいのか、秀之へと目を向ける。

「ま、困ったことがあったらまた言ってくれ。オレにできる限りのことはするからさ」

「ああ。暎那ちゃんが学校に通う時になったら頼む。それ以外でもなんかあったらお願いするな」

「おう、じゃあな。それじゃ、暎那ちゃんも。今度は、学校で会おうね！」

　別れを告げて、義人は玄関から出て行った。

「……変なやつでごめんね」

　秀之のその言葉に、暎那はふるふると首を振る。

「独創性にあふれる人です……」

　変わった表現だが、どうにか受け入れてくれたようで秀之はほっとした。

　そして、ふたりがリビングに戻ろうとした時――。

　不意に、インターホンが鳴り響く。

「なんだよ、忘れ物か？　どーぞ」

　義人が戻ってきたと思った秀之は、玄関に向かって呆れたように声をかけた。

　しかし、義人が入ってくる気配はない。

　秀之は眉を顰めた。怪け訝げんに思って、玄関の扉を開ける。

「……こんばんは。夜分遅くにすいません」

　そこには、昼間に出会ったあのゲームヒロイン――神藤焰が立っていた。暎那はその姿を見て、すぐに秀之の背中に隠れる。

「言ったでしょう。いずれ、またお会いすることになりますよ、と……」













「夜分遅くに申し訳ありません」

　神しん藤どうは非礼を、秀ひで之ゆきへと詫わびた。

　そんな彼女――神藤焰ほむらの出で立ちは昼に出会った時と同じく、ダークトーンのスーツだ。服の上からでもわかるほど均整の取れたスタイル。その姿は仕事帰りのキャリアウーマンを思わせる雰囲気。艶つやのよい髪が背中までまっすぐ伸びており、手入れのよさを窺うかがわせる。

「いえ、構いませんよ」

　――こちらも話したいことはたくさんあるのだから……。

　彼女の設定者はどこにいるのか？　彼女が呼び出されたのはいつか？

　シナリオの進行具合は？　エンディングは迎えたのか？

　さらに言えば、教えてもいない自分たちの家をなぜ知っているのかという疑問も、たった今追加された。

　――何から訊きこうか。

　そんな折、秀之は背中を引っ張られる感触を感じた。

「秀之……」

　秀之が顔を背後に向けると、秀之の目に不安そうな表情の暎えい那なの顔が映る。

　――大丈夫。忘れてないよ。

　秀之はウインクして合図する。それで伝わったのか――暎那はこくりと頷うなずいた。




『わからないです……。でも、あの人はだめです……。怖い人です……』




　暎那の、彼女を忌き避ひする言葉と彼女に対する怯おびえ。

　きっと、言葉にできない理由があるのだろう。

　しかし、それでも。

　今後のために、秀之は差し支えのない範囲で彼女からフェアリーテールシステム、その設定内容に関する情報を訊き出しておきたかった。

「愛あい子こー」

　秀之はおもむろに、愛子を呼ぶ。

「ん、なんだよ？」

　秀之に呼ばれた愛子は不機嫌そうに玄関に来ると、神藤を見て呆あつ気けに取られた顔になった。神藤に向かって一礼するものの、その動作は多少ぎこちない。

　顔をあげ、秀之を見る愛子の顔は、一見すると普段通りだ。しかし……、

　――『誰だコイツ。お前とどういう関係だ』って目をしてるな。

　秀之だけは、愛子の目にそんな疑問が渦巻いていることを察した。秀之は、片目を今度は何度か瞬まばたきさせて、あとで説明することを訴える。

　それを見た愛子は、しょうがなさそうに小さく頷いた。

「暎那ちゃん連れて、部屋に戻っててもらえないかな」

「……了解」

　愛子と暎那が二階に上がっていくのを見送った秀之は、改めて神藤へと向き直る。

「じゃあ、こちらへどうぞ」

　秀之は神藤を家へと上げて、リビングへと招き入れた。







　リビングでテーブルを挟み、秀之と神藤は向かい合う。

「お茶、いただきます……」

　椅子に座る神藤が、湯飲みをゆっくりと傾けて茶を飲んだ。そして一口飲んで、感嘆した深い息を吐く。

「美味しいお茶ですね……。この甘い香りは、阿あ里り山さん金きん萓せんですか？」

　そして、味を思い出したように秀之へと尋ねた。

「いえ、銘柄までは。普通のお茶だと思ってたんですが……」

「中国のお茶ですよ。結構な値段のする……」

　――そんな来客用の茶葉が家にあったのか。愛子は、本当に用意がいいな。

　普段から秀之はお茶出しをすることがない上、茶を飲む習慣もないので、どこに何があるのかを把握していない。棚から茶葉缶を適当に取り出して、残りが少なかった茶葉を使っただけだ。

　しかし、神藤はそのお茶の味を気に入ったのか、満足げな表情を浮かべていた。

　そう言えば、お茶を嗜たしなむキャラクターだったな、と秀之はゲーム内での彼女のことをふと思い出す。お茶というキーワードから喚かん起きされた懐かしい記憶だ。すでに八年も前の記憶である。

　――記憶が錆さび付いてる……。だが、目の変化には気を配らないと、な。

　秀之が昔のことに想いを馳せると同時に、神藤は湯飲みを置いた。

　そして彼女は居住まいを正し、真剣な声色で切り出す。

「本題に入る前に、まずは私の正体を明かしておきます」

「『陽かげ炎ろうの疵きず痕あと』のメインヒロインというのは、すでに聞きましたが……」

「いえ、そちらの方ではありません」

　神藤はかぶりを振る。

「高たか橋はしさんは、『電でん子し妖よう精せい』をご存じですね」

　秀之は思いも寄らない単語に一瞬耳を疑ったものの、ゆっくりと頷いた。

　電子妖精――。

　それはフェアリーテールシステムを使って、架空の情報媒体コンテンツを現実に投影した設定者たち、そのグループの名称だ。彼らは情報を共有するためにそんなグループを設立したのだという。

　秀之も名目上『電子妖精』に籍は置いている。メールで加入を促された時に、二つ返事で了承したからだ。しかし秀之が、投影したゲームや設定内容の情報を彼らに知らせて以降、何度か送ったメールに受領メール以外の返信は戻ってきたことがない。

　そして意思の伝達ができないまま時は過ぎ、やがて秀之の興味は彼らの正体から別のものへと移ろっていった。すなわち、彼らの扱うデータベースやソフトウェアへと――。

　これらの方が当時の秀之にとっては、重要かつ有意義だった。

「私はそのグループの一員で幹部を務めております」

「……幹部？」

「ええ。もっとも私の仕事は雑用に近いのですが……」

「ちょっと待ってください。神藤さんは、『設定者』じゃないですよね……？」

　秀之が確認するように問うと、神藤は「はい」と認めた。

「私は『ビジター』として、『電子妖精』に所属しています」

『ビジター』――。

　それは秀之にとって聞き覚えのない単語だった。しかし、神藤の素性を考えれば、すぐに見当はつく。

「現実に投影されたキャラクターのことを、『ビジター』というんですか」

「ええ。もっとも、我々がそう呼んでるだけです。ちなみに設定者には、『カスタマー』という呼び方が正式に存在しています」

　ビジターとカスタマー――。

　これらの単語も、秀之には聞き覚えがない。しかし、『ビジター』は、あるひとつの肩書きを秀之に連想させた。

　暎那が名乗った肩書き、『アドミニストレーションビジター』。

　まるで『ビジター』の上級用語ではないか。

　――もはや神藤焰は、単に投影されただけのキャラクターじゃない。

『電子妖精』に所属していることで、彼女自身の設定――それ以上に、重要な情報を持っているようにも見える。

「『電子妖精』には、その『ビジター』の人たちも多く所属してるんですか？」

　秀之は今回の機会を好機とみて、貴重な情報を得るべく神藤に質問を投げた。彼女自身への質問の優先度プライオリテイを下げたのだ。彼女の『設定者』――『カスタマー』が見えないのは気になったが、今は『電子妖精』の情報を優先する。

「いえ、『カスタマー』の方が多いです。私のような『ビジター』は稀少ですね」

「しかし、『電子妖精』の目的は、その『カスタマー』同士の情報の共有だと思ったんですが……。それは、もしかして表向きの目的……？」

「その通りです。『電子妖精』は、一部特定の方に協力を願い出て、真の目的のために活動していただいています」

「真の目的……」

「はい。我々の、真の目的。それは――」

　神藤は一拍を置いて、宣言する。




「『フェアリーテールシステム』の掌しよう握あくです」




　秀之は目を見開く。それは言葉は違えど、秀之の悲願でもあった。

「それが、十四年前に設立されて以来、継続している『電子妖精』の悲願です。我々は、そのためにフェアリーテールシステムを解析しています」

　神藤がそう言い終えると、リビングには不思議な静寂が訪れた。

　まるで、秀之に反はん芻すうする時間を与えるかの如く――。

　秀之は探るように言葉を返す。

「しかし、それだけではないですよね」

　だが、神藤は何も答えない。

「フェアリーテールシステムを掌握しただけでは、何のメリットもありません。解析する理由が知的好奇心から、ではないでしょう？」

　最終的な目的はその『先』にあるはずなのだ。

　――俺にもその先に目的があるように……。

　神藤は、ゆっくりと口を開く。

「ええ。それはもちろん。フェアリーテールシステムの特性を考えれば、ご想像がつくと思います」

　フェアリーテールシステムの特性――。

　おそらく、秀之を初めとする『カスタマー』たちは、『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』という形でしか、フェアリーテールシステムを扱っていない。否、扱えていない。

　しかし、それはフェアリーテールシステムが織り成す事象からすれば――片へん鱗りんだ。

　架空のキャラクターの人生をゼロから作りだし、その営みのための環境を整え、さらに周りの人々の記憶にまで介入する。

　つまり。

　――願望を、具現化することができるシステム。

　そう言い換えることができるだろう。

「……現実を思い通りに改変する、ということですか」

　秀之の答えに満足したのか、神藤は笑みを浮かべる。

「掌握することができれば、まさに現代における『銀ぎんの弾だん丸がん』となるでしょう」

「銀の、弾丸……ですか」

「強大な力を持つ狼男や悪魔を、西洋信仰において一発で撃退する代物――それが銀の弾丸です。それは言い換えれば、どれだけ強大な力が襲ってこようとも、銀の弾丸が一発あれば、解決するということを意味しています。これは転じて……いえ、本職のあなたに言うべきことじゃなかったですね」

「ええ、わかりますよ。ソフトウェア開発じゃ有名な話ですからね」

『No Silver Bullet銀の弾丸などない』

　それは、フレデリック・ブルックスというアメリカ人が一九八六年に著した論文だ。ソフトウェア工学における考え方を記したもので、ソフトウェアのプロジェクト管理に大きな影響を与えている。

　彼はその論文で、No Silver Bullet銀の弾丸などないというフレーズを使い、ソフトウェア開発において、あらゆる問題に通用する万能な解決策など存在しないと論じた。

「しかし、我々にとっての『銀の弾丸シルバーブレツト』は存在しました」

　神藤はさらに語る。

「『電子妖精』はそれを以もつて、この歪ゆがんだ世界を正そうとしています」

「……歪んだ世界？」

「環境問題。貧困問題。戦争。政治腐敗。不治の病。エネルギー枯こ渇かつ。世界は様々な問題を複雑に孕んでいます。しかし、フェアリーテールシステムがあれば、それらの問題はいとも簡単に解決できることになるでしょう」

　世界にエネルギーが不足していれば、新たなエネルギーを作り出せばいい。

　世界で重い病気に困る人がいれば、そんな病気のない世界になればいい。

　世界が環境汚染で滅びそうでも、それを浄化できれば事足りる。

　まさに、魔法――それは『銀の弾丸シルバーブレツト』となるだろう。

　――しかし、理想的に過ぎる。

「……ところで神藤さんは、プトレマイオスという名をご存じですか」

　神藤の話に、秀之は一石を投じた。

「エジプトの王のことですね。何世のことでしょうか？」

「……一世のことです。エジプトのプトレマイオス王は、かの数学者エウクレイデスに、『幾何学を学ぶのに『原論』よりも近道はないか』と尋たずねました。しかし、エウクレイデスにこう返されるんですよ。『幾何学を学ぶに王道はない』と、ね」

　秀之の話を聞いて、神藤は訝いぶかしげな表情になる。

「高橋さん、何が言いたいのでしょうか？　私には意図がよくわからないのですが……」

「いえ、あなた方はその王道を歩もうとしているんだな、と。そう思っただけです」

「王道があるのなら、それを歩むのは当然のことだと思うのですが。何か問題が？」

「……いえ、特には。すいません、忘れてください」

　秀之はゆっくりと頭を振った。神藤に自分の表情を悟られないように――。

　神藤は何かを言いたそうだったが、本題ではないこともあって深く追及するのを諦めたのか、すぐに平静ないつもの表情になった。

「では、本題に入りましょう」

　そして、神藤は改めて秀之の目を見る。

「高橋秀之さん。我々は、あなたのプログラム技術を欲しています」

「私の、プログラム技術を？」

「あなたは、自分自身に架空のキャラクターの能力を投影するプログラムを制作しましたね？　もちろん、数多くの条件や制約はあると思いますが……」

「……よく知っていますね」

　自身のことを調べあげられたことに、秀之は不信や驚きといった感情を抱くよりも早く、素直に賞誉した。

「はい。あなたの技術があってこそ、見つけられました」

「私の技術があってこそ？」

「ええ。高橋さんはフェアリーテールシステムが、絶えず特殊な電磁波を入出力しているのをご存じですか」

　秀之は首を横に振って「詳しくは知りません」と返答する。

「まず、そのお話からさせていただきましょう。フェアリーテールシステムから出力される特殊な電磁波には、種類がふたつ存在しています」

「ふたつ？」

「はい。ひとつは、常時出力され、世界を満まん遍べんなく覆うほど大量の電磁波。そして、もうひとつが時折出力される、『ひとつの地点』を中心に莫大な量が集中する電磁波です」

　神藤は淡々と説明を継続する。

「常時出力されている電磁波が何の処理を行っているのかを我々は未いまだに解析できていません。しかし、後者は世界を改変する代物だと我々は踏んでいます。莫大な量が集中した『ひとつの地点』が『カスタマー』の住居周辺であることを確認しておりますので、おそらく間違いはないでしょう」

　さも簡単そうに神藤は語るが、それを調べるのが並大抵のことではないことを、フェアリーテールシステムの秘ひ匿とく性せいの一端を知る秀之には理解できてしまう。

　――『電子妖精』が管理するデータベースは、確かに凄かったが……。

　そもそもそんなことを調べられる時点で、秀之にとっては驚愕の事実と言えた。

　一瞬、ただの法ほ螺ら話ばなしではないかという考えが秀之の脳のう裏りをよぎる。しかし、実際に彼らは秀之の技術を把握しているのだ。勧誘のために訪ねてきたという状況とも照らし合わせると、確度の高い情報として秀之は信じざるをえない。

「話を戻しましょう。我々には、そのフェアリーテールシステムから発せられる電磁波の入出力を探知し、ログに残す技術があります」

「入出力を探知する……。まさか、それで？」

　秀之が驚愕したように問うと、「その、まさかです」と神藤は頷く。

　そして神藤の話から、すでに秀之も身元を感知された理由に見当がついていた。

「あなたの技術も同じように、フェアリーテールシステムへと電磁波を飛ばすことで、成り立っています。それで、あなたの存在が判明しました」

　秀之の口から自然、感嘆の溜息が漏れた。神藤が「我々のグループに籍を置いていただいていたというのに、間の抜けた話ではありますが……」と決まりが悪そうに呟つぶやくが、秀之にとってそんなことは些事にすぎない。

　秀之とて能力インストールという技術を生み出した者として、相応の自負ぐらいは心に抱いている。

　だが、フェアリーテールシステムから発せられる特殊な電磁波をすべて受信する技術など秀之には想像も付かない。ハードウェアの知識が必要になることまでは推測できるが、そこが限界だった。

　受信したあとに処理を行うソフトウェアのプログラムなら、秀之はいくらでも組める自信がある。しかし、『電磁波を受信する』ための取っ掛かりが秀之にはない。

「すごいですね。その技術は」

　秀之は感銘を受けたように、『電子妖精』の技術を褒ほめ称たたえる。

　しかし、そんな秀之に対して神藤はかぶりを振った。

「すごいのはあなたもですよ、高橋さん。フェアリーテールシステムの入出力電磁波探知。架空の情報媒体コンテンツデータベース。確かにそのどれもが、あるひとりの天才が生み出した技術です。ですが……」

　神藤は秀之へ言い聞かせるように喋り続ける。

「あなたの技術にはその天才ですら舌を巻いておりました。やり方が全然、わからないと歯嚙みしていましたからね。そして、あなたほどの技術があれば、フェアリーテールシステムの解析も進み、また一歩、我々は目的に近づけるとも言っています」

　神藤は、少しだけ熱を帯びたかのような声で秀之を称えた。

　そして、優雅な仕草で秀之に頭を下げる。

「我々に協力をお願い致します。高橋秀之さん」

『同じ目的』『情報の宝庫』『共に歩める技術者』

　協力要請を受ける条件は、整いすぎていると言ってもいい。

　しかし。

　それでも、秀之はまったく頷く気になれなかった。

『電子妖精』には、まだまだ不明瞭な部分があるという事実が、秀之の感情を抑え付けている。

　そして決定的なのは、ある忠告――。




『『電子妖精』…呼ば…るグループ…この子はウイルスを埋…込まれた』




『『電子妖精』…この子…狙っ…いる。渡さな…で……』




　暎那に、フェアリーテールシステムの者らしき何かが乗り移った時、暎那は『電子妖精』が敵――そんな忠告を残している。

　さらに言えば、暎那は神藤に対して恐れを抱いていた。

　神藤が『電子妖精』に所属していることを考慮すれば、それは暎那が恐れている要因とも考えられる。周囲で発生しているひとつひとつの事象を無関係や偶然で結論づけてしまうのは、楽観的だと秀之の経験は告げていた。

「すぐには返答しづらいですね。もう少し、活動内容などの資料はありませんか？」

　故ゆえに。資料などないだろうと踏み、無知を装って秀之は返答を避けた。

「我々は会社という組織ではなく、個人の集まりですからね……。さすがにそういった資料はありません」

　それを聞いた秀之は悩む素振りを見せてから、

「では、資料の内容によっては、考えさせてもらうということでお願いします。せっかく来ていただいたのにすいません」

　そんな結論を神藤へと伝える。

　暎那が『電子妖精』と神藤を忌避している以上、秀之は彼らに協力する気はない。

　とはいえ、協力を突っぱねることで彼らを刺激するのも避けたかった。

　――臆病だと言われようと、石橋は叩いて渡りたい。

　愛子や暎那もいるこの家で、藪やぶを突つついて蛇が出たら事なのだから。

「……そうですか。わかりました。できうる限りの資料を作成してきましょう。その時は、色好いお返事を期待しております」

　無念そうな声が、神藤の口から漏れる。そして、挽回をするように補足を付け加えた。

「もちろん、協力していただいた暁あかつきには、あなたのヒロインである『紅くれ沢さわ紫し乃の』さまも、優先的に助けるように配慮致しますので……」

「………っ！」

　不意に秀之の耳に届いた、ひとりの女性の名前――。

　秀之のプログラム技術を知っているグループだ。紫乃のことを知っていても、なんらおかしいことではない。

　だが、思いがけず名前を聞かされ、秀之は心臓に凄まじい痛みを――感じた。

　その痛みが。

　その時の思いを。その時の情景を。

　秀之の脳裏に浮かび上がらせる――。







　八年前。まだ秀之が平凡なオタクの高校三年生で、愛子が小学三年生だった頃。

　なんの前触れもなく、秀之のパソコンに一通のメールが届いた。

　それは『あなたの世界を変えてみませんか？』というタイトルのメールだった。まだ、架空請求詐欺やワンクリック詐欺の悪質なメールが膨大に増殖する少し前の時代だ。

　秀之は真っ先にそのメールをウイルスと疑った。しかし、タイトルを検索してもそれらしいウイルス情報は引っかからなかったため、秀之は内容を確かめるためにメールを開いた。しかし、中に書いてあった内容も、タイトルに負けず劣らず突飛なものだった。




『あこがれの人間になれるし、主人公にもなれます。興味のある方は、このボタンをクリックしてください』




　あまりにも怪しかったために、秀之は新手の、それも手の込んだ宣伝かと考えた。しかし、マウスに乗せた秀之の指は、何かに導かれるようにその中のボタンをクリック。そして、インフォメーションに従って、当時やりこんでいたギャルゲーのゲームディスクをＣＤドライブに挿入し、提示された項目に細かい設定をつけていった。

　そして、設定をした次の日――。




「あっ、おはよっす！　高橋くん！」




　理想としていたゲームのキャラクターたちが、あたかも現実に最初からいたかの如く振る舞っていた。




「高橋くん！　放課後、ちょっとイイとこいかない？　……カラオケっすよ！　なーに、期待しちゃいましたかー？　あっはっはー！」




　シナリオは秀之を主人公として、ゲームの展開通りに進んだ。




「うん。好きなんだな。たぶん、秀之が、さ……」




　秀之は、紅沢紫乃というキャラクターと交遊を重ね、少しずつ縁を深めていった。

　ゲームにはないイベントも多かったが、概おおむね問題なく彼女のシナリオは進行した。




「道はさ、たぶんひとつじゃないんだよ……秀之。だけど私には、その道しか見えないの。だから、この幸せは誰かに返す。きっと、それが、償つぐないだから……」




　だが、いかに現実でもゲームシナリオの本筋からは逃れられない。

　彼女はシナリオ通り、意識不明の重体に陥った。




「さよなら、秀之……。私のことは、忘れてくれると……。ううん、迷惑がかからない程度には、覚えておいてくれた方が嬉しいかな……。季節が巡るごとに、ああ、こんなやつもいたっけな、って程度でいいからさ……」




　シナリオ上において確約された、紫乃が避けられない強固で堅けん牢ろうで――残酷な運命。

　しかし、救いはあったのだ。




『強い想いを持った相手の願いを叶える』『生涯において一度だけ使える』




　主人公の持つ、不思議な奇跡の力。主人公の力を投影した秀之には、現実世界においても運命を覆す奇跡が宿っていた。その力を以てすれば、紫乃は再び目覚める。

　そのはず、だった。

　しかし、奮闘も虚むなしく。彼女を救うことはできなかった。

　それから紅沢紫乃は、シナリオを終えることなく。目を覚ますこともなく。

　今も病院で眠り続けている――。







　フェアリーテールシステムを、秀之が解析している目的のひとつは、今も眠り続けている『紅沢紫乃』を目覚めさせるためだ。

　自分で呼び出したヒロインだから、という道義的な理由ではない。

　秀之はただ単純に、恋人に目を覚まして欲しい。

　それだけの純粋な想いに突き動かされていた。

　自身の力不足で恋人を救えなかったことを、秀之は今でも後悔している。




　――奇跡に依存することなく、もっと何かできたのではないか。




　――彼女を眠りにつかせないために、もっとできることがあったのではないか。




　そんな渇かつ望ぼうにも似た思いが、巡っては消えていく。

　秀之は知らず知らずのうちに歯嚙みしていた。神藤はその僅わずかな音を聞きとったのか、はっと息を呑む。

「……すみません。そんなつもりはなかったのですが……」

　秀之に対して慌てて謝罪をする神藤。知らず知らずのうちに、秀之に思い出させてはいけないことを思い出させてしまったことを察したためだろう。申し訳なさそうな表情を浮かべていた。

「……いえ、平気です」

　秀之は取り繕うように、平静を告げるがもう遅い。手遅れだった。

　醜しゆう態たいを相手に晒さらしてしまったことを、秀之は内心で猛烈に恥じる。

　気を落ち着かせるように、秀之は一度だけ深呼吸をした。

　――俺はまだまだ弱い。

　自分では当時のことを吹っ切り、それでも解決するために行動しているつもりでいた。

　――人に不意を衝つかれてこの有様だ。

　秀之は鼻を鳴らして、心の中でそう自じ嘲ちようする。

　それから、心と呼吸を落ち着けたところで。

「では、そちらのもうひとつの本題であると思われる、暎那の話でも致しましょうか」

　唐突に、秀之は神藤に話を振った。

　突然の申し出に、神藤は思わず息を呑む。

　――さあ。今度は、こちらが主導権を握ろうじゃないか。













　秀ひで之ゆきの口から暎えい那なの名前が出た途端、神しん藤どうは眉を微かすかに顰ひそめる。今の秀之はそれを見逃さなかった。

「図星ですか？」

「――っ」

　神藤は一瞬、口くち籠ごもる。しかし、その刹せつ那なの動作を失態と考えたのか、すぐさま後悔するように小さく溜息を吐ついた。

「もしかして、鎌かまを掛けたのですか」

「いえ、ただの勘かんですよ」

　秀之は飄ひよう々ひようとした態度で誤ご魔ま化かす。

　暎那の正体が秀之の予想通りだとすれば、彼らにとってその重要度は桁けた外はずれだ。『電でん子し妖よう精せい』が『フェアリーテールシステムの掌しよう握あく』を目的とするのであれば、間違いなく暎那を手中に収めようとするだろう。少なくとも、秀之が相手の立場ならそう考える。

　ただ神藤や『電子妖精』が暎那に何をするつもりなのか、秀之は読み切れていない。

　――そこを見極め、情報だけ貰い受ける。

　秀之の目的はそこにあった。

「もしや高たか橋はしさんは、彼女の正体をご存じなのですか？」

　神藤は怪け訝げんな顔で秀之に尋たずねる。だが、秀之は小さく頭を振った。

「さて……。彼女は何も語ってくれませんからね。私は何もわかっていませんよ。『電子妖精』のデータベースにも記載されていない子でしたから」

　秀之は噓うそと真を織り交ぜつつ、さらに自身の持つ稀き少しような情報を包み隠しながら答える。

　――暎那に宿った何者かについては、一切喋らない方がいい。

　他にも秀之は、神藤の特殊な『目』を警戒していた。化ばかし合いの会話では、彼女に目を見られると、隠していることがすべて知られてしまう可能性があるからだ。

　秀之が神藤の動向を注意深く観察していると、その神藤の方から話の口火は切られた。

「では、彼女の正体を私の方から明かしましょう。その上で、暎那嬢のことをお考えください」

　神藤は言葉を吟ぎん味みするように選びながら、語り始める。

「単刀直入に言えば、彼女はフェアリーテールシステムの管理者です」

「……管理者、ですか」

　自身の予想と同じ答えだったが、秀之はさも今知ったというように驚いた声を出した。

「信じられないのも無理はありません。先ほどフェアリーテールシステムへの電磁波の入出力を探知する技術があるとお伝えしましたが、それらを解析したログの中には『Ｎｏ．８７の管理ＡエーＩアイを人間として投影する』という記述があったのです」

「……８７。どことなく暎那が当て字になるような数字ですね。しかし、ログを解析して、それが管理者のＡＩだとわかるものなのですか？」

「彼女が投影された時のログは、かなり特殊だったんです。他にも『AI No.87』や『administrationアドミニストレーシヨン visitorビジター』という単語が浮かび上がってきたことで、その特異性は一層際立ちました。本来そこに記述される単語は『character no.1』や『visitor』といった汎用性の高いものが当てはまります」

　秀之にも『administrationアドミニストレーシヨン visitorビジター』という単語には聞き覚えがある。他でもない暎那本人から聞いた単語だ。

　――しかし、彼らはそれを知らない。理由としては少々薄い。

　秀之はその疑問を神藤へとぶつけた。

「それだけで管理者と断定した、と？」

「その確認を暎那嬢から取りたいと思っています。たとえ管理者ではなくても、ログを読む限りでは例外であり、特殊な方である可能性は極めて高いですからね」

　それを聞いて、『電子妖精』が管理者と断定していないことを秀之は察した。しかし、彼らにとって暎那の重要度が高いことには変わりがない。

「……なるほど。ところで他に情報はなかったんですか？　暎那が顕けん現げんした理由や特記事項的な記述、そして個人情報などですね」

「いえ、そういった情報は特に……。あくまで顕現するというログがあっただけです」

　神藤は人の好さそうな微笑を浮かべて言った。

「情報を得るために、暎那嬢とお話をさせていただけませんか？」

「しかし、彼女は記憶を失っていますが――」

　秀之が喋り終わる前に、神藤は神妙に頷うなずいた。

「ええ、存じております」

「……それならば話は早いのですが、記憶を失っているあの子に、どうやって話を聞くんです？」

「私の目があります」

　記憶喪失を知っていると聞いて、些いささか怪訝な表情を見せる秀之に構わず、神藤は冷たい光を伴った自身の目を指さす。

「過　去　視クレヤボヤンス・サイコメトリーですか……」

　それは相手と目を合わせることで、対象の過去を知ることができる能力だ。相手が今までに見た光景を映像として記憶し、一瞬で把握することができる。その映像は音を聴くことはできないが、それでも充分に過去が知れた。また、対象自身の過去を映像として思い出させることもできるため、ゲーム中でもシナリオ上、使われる場面も多い。

　秀之が知っていて、現実に投影されている過　去　視クレヤボヤンス・サイコメトリーの持ち主とは、まさに神藤のことだった。

「この目で、フェアリーテールシステム内での情報を映像として得られるかもしれないというのが『電子妖精』の考えです。もっとも、暎那嬢が顕現して以降しか視られない可能性の方が高いのですけどね。あくまで私のこの能力は対象が人間に限られますので。人間でない状態まで遡さかのぼることができるかどうかは不明です」

　そんな神藤の物言いに、これまで秀之の中でまだ曖あい昧まいだった『電子妖精』に対する不信感が徐々に形を成してくる。

「仮に私の能力で彼女の中を知ることが不可能でも、他の方が解き明かすと言っております」

　その瞬間、秀之の『電子妖精』への不信感は確信へと変わった。

「なるほど。理想のためならば、何でもするというわけですか」

「……いえ、もちろん暎那嬢の許可を取る手て筈はずではありますが――」

　神藤は言葉足らずだった発言をフォローするように付け足そうとする。

　――本性を引き出してみるか。

　秀之は意識をシフトさせた。攻撃的なものへと。

「ひとつ聞きたいんだが」

　――茶番は終わりだ。

「あなたたちは、暎那が記憶喪失と、どこで知った？」

　口調も声色も重くして、秀之は神藤へと尋ねる。

　神藤は呆あつ気けに取られた不可思議な顔になった。

「――え？」

「暎那が記憶を失っていることを知る術すべとタイミングは、あなたたちにはどこにもなかったはずだ。俺たちが暎那を保護して以降、俺たちはずっと一緒にいたんだからな。暎那が顕現したのは愛あい子こが保護するほぼ一時間前。その程度の時間しかない」

　そして『ログにも特記事項はなかった』。秀之は先んじて、その言げん質ちを取っている。記憶喪失とわかるはずもない。

「それは……」

　神藤は返す言葉を失ったのか、開けた口を閉じもせず、そこで押し黙る。

　そして、秀之はすかさずもう一手放った。

「俺たちが暎那を保護する前に、彼女に絡んでいた男がいた。もし、情報を得られるとすれば、その男が暎那と接触している時しかありえない。この男は『電子妖精』の関係者、だろう？」

　関係者と当たりを付けたのは秀之の想像でしかなかったが、神藤の顔を見るに事実だとすぐに確信した。ぱっと見はゲームの立ち絵と同様の冷静な表情。しかし、瞬まばたきの回数が多くなっている。

　秀之はゲームを通じて、彼女の『焦あせると瞬きが多くなる癖くせ』を知っていた。神藤がその冷静な表情を崩すまいと必死に言葉を探しているのがありありとわかる。

　――さて、切らせてもらおうか。こっちの切り札を。

「あなたたちは、暎那にウイルスを感染させた」

　それは『電子妖精』側からしたら、秀之が本来持ち得ない情報。

　だからこそ、意表を衝かれたのだろう。神藤は驚愕に目を見開いていた。

　秀之はさらに畳み込むように自分の考えを述べ始める。

「ウイルスを感染させたものの上う手まくいかず、異常を察した『電子妖精』は即座に暎那の顕現地点に急行できる人間を使って、暎那を保護しようとした。そこで暎那が記憶喪失だとわかった。違うか？」

　こじつけに等しい推論だったが、それは確実に神藤を動揺させた。

　そして、その推論を事実だと確信し、秀之は本音を告げる。

「はっきり言おう。あなたたちに暎那は渡せない。あまりにも危険すぎる」

　暎那を引き渡したところでロクなことにならないと断定した口調。敵意までもが込められていた。

　彼らの歩む『王道』と秀之の歩む道は、近いようで決して交差していない。そして、交わらない道へ移動するのは、秀之の信念に反した。それが自分の都合とはいえ、彼らを認めてしまえば、今までの八年間を否定するのと同義だからだ。

　リビングの空気が張り詰める。

　――こちらの結論は伝えた。ここからどうでるか……。

　秀之が神藤の動向に気を配っていると、神藤は溜息をひとつ吐いた。

「なるほど。三しや味み線せんを弾ひいていた、と……」

　そして、不意に神藤の雰囲気が変わる。

　冷たいナイフのような、冷徹なものへと。

「どういうことかはわかりませんが、すべてお見通しということですか」

　神藤の表情からは、先ほどまでの動揺の色はまったく窺うかがえない。

　しかし――。

　秀之はそんな神藤がどこか無理をしているような、そんな印象を受けた。

　ゲーム中の彼女は、決してこんな顔をしない。常に冷静で余裕があって穏やかだ。戦う時に鋭い表情をするが、それでも冷徹というほどではない。そもそも、人を犠牲にしてよしとする性格ではなかった。

　だからなのか、秀之は違和感を覚えてしまう。

　――ゲーム中の彼女から来る先入観からか？

　しかし、秀之はその印象を脳内から排除した。固定観念を持つのは危険だからだ。

「申し訳ないですが、暎那嬢を引き渡していただきます」

「どうあっても連れて行くつもりか？」

「ええ」

「……断ると言えば？」

「引き渡せない場合、実力行使もやむを得ない。他の方々はそう判断しています」

　神藤はゆっくりと立ち上がり、秀之を冷たく睨み付ける。

「ついに本性を現したか。やれるものなら、やってみるといい」

　それを秀之は鋭い目つきで射返した。

「……私の能力を知っているようでしたが、それでも抵抗する気ですか？」

　神藤は余裕の口調で威い嚇かくする。暎那を襲った巨大な台車を軽く止められるほどの身体能力を有しているが故ゆえの自信だろう。あの時は秀之とふたりがかりで止めたが、ゲームの設定からすれば神藤ひとりでも容易に止めることができたはずだ。

　そして、神藤はもうひとつの異能を持っている。

　自分の手に火を灯し、自在に操る発火能力パイロキネシス――。

　しかも、燃やす対象を限定できる特性まで備えている異能だ。まともにやり合えばどれだけ訓練を積んでいたとしても、常人には太刀打ちできないだろう。

「痕こん跡せきひとつ残さず、あなただけを燃やして灰にすることも可能です。それでも、断りますか？　私としてもできる限り面倒ごとは避けたいのですが……」

「断る」

　再度、神藤の要求を拒否する秀之。椅子から立ち上がり、自信に満ちた表情で神藤を正視する。

　テーブルを挟んでふたりが対たい峙じした。

「俺がむざむざやられると思っているのか？」

　架空のキャラクターの能力を宿す能力インストール――。

　秀之にはその技術がある。神藤の能力が常識を逸脱しているといっても、秀之はそれを超える能力を宿すことができた。そうなれば、今度は逆に神藤の方に勝ち目がない。

　だが、そんなことは神藤も承知しているようだった。

「そうですね。あなたが能力をインストールしてしまったら、私に勝ち目はありません」

　神藤は顔色ひとつ変えず言い放つ。

「しかしそれは、あなたの技術が今使えるのであればの話です。昼間の一件で、今日はすでに使用済みのはずですよ」

「確かに使った。とはいえ、一度使用済みだったら、何だと――」

「あなたの技術は二十四時間に一回しか使えません。違いますか？」

「……何を根拠に？」

「フェアリーテールシステムの解析ログで、高橋さんの能力が一日二度以上使われた形跡がないからですよ。その後の能力使用は最速でも二十四時間後。便利な能力なのですから、制限がなければ何度でも自由に使っていてもいいのではないでしょうか？」

　――なるほど、それで一日一回か……。確かに間違ってはいないな。

　現在の秀之が能力インストールを、一日一回しか使わないのは事実だった。

　しかし、秀之はそれを見破られても揺らぐことなく、余裕の表情を崩さない。

　そんな秀之を見て、神藤は怪訝な表情となる。なぜ、翼をもがれた鳥の如き秀之がまったく慌てないのか、神藤には見当が付かないのだろう。

「残念だが――」

　秀之はゆっくりと、忠告するように語り出す。

「あの台車に暎那を襲わせた意図も予想の範はん疇ちゆうだな。そして、あなたが無理無体に暎那を連れて行くつもりであれば、こちらも不本意だが手段は選ばない」

　おもむろに携帯電話を取り出し、秀之は簡単な操作をし始めた。

「何をするつもりですか。能力インストールは――」

「能力インストールを使わなくても、あなたを押さえ付ける策はいくらでもある」

　携帯電話のスクリーンを神藤に見せつける秀之。そこには、今まさにリビングが映し出されていた。

「ネットワークカメラと呼ばれるものだ。このリビングだけじゃなく、家中ほぼすべての場所を録画できる。さて、『何の痕跡も残さず』どうやって俺を消す？」

　データは一定時間ごとに数多くのサーバーに送られて保全される。サーバーが携帯電話やパソコンからの信号を受信した時、もしくは秀之からの定時連絡が途絶えた時、そのデータはあらゆる手段を使って警察やインターネットへと流れるようにしてあった。

「そんな低解像度の映像しか録画できないネットワークカメラなど――」

「携帯で見せることができる映像は解像度が低いが、元データの解像度や録画フレームは一般のものよりも遙はるかに高品質だ。ちょっと友人のツテで業務用のものを使わせてもらってる。俺がやられて燃える様も克明に記録されるな」

　秀之は携帯電話をさらに操作する。

「ちなみに簡単に焼かれることを許すほど、俺も鈍にぶくはない。それなりの時間は稼かせぐ自信がある。カメラを一基ずつ潰つぶす選択肢を取ってもらっても構わないが、そちらにも通報する仕掛けが施してあるのでお奨すすめはしない。それほど目立つリスキーな行為をあなたは選択するか？」

　神藤が発火能力パイロキネシスを使って、カメラを一基ずつ潰したとしても、別のカメラが神藤の姿を捉える。さらにカメラが壊れた時に備えて、大音量の警報が近所に響き渡る仕組みもあった。カメラの視覚から完全に逃れてすべてを無力化するには、一瞬でこの家を燃やすぐらいの大火力が必要となるだろう。

　こんなこともあろうかと、家族にすら内緒で仕掛けたセキュリティだ。

「それとも、自滅覚悟であなたが飼っている切り札でも使うか？」

「……ご存じでしたか。しかし、あれは……」

　神藤の頰ほおを一滴の汗が流れる。こんな対策を施していたとは思ってもみなかったのだろう。彼女は完全に次の行動を考え倦あぐねていた。

　自然、場が膠こう着ちやくする。

　しかし――。

　突如として、場違いなバイブ音がリビングに響き渡った。神藤の携帯電話が入った胸ポケットからだ。

　秀之は慎重にゆっくりと頷く。

「どうぞ」

「……申し訳ありません」

　少しだけ緊張感が解かれたところで、神藤は携帯電話を取り出した。携帯電話を耳に当ててから、一言も発さず頷くだけだ。しかし、頷いたのが三回目となった時に、無言でテーブルに携帯電話を差し出してくる。

　秀之は一瞬躊躇ためらったが、神藤の携帯電話を受け取った。

『あーあー、高橋くん。高橋秀之くん、聞っこえるかなー？』

　携帯電話から、男とも女とも判断が付かない、しかし若く甲高い声が秀之の耳に入る。

「……誰だ」

『ま、誰でもいいじゃん？　でも一応、『フェアリーテールシステムの入出力電磁波探知』『架空の情報媒体コンテンツデータベース』の開発者と名乗っておこうかな』

「……『電子妖精』の天才とかいうやつだな。いったい、何の用だ？」

『彼女にはレコーダーを持ってもらっててね。君らの会話は聞かせてもらってたんだ』

「……それで？」

　焦っていないように返答したものの、秀之としては内心忸じく怩じたる思いだ。

　――せめて、盗聴器のチェックぐらいはしておくべきだったか……。

　しかし、秀之はすぐに気を取り直し、相手との会話に集中する。

『いやいや、君の防護。つまりセキュリティを破壊しておこうかと思って』

　――破壊？

　秀之がそう問おうとした瞬間――。

　電気が弾はじけたような音と共にリビングの蛍光灯がすべて消えた。いや、蛍光灯だけではない。テレビの主電源は切れて、冷蔵庫も運転音がしなくなった。さらに秀之の携帯電話に映っていたリビングの映像もエラーメッセージと共に消える。リビングが暗闇で満たされ、光源は携帯電話の待受画面と外の街灯が漏らす僅わずかな光だけとなった。

　――電気を断たれた、だと……？　送電網システムでも破壊したのか？

『さて、家から電気を取っているネットワークカメラはこれで使えないわけだ。君のパソコンはＵＰＳ無停電電源装置を付けて生きているようだけど、さすがにいいシステムを構築してるね。まったく侵入できないよ。だから今ある録画データが消せなかったんだよねー。でも、新しい録画データが取れない以上、君が燃やされる様は録画できない。残念でしたー』

　まるで秀之を挑発するような軽い口調だった。本当に天才なのか疑わしいぐらいに子どもっぽい。いや、天才とは得てしてそういうものかもしれないが。

　――まさか、こんなことまでできるとはな……。

　秀之は家の電気を止められたことに焦りを隠せない。どうやってやったのか、見当も付いていなかった。しかし、そんなことはおくびにも出さない。

『というわけで、君らを守るセキュリティは今のところなくなったわけだ。ヤバイッすよー。灰になっちゃえば行方不明扱い。彼女の炎は、狙ったものだけ――君の体だけを燃やすことが可能だ。それでも、君は目の前にいる彼女と戦うのー？』

　電話口から冷たく告げられる、デジタル化された最さい後ご通つう牒ちよう。

「どう、しますか？」

　さらに神藤が遠慮がちに呟つぶやく。守る術がない秀之を憐あわれむかのように。

　事実、神藤を束縛するものがなくなってしまえば、秀之に為す術はなかった。

　しかし、秀之にそれほどの焦りは見られない。

　――まだ手はあるんだよ。

　あくまで『電気を止められた』という予想外の事態が、僅かな焦りを誘っただけだ。

「頼む、義よし人ひと」

　秀之がその名を呼ぶと。

　闇の中から音もなく神藤の首筋に、鈍い光が瞬く。それは、鋭利なナイフだった。

「――動くな」

　彼女の背後から、音もなく秀之の親友が影を少しずつ露あらわにする。義人が神藤の口を押さえ、首にナイフを突きつけていた。

「―――――！」

　声にならない声がリビングに響き渡る。神藤はいつ背後を取られたのかまるで気付かなかったようで、その表情は僅かな光源でも混乱したものになっているのがわかる。

『ん、なにがあったのー？』

　携帯電話から場違いな声が流れた。音だけではさすがに状況を理解できないのだろう。

　秀之は無言で、自分の携帯電話を神藤の方へと見せつける。

　暗がりの中、神藤は得心がいったような表情となった。秀之が見せた携帯電話の意味をすべて理解したように。

「察しの通り、ネットワークカメラは死んだ。だけど、ネットワークカメラの起動と一緒に連絡を取ったんだよ。一回だけコールを鳴らしてな。俺がよくやる連絡手段だ」

「まさかさっきの操作で……!?」

　秀之は自分の携帯電話を胸ポケットにしまいながら、義人に労ねぎらいの言葉を掛ける。

「いつもすまないな、義人」

「気にしてねぇよ。それにこの家にこの女が入っていくのも見えたから、一応待機してた。妙な雰囲気纏まとってたしな」

　鞍くら田た義人――彼は普通の人間ではない。

　彼は秀之が投影したゲーム『キセキ』のキャラクターのひとりだ。ゲーム内では主人公の親友として配置される。

　そんな彼の特性は『万能』。この一言に尽きた。

　どんなことをやらせても、一通りのことはこなせる上に、高いレベルでそれが実行できる。高い料理スキルや運転スキルなども、彼自身の努力ももちろんあるが、才能に依るところが大きかった。

　ゲーム中の設定通り、彼は人として限界に近い身体能力を持っている。ゲーム中でも表現されているが、少々チズールトいキャラだ。

　義人からすれば闇の中、不意を衝ついて背後からナイフを突きつける、この程度の芸当はお手の物である。神藤は、能力が人を超越していると言っても、肌は人間と変わらない。義人のナイフは簡単に彼女の首を切り裂くことができるだろう。

　――もっとも、ご丁寧に義人のことをバラす義理もないけどな。

『なるほど！　鞍田義人くん、そう来たか！　君は楽しませてくれるねー！』

　神藤の携帯電話から、非常に愉快そうな声が聞こえてくる。

　秀之は電話口に向かって、鋭い口調で告げた。

「これでチェック。フェアリーテールシステムの特殊な電磁波だけじゃなく、携帯の電磁波も気に留めておくといい」

『うーん、気が向いたらね―』

「それより先に家の電気回復させておくように。俺の方で直すのも手間なもんでね」

『オーケー、了解ー。楽しませてもらったからね。こっちで直しておこー。少し時間がかかるけどー』

　心底愉快そうに、電話口の相手ははしゃいだまま続ける。

『この場は君の勝ちだ。でも、個人的に君には僕らの仲間になって欲しかったんだけどねぇ。僕はフェアリーテールシステムに関しては参照しかできないけど、君は書き込みができるみたいだしー』

「お生あい憎にく様さま。残念だったな」

『まあ、いずれ僕らに頼ることになると思うよ？　ああ、今の話じゃない。少し未来の話だけどねー』

「俺も是非、『電子妖精』さんとは手に手を取り合って仲良くしたいと願っているよ」

　珍しく皮肉を言い捨てて、秀之は通話を切った。神藤の携帯電話を畳み、テーブルの上へと置く。改めて義人に命を握られている神藤に向き直った。

　秀之が目配せをすると、義人はナイフを突きつけたまま、口を押さえている手だけをまずは離す。

「さて。話は終わりだ。もう話すことはない。帰ってほしい」

　暗闇の中、いつナイフで刺されてもおかしくない状態の神藤に向かって、秀之ははっきり言った。完全に脅おどしだが、先に脅してきたのは向こうだ。仕方ないと甘い考えを外へ押し出して、自分たちが本気だと見えるように睨みを利きかせる。

　しかし、そんな脅しにも神藤は退かなかった。

「……暎那嬢は是が非でも連れて帰らなければなりません」

　神藤は圧倒的不利を悟っているはずだ。それでもなお、毅然と言い放つ。

「今の彼女には、我々が必要なんです」

「あべこべでしょう。あなた方が暎那を必要としているだけだ」

「彼女に感染したものを考えてください。あれは、思惑通りに処理されれば問題はありませんでした。しかし、そうはならなかったんです。ならば、早急に分析する必要があります。そうしなければ、彼女に今後何が起こるかわからないんです」

　今は記憶喪失で済んでいる。だが、中途半端に感染したウイルスは、『電子妖精』の意図から外れた事態を暎那に対して引き起こすかもしれない。

　――言っていることの理解はできるが、納得はできないな。賛同も無理だ。

「随分と勝手な言い草だ。彼女を連れて行く方便にしか聞こえない」

「そんなことは百も承知です。しかし、今彼女の安全を保証するにはそれしか方法がない。その上で、言っています。彼女と我々はもはや運命共同体。互いが互いを必要としているのです。だからこそ、我々は彼女を連れて行き、調査をする必要があります」

「……必要ない。そんなもの、俺がどうにかしてみせる」

「しかし、あなたに治せる保証はあるんですか？」

「そんなものは、あなた方にだって言えることだ」

　ウイルスを作った張本人であれば、それを治す術も心得ているだろう。だが、それはウイルス感染が作った人間の思惑通りに動いていればの話だ。ウイルス感染が二次的な被害や予想外の事態を引き起こしてしまった場合、修復するのは困難になる。

　そして秀之は、なぜこの状況下で彼女が諦めないのか理解できなかった。

　互いにカードはすべて切られている。

　再び、場が膠着すると思われたその時――。

　蛍光灯の発光する音と共に、背後にあるドアが叩きつけられるように勢いよく開いた。

「何の話だっ！」

　鋭い怒声。その声に秀之は驚いて振り返る。その視線の先には、ドアを開けて厳しい顔をした愛子が立っていた。

　いつの間にいたのか、どこまで聞かれたのか。秀之は気が動転し、平静を失うほど狼狽うろたえる。神藤に集中していたとはいえ背後に気を配れず、愛子の接近に気付けなかったのは、秀之にとってあまりにもお粗末な事態だった。

　視線を神藤たちの方へ戻すと、義人はすでにナイフを隠していた。義人はナイフを見られずに済んだ安あん堵どからか、誰にも気付かれないように一息吐いている。

　そして、場の視線を集めた愛子は、神藤に向かって叫んだ。

「暎那を連れて行くとか、我々に必要だとか、何の話だ！　あたしの妹に何かするつもりなら、容よう赦しやしねぇぞ！　勝手に連れて行くなんて絶対に許さねぇ！」

　愛子はまだ言い足りないのか、神藤を睨み付けながら、さらに罵声を浴びせ続ける。

　その神藤は、興ざめしたような目を愛子に向けていた。

　その瞳は徐々に、徐々に、光を失っていく。

　――違う……！　あれは……！

　最後に、神藤の目は一瞬虚うつろになり。

　――――まずい！　止められない！

　まるで目の中を流れる網目の血管を光らせたかのように、赤く輝いた。

　――――過　去　視クレヤボヤンス・サイコメトリー!!

　それを見て、秀之はその表情を一変させ――。




「貴様、今、何を視たッ!!」




　咆ほう哮こう。

　秀之のその叫びに、リビングは一瞬で静まり返った。

　今まで神藤に一方的に捲まくし立たてていた愛子も驚いたように秀之を見る。兄がここまで感情を露にして大声を張り上げるところなど、愛子は幼少時に一度しか見たことがなかったからだ。

　秀之に敵意を向けられた神藤は、しかしまったく怯ひるまず、むしろ得心がいったように薄く寂しげな笑みを浮かべる。それは同情だ。

　まるで愛子のすべてを悟ったかのように――。

「失礼致します」

　ナイフの束縛がなくなった神藤は愛子の前を横切ってリビングから出て行く。秀之は怒りのままに追いかけようとするが、すぐに義人に体を押さえられた。

「追うな、未熟者。今は頭を冷やせ。怒りに身を任せるなって何度も言ってるだろうが」

　すぐに玄関から扉の開く音が届く。神藤が出て行ったことがリビングに伝わった。







「なんなんだよ、あいつは。暎那に何があるってんだ」

　神藤が帰ってから、少しして愛子がぽつりと呟いた。不機嫌な様を微み塵じんも隠さず、仏ぶつ頂ちよう面づらになっている。怒りは未いまだに収まっていないようだ。

　秀之の方は少しずつ落ち着きを取り戻しつつあった。わだかまりはあったが、それを周囲にぶつけても仕方がない。

「昔の児童養護施設の関係者だよ。なんか、うちの家で問題がないのかだとかなんとか。親に言えって感じだよねぇ」

　秀之は口八丁で言い訳して誤魔化す。愛子は疑わしい目線を向けていたが、それ以上のことを追及しなかった。ただ、一言だけ。

「暎那は、大丈夫だよな……？」

　珍しく心配そうな口調だった。先ほどまでの神藤の話を気にしているらしい。

　秀之が自信満々に「ああ、もちろんだよ」と頷くと、愛子は気懸かりがなくなったように安らいだ表情を浮かべた。

「ところで、愛子はさっきの話をどこから聞いてたの？」

「ああ？　『暎那嬢は是が非でも連れて帰らなければなりません』とかあの女が言ってた時だよ。ちなみに、勝手に聞こえてきただけだから、盗み聞きじゃねぇぞ。ずっと二階にいたし、いきなり電気が消えたから調べるために下りてきただけだ」

　むすっとした表情の愛子を尻目に、秀之は心の内でほっと胸を撫なで下おろす。『フェアリーテールシステム』や『電子妖精』といった単語を愛子が聞かずに済んでいたからだ。

　ふと、愛子は義人にその双そう眸ぼうを向ける。

「どうでもいいけど、お前帰ったんじゃねぇのか」

「はっはっは。忘れ物しちゃったんだ」

「さっさと帰れよ」

「冷たいなぁ……」

　義人は寂しそうな顔をするが、愛子はまったく気にしていない。

「ところで、愛子。暎那ちゃんは？」

「ウトウトしてたからもう寝かしつけたよ。貰った羊よう羹かんが残ってたからお茶請けにして、一緒にお茶でも飲もうと思ってたのに……」

「……お茶？」

　その単語を聞いて、秀之の背中に冷たい汗が流れた。嫌な予感を何百もの虫たちが、親切に秀之へと知らせてくる。虫のお知らせ、一斉の大合唱だ。

「あと、ちょうど二杯分だったから、っておい。この湯飲みに入ってるお茶は何だ？」

　愛子はテーブルにおいてある湯飲みに気づいてしまう。僅かに残った分を確認し、湯飲みを持って軽く左右に振った。

「えっと、緑茶……？」

　愛子の表情にふつふつと怒りが滲んでくる。秀之に止める術はなかった。

「……このお茶、なんて名前か、知ってるか？」

　神藤が言っていたはずだ。秀之は記憶を探って、どうにか思い出す。

「阿あ里り山さん金きん萓せんでしたっけ……？」

「よく知ってるじゃねぇか。値段はどうだ？」

「いいお茶って言葉から考えて、五十グラム、五百円ぐらい……かなぁ？」

「外れ。五十グラム、三千五百円だよ」

「高っ！　ただの葉っぱなのに!?」

　その値段に秀之は驚いて、息を呑んだ。

「それを、お前は勝手に……！」

「あ、いや。その……。お茶出しって、あんまりしないから……。そんな言い訳を試みるわけですが、その、許してもらえる余地はないですか？」

「ねえよ」

　愛子の表情が、完全に修羅と化す。愛子は無言で秀之の腹に拳こぶしを捻ねじり込こんだ。

「ごふッ！」

　いきなりすぎて、秀之はまったく反応できない。腰の入ったパンチだった。

「おお、ナイスパンチ。背中を丸めて痛がってるよ。秀之、超情けねー」

　義人はパチパチと愛子に拍手を送る。秀之のことを労いたわる気などまったくない表情だ。

「ふん！」

　呼吸も荒く、愛子はさっさとリビングから出て階段を上っていった。

「おー、いってー……」

　愛子が二階に上ったのを察した秀之は、腹をさすりながら義人に向き直る。その締まりのなかった顔は、愛子がいなくなってすぐに真剣なものへと変わった。

「悪いんだが、明日から俺が対応策を取れるまで愛子の護衛を頼めないか？　彼らは矛先を愛子に変えかねない。だから、外での愛子の行動をできる限り見張ってくれ。一日で済む」

　その短い日数で暎那の護衛用のプログラムを、愛子のものも一緒に制作できる自信が秀之にはある。すでに頭の中には完成形もできていた。

　しかし、義人は秀之に訝いぶかしげな目を向ける。

「そりゃ、頼まれれば何とかするけど、愛子ちゃんが学校にいる時はどうするんだよ。それに呼び出しとかされたらどうするんだ」

「愛子には、注意するように言い含めておくよ。絶対ひとりにならないようにってね」

　秀之としても、今は愛子を学校にすら行かせたくない。しかし、秀之が学校を休めと言っても素直に聞く妹ではなかった。納得させるには暎那のこと、フェアリーテールシステムのこと、『電子妖精』のことをすべて話す必要が出てくる。誤魔化すにも限度があった。そうなれば、話は確実に今眠っている『紅くれ沢さわ紫し乃の』へ至ってしまう。

　――だけど本当のことを知れば、きっと優しい愛子は自分を責めるだろうから……。

　愛子にはこちら側の世界のことを何も知らずに生きていて欲しい。秀之はそう願っているし、そのように気を配っていた。

　少し悩んでいた義人は、最終的に秀之の頼みを了承する。

「まあ、事情を考えればそれが限界か。了解。見失うことはないと思うが、念のためにオレの携帯で愛子ちゃんの携帯ＧＰＳ全地球測位システムが取れるようにしておいてくれ」

「わかった。じゃ、それは今やっておこう」

「あと暎那ちゃんの肩かた車ぐるま権な。あの幼く柔い太腿ももの感触をオレの頰で思う存――」

　途中で、秀之は面倒くさそうに義人を殴る。

「真面目な顔で愚にも付かないことを宣のたまうんじゃない。誰がそんな権利を作るか」

　悲しいがこんな男でも秀之にとって、無二の頼もしさを持っているのだった。

　だからこそ、愛子の安全は義人が護衛してくれるのであれば何とかなるだろう。

　――暎那ちゃんも愛子も、必ず守ってみせる。













　八年前。秀ひで之ゆきが高校生だった頃。クラスメイトに、紅くれ沢さわ紫し乃のという少女がいた。

　見れば誰もが振り返るほど、容姿端麗。接してすぐにわかるほど、明朗快活。

　誰に対しても優しく、クラスのみならず学校内でも人気があった。

　しかし、紫乃が特別な想いを向ける相手は秀之だけだ。それほどに彼女は秀之の傍そばにいることが多い。その日の下校時にも、紫乃は寄り添うように秀之の隣を歩いていた。

　そして、いつもの分かれ道に差し掛かったところで、

「ねーえ、秀之？」

　ふと、紫乃が秀之に呼びかける。

「愛あい子こちゃんが、大怪我してたらどうする？」

　あまりにも唐突な質問に、秀之は思わず眉を顰ひそめた。

「なんだ。藪やぶから棒に」

「いいから。ほらっ、答えて？　目安は十秒以内！」

　紫乃は時々、思いついたように風変わりな問い掛けを振ってくることがある。

　紫乃曰く人間観察の一種ということだが、秀之は意味をいまいち理解できない。

「どうするって……。大怪我の度合いや状況にもよるんじゃないか？　それで取るべき行動は変わるだろ」

　秀之は取りあえず自分なりに答えた。

　その答えに、紫乃は不満そうな表情を浮かべ、拗すねたように口を窄すぼめる。

「そういうのじゃないなー。もっとシンプルに考えてよ」

「シンプルにねぇ……」

　それは、つまり『助ける』か『助けないか』だ。

　とはいえ、そんな二択は秀之にとって選択の余地がない。

「俺にどうにかできるなら、どうにかするだろうな。助けられるなら、必ず助ける」

「じゃあ、私が大怪我してた時はどう？」

「同じだよ。俺にどうにかできるなら、必ず助けてやる」

　秀之の回答を聞いて、機嫌を直す紫乃。

　そして、これが本題と言わんばかりに、秀之へ真剣に問い掛ける。

「じゃあ、ちょっと意地悪な質問。私と愛子ちゃん、どっちかしか救えない場合はどうする？」

「それは……。……自分から近い方をまずは助けるだろうな。助かる可能性が高い方と言い換えてもいいけど」

「うん、秀之らしい答えだね」

　秀之の答えに満足した紫乃は、真面目な声でさらに続きを促した。

「じゃあ、それからどうする？」

「それから……？」

「そう、それから。助けた人は助かる。でも、もうひとりは今にも死にそうなんだよ」

「………」

　どちらかしか、助けられないのではなかったのだろうか。そんな疑問を抱いた秀之は、何も答えることができず押し黙る。

「わからない？　あのね。そういう時は、道を探して。すべてを救える道を。その道が、たとえ……」

　一度、唇くちびるを閉じ、

「王道じゃなくてもさ」

　輝くような微笑ほほえみを浮かべて紫乃は言った。

　その微笑みは、普段とは違う特別なものとして秀之の脳のう裏りに焼き付くこととなる。
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「こっちのノードはこれでいいはず……。さて、とりあえず一段落したな」

　パソコンでの一作業が終わった秀之は、一息吐ついて椅子の背もたれに身を預ける。その折、窓から夕日の光が差し込み、その眩まぶしさに思わず目を細めた。

　秀之の眼前にあるモニターには、幾多のファイルリストやソースコードが表示されている。秀之は引き続き仮病を使って会社を休み、プログラムを組んでいた。

「暎えい那なちゃん、ちょっと携帯を貸してもらえるかな？」

　秀之のベッドに座っていた暎那は、読んでいた携帯電話の説明書を横に置く。そして、秀之の下まで歩いて、自分の携帯電話を手渡した。

　特に何の変哲もないスライド式のコンパクトな携帯電話。この日の朝、秀之と一緒に店へ行って購入したものだ。

　暎那の携帯電話を受け取った秀之は、それをパソコンと繋げて、何事か設定をし始める。しばらくして携帯電話のスクリーンに映し出されていたバーが端まで伸びきると、『ピロン』と完了を示す電子音が鳴った。

　――よし。試してみるか。

　秀之は、暎那の手に携帯電話を戻す。

「暎那ちゃん、携帯のここを押してもらえるかな？」

　秀之の指した箇所は、携帯電話の側面に設置された普段使わないであろうボタンだ。

　暎那はその小さな親指で、恐る恐るボタンを押し込む。すると一秒もしないうちに、秀之の携帯電話の着信音が鳴った。

「うん、成功したね」

　秀之は肩の荷が下りたように軽く溜息を漏らす。

　――ひとつ目は、これでほぼ完成だ。

　秀之が制作したのは携帯電話のボタンを押すことで、『ボタンが押されたこと』を秀之の携帯電話へ知らせるプログラムだ。さらに暎那の携帯電話に搭載されたＧＰＳ全地球測位システムを使用することで、ボタンを押した時の位置情報もわかるようになっている。

「暎那ちゃん。これから危ないなって思ったら、すぐにここのボタンを押してね」

　暎那は、こくりと素直に頷うなずく。

「あぶなくなったら、すぐに押す」

　小さな口が、一音一音言葉を確かめるように真面目に呟つぶやく。そこで、はたと気付いたように、暎那は秀之に顔を向けて首を傾げた。

「あぶなくなる？」

　不思議そうな目になる暎那。「なんで、こんなことをするの？」と言いたげだ。

「……世の中、物ぶつ騒そうだからね。念のため、だよ」

　暎那は理解したように頷いてからベッドへ戻る。再び、携帯電話の分厚い説明書を熟読し始めた。

　――『電でん子し妖よう精せい』に狙われてるなんて言えないよ……。不安にさせるだけだ。

　秀之が暎那の携帯電話に組み込んだのは、『電子妖精』から身を守るために必要なプログラムだ。

　しかし、まだ完成はしていない。次の段階へ移る必要があった。

　次に作ろうとしているプログラムは秀之にとってさほど難しくない。秀之の携帯電話に入っているプログラムとリンクさせるだけだ。

「並列処理が必要だからな。演算割り当ても調整しないと同期が問題に……。よし」

　秀之は、頰ほおを叩き気合いを入れ、モニターに向かった。そして、キーボードへ軽快に指を走らせる。

　それから、三十分ほど経過し、秀之の携帯電話が――鳴った。
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　鞍くら田た義よし人ひとは、私立横よこ岸ぎし高校の正門を眺めていた。

　放課後になったことで、クラブや委員会に所属していない生徒たちが、ぞろぞろと正門を通って出ていく。しかし、まだ義人の待ち人は出てこない。

　義人は携帯電話を開いて、秀之に設定してもらったプログラムを起動する。愛子の所持する携帯電話からＧＰＳデータを取得すると、位置情報を示す光点がゆっくりと正門へと近づいていた。もう少し経てば、視界で確認できるだろう。

　そして、愛子はひとりで歩いてきた。義人は、正門を出た彼女にすかさず声をかける。

「よう、愛子ちゃん！」

「げ、義人……」

　義人の顔を見て、愛子は途端、げんなりした顔になる。

「なんでこんなところにいるんだよ。うちの学校の女をナンパでもしにきたのか？　あたしらぐらいの歳には、興味なんかなかっただろ、お前」

「いやー、暇だったから、愛子ちゃんと一緒に帰ろうかなと」

「待て。第一、お前、仕事はどうしたんだ？」

「急用が入っちゃってさ。ただこれが思いの外、早く片付いてね。じゃあ、何するって愛子ちゃんの送り迎えをするしかないじゃない！」

「……何がどうなってそんな結論になるんだ。意味わかんねー」

　急用というのはもちろん噓うそで、義人が教師を務める小学校に使った言い訳だ。突飛な言動だが、愛子は義人の脈絡のなさに慣れきっているため、気にも留めなかった。

「暇なら秀之と遊んでろよ。今日もあいつ仕事休んでるだろ」

「んー、なんかやることあるとかで、無理って言われた」

「……やること、ねぇ」

「それよりも、愛子ちゃん。秀之になんか言われてない？」

「なんか？　……そういや、出掛けにひとりで帰るなとか言われたような気がするけど」

「ひとりじゃないかね、愛子ちゃん！」

「うっせーな。何であたしが秀之の言うことに従わなきゃなんねーんだ！　そもそも、今日は誰も暇してるやつがいなかったんだよ。しょうがねーだろ」

　実はこの時、愛子の友人たちは大きなトラブルを抱えていた上に、愛子はその中心人物の不甲斐なさに怒鳴って喧けん嘩かまでしていたりしたのだが、義人はそれを知る由もない。

「あたしはスーパー寄って帰るんだ。さっさと巣に帰れ。しっしっ」

　義人を追い払うように手を振って歩き出す愛子。義人はすぐに追いかけた。

「よし。じゃあ、オレが荷物持ちをしようじゃないか。なんだったら、昨日みたいにオレが晩飯作ろうか？」

「なんなんだよ。今日はえらいしつけぇなぁ……。いつもよりウゼぇ……」

「ははは。愛子ちゃんと一緒に帰れば、暎那ちゃんに会えると思ってさぁ」

「てめぇ、それが本音か!!」

「いやいや、愛子ちゃんと帰りたいのも本当だよ！　愛子ちゃん、大好き！」

「いい大人がキメぇ!!　近寄るんじゃねぇ！」

　その後も義人は愛子に執しつ拗ように付きまとい、文句を言われつつスーパーへとついていく。

　愛子も、最後は義人のしつこさに根負けした。







　ふたりがスーパーに向かって歩いている途中、通行禁止の立て札によっていつも通る道が遮られていた。

「あれ？　また工事中かよ。なんか、この辺で工事なんかやってたっけ？」

　すでに二回ほどスーパーへの道を変えさせられている。

　仕方なく、愛子は別の道を進もうとするが……。

　義人は、この時点でようやく異変を確信した。

　――人ひと気けが、ない。

　普段の夕方、この道は人で溢あふれるほどの往来があるわけでもないが、さりとて歩行者がまったくいなくなることもない。しかし、今この瞬間、ふたりの近くを歩いている人は誰もいなかった。

「愛子ちゃん、ここから離れるぞ」

　どうやってかこの道から人を前もって追い出しておき、そして、愛子と義人をさり気なく誘導したのだ。

　何のためか？　殺人。誘拐。脅迫。

　今この場所は誰にも気付かれず、そんな犯罪を行うための環境が整っている。あまりにも危険だった。

「いきなり、何を言ってんだよ？　ほら、さっさと……」

　義人の言葉を無視して進む愛子だが、その先に立っている女性を見て足を止める。同時に、義人もその女性の存在に気付いた。

　その女性が誰なのか、ふたりが認識した瞬間――。

　彼女――神しん藤どう焰ほむらから愛子へと炎が放たれた。

「愛子ちゃんッ！」

　義人は愛子を横へと突き飛ばした。義人自身も避けたが、愛子を突き飛ばした腕に、炎が纏まとわり付つく。腕の毛が、皮膚が、肉が焦こげた。

　だが、どういうわけか、その炎は少しずつ消えていく。

「え……？」

　愛子は今しがた起こったことに理解が追いついていないのか、怪け訝げんな表情をして、地べたに座ったまま動こうとしない。

「愛子ちゃんッ！　大丈夫かっ！」

　義人はすぐに愛子の体を見る。一目見て、愛子に怪我がないことを悟ると、義人は間を置かず神藤へと向き直った。

　――次の炎を出す前に片付ける！

　神藤が炎を発生させるためには高い集中力が必要で、それを高めるためにいくばくかの時を要する。義人は秀之から聞いたその隙を衝つくために、全力で神藤へと駆けだした。

　そして、腰に括り付けたケースから筒らしきものを右手で抜き出し、手首のスナップを利きかせて背後に振るとその筒が伸びた。伸縮可能な特殊警棒だ。

　義人は、その警棒を神藤の左肩へ振り下ろす。

「不意さえ衝かれなければ、そう簡単に遅れは取りません」

　神藤は、まるで警棒との距離を測ったかのように、体を半身だけ捻ひねって躱かわす。そして、その捻った腰を勢いよく戻すと同時に、拳こぶしを強く突き出した。

　――受け止めて反撃……。いや、ヤバイ！

　危険を察知した義人は五歩分だけ体を後退させる。

　義人の頭があった位置を神藤の拳が容よう赦しやなく貫いた。少し離れたというのに、鋭い風切り音が義人の耳まで届く。それは常人が出せる大きさの音ではない。まともに喰らったら、人間の体など容易たやすく壊れる、恐ろしいほどの力が込められた拳だった。

「いい判断ですね」

　感心したように神藤が言う。

　事実、受け止めていれば、受けた腕の方が骨折していただろう。

　――さすがに一筋縄ではいかないか。

　義人は地面に転がっている掌てのひらサイズの石を無造作に摑つかみ、神藤へと投げつける。神藤は避けることなく、飛んでくる石に拳を鋭く突き出した。

　石は弾はじかれることなく――破は砕さい。

「なるほど……」

　義人は得心がいったように呟く。神藤の拳が、人間の持つ力と現実の物理法則をほとんど無視していることに気付いたのだ。

　位置を固定された石であれば、一定以上の力を与えることで砕くことが可能だろう。しかし、今投げられた石は飛んでいたのだ。如い何かに加えられた力が強かろうと、人の力によって空中で『砕け散る』のは通常ありえない。

「私の体は、あなたほど物理法則に縛られていませんよ。義人さん」

　神藤の身体構造は通常の人間と変わらない。関節が多いわけでもないし、その肌も人間と同じように柔らかい。

　しかし、その身体から繰り出される拳の威力は、常軌を逸していた。

　比べて義人の身体は、それが及ぼす物理的結果も含め完全に人間だ。『万能』という特性を持っていても、それは物理法則を無視できるほどの『異能』ではない。

　そこには、絶望的と言っても差し支えないほどの大きな差がある。前日、簡単に背後を取れたのは、不意を衝いてこその結果だった。

　義人は隙すきを衝いて携帯電話を見たが、アンテナが立っていなかった。彼らの協力者が中継器を無力化したのかもしれない。そもそも、工事の看板などを立てて、誘導を行ったのもそうだろう。

　逃げることはできない。さらに常軌を逸した力の差を見て――でも義人は動じない。

「愛子ちゃん！　そこから絶対に動くなよ！」

　怯おびえたようにじっとしている愛子に、義人は言い聞かせるように叫ぶ。そして、警棒を構えて、再び神藤へ仕掛けた。

「っ……！　正気ですか!?」

　神藤が、義人を阻むように右拳を繰り出す。狙いは顔面。しかし、義人はその拳をギリギリのところで首を傾けて避けた。まるで、そこに来るのがわかっていたかのように。

　拳を躱した義人は、警棒を横に薙なぎ、神藤の空いた右脇を狙う。

　しかし、神藤は、体を一歩分引いていた。義人の警棒は空を切る。

　攻撃を躱された義人はさらに前へ踏み込み、神藤の左肩へ警棒を打ち下ろした。神藤はそれもどうにか躱し、後ろへ転がりながら、体勢を立て直す。

　義人は神藤へ近づき、再び警棒を振るった。それに対して、神藤は迎え撃つ。

　ふたりの間で、石を破砕する拳と相手を制する警棒が、幾度となく交わされた。

　神藤の拳が義人の頰を掠かすり、くすんだ赤い裂傷を付ければ、義人の警棒が神藤の肩や胴に僅わずかに触れて、神藤の表情を歪ゆがめていく。

　拳と警棒は、お互いに致命傷を与えず、避けて避けられの繰り返しだ。

　神藤の拳をまともに喰らえば、死なないまでも一撃で義人は戦闘不能に陥るだろう。だが、それを喰らうことなど恐れていないように、義人は敢かん然ぜんと神藤へ立ち向かう。

　――避けられるのならば、問題ない！　どれだけ力が強かろうとな！

　神藤の一撃を一見しただけで、義人は見抜いていた。

　確かに拳は速いが、それが目に見えることを。拳を繰り出す時に、体の運びがわかることを。

　僅かな視線の動き、小さな肩の動き、全身で微かすかに動く箇所。いかに相手が怪物のような力を持つ相手であれ、構造が人間の体であれば、できることは人間の可能な攻撃に限られる。間合いと速度さえ把握してしまえば、あとは避ける位置、攻撃に移れる体勢を、頭で計算し、判断するのみ。

　義人は神藤の体のどこかが動くたびに、どんな攻撃が来るかを計算し予測していた。

　その計算は神藤の癖までも取り込み、徐々に洗練されていく。

　そして義人の動きは、神藤の拳を掠らせもしなくなった。対して義人の攻撃は、浅くではあるものの神藤の体へと当たり始める。

　現状は義人が有利になり始めた。

　しかし、すぐさま義人の脳裏にひとつの懸念が浮かび上がる。

　――神藤の動きが、若干鈍にぶい……。

　義人の認識だと、神藤はもっと速く動けるはずだった。その認識と実際の動きに若干のズレがある。

　何かに気を取られているようにも見えたが、その原因まではわからない。

　――だが、その理由を詮索する必要もないな。早く決めれば、それで済むこと！

　そこへ神藤の右拳が、義人の顔面を襲う。義人は警棒を持たない左手を前に出し、神藤の拳を待ち構えた。

　神藤がその義人の行動を疑問に思った時――彼女の右拳は、すでに義人の左手によって横に逸らされていた。

　ボクシングにパーリングという防御技術がある。向かってきた拳を、横から力を与えることで逸らすというものだ。直線的な拳は、存外横からの力に弱い。

　拳を逸らされた神藤は、拳を出した勢いのまま、体をつんのめらせる。思いも寄らない部位へ力が加わったせいだろう。バランスを崩していた。

　そこを義人は逃さない。その突き出された腕を取って極め、すぐさま神藤の背後に回る。そして、瞬まばたきする間もなく神藤の喉元へ警棒を突きつけた。

「チェックメイトだ」

　普段の声とは違う、低くくぐもった声。殺意すら籠められた声色だ。

「悪いが、オレは秀之ほど甘くない。……死んでくれ」

　そんな義人の最後通告を聞いても、神藤はぴくりとも動かない。目を瞑つむり、まるで何かに集中するかのようにじっとしている。

　本気で殺すことはしない。しかし、脅おどしで相手が屈伏しないのであれば……。

　義人は、気絶させようと神藤の頸けい動どう脈みやくを警棒の柄で押さえた。

　――これで終わりだ。

　しかし、その矢先――異変。

『炎の拳』が、義人の横っ面へ迫る。

　それを避けさせたのは、義人の並外れた瞬発力、そして今まで修羅場を乗り越えてきた経験と勘かんの良さだ。

　だが完全には躱しきれていない。義人は、火傷の痛みをじわりと頰に感じた。

「……奥の手です」

　そう言った神藤の横で、炎が静かに蠢うごめいていた。

「なんだ、それは……」

　それを見て、義人は思わず呻うめく。

　見たままを表現すれば、人間を象かたどった炎だ。もっとも、完全な人間ではない。足が存在していないし、上半身だけが不自然に大きく、腕まわりも人間のものより一回り太い。

　まるでゲームに登場するようなモンスター、炎の魔神。義人はそう思った。












　――確か、秀之が言うには、神藤の切り札……。ムスペルとかいう魔神だったか？




「神藤は一応、切り札を持っている。ムスペルという全身が炎の魔神を体に飼ってるんだ。そいつが表に出てきたら、状況は最悪になると思ってくれ」

「全身炎なんて、どう考えてもオレに太刀打ちできねぇじゃねぇか」

「ただ、ゲーム中で彼女があの魔神を制御することは最後までなかった。暴走すれば自分も味方も誰もが傷つく。そんな代物だ。断言はできないが、使わない可能性の方が高いと思う。リスクがあまりにも大きいからな」

「制御できるように、それを克服した方が、シナリオ的には正しいんじゃねえの？　克服してたりしないだろうな」

「ゲーム的には、『信頼できない、分不相応な大きな力の行使、その責任』というのがテーマだ。シナリオライターが制御するところまでいくとテーマが崩れると思ったんじゃないかと考えられる。実際、克服方法は提示されていないからな」

「なるほどなぁ。ま、制御できないんじゃ、使われることもない、か？」




　義人は、そんな会話を秀之と交わしていた。しかし、炎の魔神は暴走する気配など微み塵じんも見せない。

「じっとしている暇などあるのですか？」

　神藤に操作された魔神がその拳で、義人へ殴りかかった。顔面に飛んできたそれを、義人は大きく後退して避ける。しかし、拳から飛び散る炎は、直撃でなくても義人の皮膚を炙あぶった。

　さらに間断なく魔神の拳が義人を攻め立てる。

　すでに、神藤が魔神を制御できている理由を考えている余裕などない。

　――なんとかしねぇと。

　しかし、相手は人間ですらないのだ。義人の所持している武器にはナイフもあるが、それであの炎を斬りつけたところで意味がある行為とはとても思えない。

　こういったケースでは、秀之と共に対応策を練ってから臨むのだが、今回はそれをしていない。油断と言えば油断だが、この炎の魔神はいつもなら秀之の管轄である。義人の管轄外だ。

　――だったら、オレの担当は人間側だッ！

　攻防をしているうちに、義人にはわかってきたことがある。あの魔神は自律行動しているわけではない。すべて神藤の意のままに動いている。

　神藤を無力化すれば魔神が消える公算は高い。炎を扱うのに集中力が必要という情報も踏まえ、義人はそう睨んだ。

　炎の魔神から繰り出される火による殴打の寸すん隙げきを衝き、義人はジーパンにぶら下げてあった金属製の太いチェーンを投擲する。一メートル程度のチェーンが回転しながら、神藤の足に絡みつこうとした。

　しかし。

　そのチェーンを一瞬にして炎が包んだ。炎の魔神から伸びた炎がチェーンを捕らえ、溶かす。

　あとには、何も残らない。

「ちっ……」

　義人は軽く舌打ちする。

「私の扱う炎は、摂せつ氏し温度を自在に操ることができます」

　つくづく異能だった。

　空気中で炎の温度を上げるには、燃やす媒体――可燃性の気体が必要となる。さらに、その媒体と接した時は、様々な化学反応が起こるのだ。周囲に空気の変化だって起こる。

　だが、そんなものは何もなかった。それらを一いつ切さい合がつ切さい無視しているらしい。

「では、終わりにしましょう」

　そして、唐突に告げる神藤。義人が魔神とやり合っているうちに、彼女自身が炎を発生させていた。それを球のように――愛子へ投げる。

「え……」

　眼前で起こっている異常な事態を前に、愛子は地面に座ったまま、まったく動けずにいた。

「しまっ……！　愛子ッ！」

　義人は、咄とつ嗟さに愛子の前に立って炎球を食い止める。その炎は、義人の体を蝕むしばんだ。

　だが、止めきれなかった炎が愛子を襲い――愛子の体に触れ、消える。

「な……!?」

「大切な人質を燃やすわけがないでしょう」

　神藤の炎は、燃やす対象を限定できる――。

「ぐ、これは……っ！」

　秀之の忠告を忘れたわけではなかったが、愛子を守るため反射的に義人の体は動いてしまった。義人のすべてをかなぐり捨てた行動は、大きな隙を生み――。

「さようなら」

　炎を投げてからすぐに動いていたのだろう。いつの間にか義人の横合いに神藤が移動していた。

　義人の腹を、神藤の拳が抉えぐる。それと同時に、ボキボキと不快な音が響いた。それは、何本もの骨が同時に折れた音だ。

　義人の体は吹き飛び、壁に叩きつけられる。そして、その体はずるりと滑り落ちた。

　それからすぐに義人を包んでいた炎は消える。しかし、未いまだに体から煙が燻くすぶり、服も焦げついていた。目を背けたくなるほど凄せい惨さんな光景だ。

　さらに悪いことに、義人の口から血が溢れた。異常な衝撃に内臓まで傷ついているのかもしれない。

「よし……、ひと……？」

　愛子の義人を呼ぶ声が空むなしく風に消える。義人のどす黒く赤い血や肉の焦げる嫌な臭いが漂い、愛子の心の奥にあるトラウマを喚び起こした。

「あ、あ……」

「……愛子嬢。こちらへ」

　神藤は、愛子に近づいてその腕を摑み、その体を立ち上がらせようとした。

「……待て、よ」

　血を吐きながら、体から煙を燻らせながら、骨まで折られているというのに――。

　それでも、義人は立ち上がる。それを見た神藤は、一旦愛子から手を放す。

「……手加減をしたのは確かですが、よく立ち上がったものです」

　神藤の指摘通り、義人の足下は覚束ない。立っているのが精一杯。それは、誰の目にも明らかだ。いつ、痛みで気を失ってもおかしくない。

「簡単に……倒されたら……師匠としての……面めん目ぼくが……立たねぇからな……」

　痛みを堪こらえ、義人は腰から得物を取り出す。最後の力を使って、それを振りかざした。




　　　　　◆




　愛子からの着信音が秀之の部屋に響いていた。

　愛子はよほどのことがない限り、秀之に直接電話を掛けることはない。昨日の今日で、久しぶりに鳴った着信音は、秀之に強烈な悪お寒かんを感じさせる。

　秀之は慎重に通話ボタンを押して、電話に出た。

「……もしもし」

『こんにちは、神藤です。昨夜は失礼致しました』

　――なぜ、この女が愛子の携帯電話から!?

　秀之はキーボードを叩き、反射的に椅子から立ち上がる。

　ベッドに座っていた暎那は体をビクリと震わせた。

　お前は、愛子ちゃんが絡むと余裕がなさすぎだ――。

　暎那の怖がる姿を見て、義人の忠告を思い出す。何度も義人に指摘されたことだ。

　暎那を驚かせてどうする、と心の中で何度も反省するように呟く。すると、動揺はすぐに収まっていった。

　そして、秀之は静かに呼吸を整え、当然の疑問を尋たずねる。

「……一応聞くが、なぜ、あなたがその携帯から電話をかけてくるんだ」

『大変に申し訳ないのですが、愛子嬢は我々と一緒に来ていただきました』

　慈悲のない言葉が淡々と告げられた。













　夜十一時過ぎ。秀ひで之ゆきと暎えい那なは、広い更さら地ちに立っていた。そこは、すでに撤退して久しいデパートの跡地だ。放置されていたためか、申し訳程度に草が生え、そこら中に不格好な石が転がっている。

　秀之は陰いん鬱うつな面おも持もちで、周囲を見渡した。

　四方を白いシートで覆われている。サッカーができるほど広い土地。街灯による光もなく、周囲を照らしている明かりは月の光だけだ。誰にも知られず犯罪を犯すにはうってつけの場所。

　ふたりがこんな人気のない場所に来たのは、夕方に神しん藤どうから掛かってきた電話で呼び出されたためだ。

『大変に申し訳ないのですが、愛あい子こ嬢は我々と一緒に来ていただきました』

　要するに愛子は誘拐されたのである。

　彼らの要求は、研究対象であろう暎那を連れてくることだった。当然、愛子と交換するということだろう。

　暎那を連れてこなければ、愛子がどうなるかわからない。そのため、秀之は要求に従わざるを得なかった。

「こんばんは。秀之さん。時間通り来ましたね」

　透き通るように綺麗な声がその場に響き渡る。

　神藤が、秀之と暎那の十メートル程度前に毅き然ぜんと立っていた。

　その横には、手足を縛られた愛子が地べたに座っている。攫さらわれてしまったことを、悔やんでいるのか、僅わずかに顔を伏せて唇くちびるを引き結んでいた。

「愛子に何もしていないだろうな」

　見る限り、愛子には傷ひとつ付いておらず、着衣の乱れもない。乱暴なことはされていないようではある。

　とはいえ、秀之は確かめずにいられなかった。

「ええ。体には傷ひとつ付けておりません。ご安心ください」

「ならいい。さっさと用件を済ませよう。時間が勿もつ体たいない」

　秀之は愛子が心配なのか、淡々とした声で神藤を急き立てる。

　そこで神藤は少しだけ怪け訝げんな表情を浮かべた。

「……鞍くら田た義よし人ひとさんのことを、訊きかないのですか？」

　友人の安否を尋たずねてこない秀之に、些いささかの違和感を覚えたのかもしれない。

　義人が護衛していたにもかかわらず、愛子は攫われている。義人の身に何かあったことは想像に難くない。

　だが、秀之は何も聞かなかった。

「あいつは、そう簡単に死ぬようなやつじゃない。心配なんか、あいつに失礼だ」

　ただ、低い声でそんな言葉を紡つむいだ。

「……そうですか。それならそれで構いません」

　それきり、神藤は興味をなくしたようだった。

「では引き渡しに入る前に、一応確認を。能力インストールは使っておりませんね？」

「使ってない。使ったら愛子がどうなるかわからないと誰かさんに言われたからな」

「……一いち瞥べつしただけでは、あなたが使っているかどうかがわかりませんから」

「『電でん子し妖よう精せい』は『フェアリーテールシステムの入出力電磁波探知』ができるんだろう。ログにそんな痕跡があったか？」

「いえ。ですが、『電磁波探知』が欺あざむかれているという可能性も考えられます。相手があなたでなければ、そんな心配をすることもないのでしょうけど」

「……どれだけプログラムを早く打てようと、制作速度には限界がある」

「そうですか。では、私の能力で念のためここ数時間の行動を視させていただきます」

「好きにしてくれ」

　秀之がそう言うと、神藤の瞳が赤くなった。目を合わせた相手の過去を、映像として見ることができる『過　去　視クレヤボヤンス・サイコメトリー』だ。

　秀之に十秒ほど目を合わせたあと、神藤の瞳は元に戻る。

「……十時間ほど遡さかのぼりましたが、私の視た限りでは使っていないようですね」

「当然だろう」

「ですが、五時間ほど前に暎那嬢と随分と長いお話をしているように見受けられましたが。どんなお話を？」

　神藤は、ふたりの会話内容について探った。神藤の能力で視ることができる映像は、音声が付いていないため、会話の内容がわからないからだろう。

　少しだけ呆れた声で、秀之が返答する。

「そちらの要求に応じるための説得をしていたんだ。察してくれ」

「……説得、ですか」

　神藤は少しだけ考えてから、納得したように頷うなずき、そして本題へと入った。

「では、暎那嬢をこちらに渡していただきましょうか」

　神藤は暎那を見み遣やる。名前を呼ばれた暎那は、不安そうに腕を胸元に引き寄せていた。

「……暎那ちゃん、ごめんね」

　秀之が頭を下げて謝ると暎那は『気にしないで』というようにふるふると首を振った。

「暎那をそちらに歩かせる。愛子を解放して、こちらに歩かせてくれ」

「わかりました。それでは、あなたの携帯電話を暎那嬢に持たせてください」

　神藤が、秀之へさらに要求を重ねてくる。

「……理由を聞こうか」

「愛子嬢が離れれば、あなたは気兼ねなく能力インストールを使えるでしょう。それは私が困ります。もし、あなたが彼女たちを無傷で救い出そうと考えているとすれば、その瞬間しかありませんからね」

「……この期ごに及んで、俺に何かできるとでも？　随分と過大評価をしてくれる」

「我々としても、あなたの技術を警戒していることを察していただければ幸いですね」

　神藤は、そこで一旦言葉を区切り、小さな声で囁ささやく。

「……そんな力を持っているだけに惜しいです」

「理解できるように言ってくれ」

「……いえ」

　秀之は、神藤の言葉を少し解せないと感じつつも、その疑問を隅に追いやった。

　そして、自身の携帯電話を取り出し神藤に見せつける。神藤が頷いたのを確認してからそれを暎那に渡した。

　暎那は秀之の携帯電話を胸ポケットに入れる。それから恐る恐る一歩踏み出した。

「………やめ………て……くれ……」

　その場に悲痛な声が響く。

　全員の顔がそちらへ向いた。声を出したのは、今まで事の成り行きを見守っていた愛子だ。

　声を聞いた暎那の足は、反射的に止まった。

「やめてくれ……！　あたしなら、ちゃんと逃げ出すから……。暎那とあたしの交換なんてやめてくれ……」

　愛子は、膝立ちになって気丈に振る舞う。

　この状況から逃げ出す術すべなど愛子は持たない。だからこそ、今までは恐怖で声も出せなかったのだろう。しかし、暎那が一歩踏み出したところを目まの当たりにしたことで、勇気が恐怖や理性を上回ったのかもしれない。

　だが――それだけではなかった。




「『また』、誰かを犠牲にして、あたしだけ助かりたくねぇよ……！」




　それは、まるで懺ざん悔げ――。

　今まで知らなかったことを自ら罪としているような、そんな告白。

　誰かに自分の身代わりにはなって欲しくない。そんな思いがひしひしと伝わってくる。

　そして、愛子の独白はさらに続いた。

「あのっ……、交通事故……っ！　あたしのせいでっ……！　紫し乃のさんが……っ！」

　途切れ途切れに言葉を紡ぎながら、秀之に訴える。

　――なぜ、それを知っている!?

　秀之の表情が驚愕のものへと変貌した。

　秀之は、愛子に交通事故から繋がる一連の真実を何ひとつ話していない。紫乃は病気で意識不明になったと告げただけだ。当時小学生だった愛子は、姉のように慕したっていた紫乃の病気を悲しんだが、それでも泣くほど悲しんだわけじゃない。

　悲しみにくれるのではなく、「紫乃ねえ、絶対に起きるよね！」と、希望に目を輝かせ、紫乃が目覚めることを純真に信じていた。

　それでよかったはずだった。愛子が真実を知る必要はない。真実を知れば、間違いなく愛子は自分を責めてしまう。故ゆえに、秀之はそれを伝えるつもりもなかった。

　――だというのに！

「貴様、愛子に何を吹き込んだ！」

　秀之は、怒りを隠そうともせず、神藤を睨み付けた。

「交通事故から愛子嬢が救われるまでの一部始終と、あなたに起こったことすべてです。もっとも、一部私の推測も混じっていますが」

「愛子は何の関係もない！　紫乃のことは、すべて俺の責任だ!!　なのに、なぜ教えた!?　なぜ、巻き込んだ!?」

「……あなたに我々への加入を促すためという『電子妖精』の判断です。愛子嬢には、あなたの事情も含めて、すべての真実を話しました。さて、図らずも他者を犠牲にして生き延びた愛子嬢の罪悪感はいかほどでしょう」

「罪悪感、だと……？」

「ですが、彼女をその罪悪感から解き放つことはできるはずです。フェアリーテールシステムを解析し、紫乃様の目を覚ますことができれば……」

「俺が『電子妖精』に入りさえすれば、それができると？　勝手なことを……！」

「勝手なことを言っているのは重々承知しています。ですが、改めてお願いします。『電子妖精』への加入をご一考ください」

「お断りだ！　誰かを犠牲にする道を、俺は決して歩まない！」

　秀之が突つっ撥ぱねると、神藤は深い失望の溜息を吐ついた。

「個人での解析には限界があることには気付いているはずです。あなたは、解析を始めてからの八年を、ここで無駄にするつもりですか？」

「無駄？」

「八年間は長かったはずです。しかし、今あなたはその八年を無駄にしようとしている」

「……無駄なんかじゃない！　他人が勝手に俺の八年を決め付けるな……！」

　秀之の言葉を聞いた神藤の表情からは完全に感情らしきものが消えた。

　もはや話すことはない、と言わんばかりだ。

「残念です。では、取引を続けましょう」

　神藤が機械のように淡々と告げる。

　神藤に促され、暎那は再び歩き出した。一歩一歩ゆっくりと。そして彼女は、秀之と神藤の間、ちょうど中間地点となる場所でその足を止める。

「愛子を解放しろ」

　神藤は秀之の要求に従って愛子の拘束を解いた。縛られていた箇所を痛がる素振りも見せず、愛子はすぐに立ち上がる。

「どうぞ、行ってください」

　神藤はその手に炎を出して、愛子に歩くように脅おどした。何か余計なことをすれば、その炎で燃やすということだろう。

　苦渋の表情を浮かべて、愛子は暎那に向かって歩き出す。しかし、その歩みは非常に遅い。

　暎那との交換を少しでも遅らせるかのように。それは暎那を傷つけてしまうことになるかもしれない恐怖に抗あらがっているようにも見える。

　だが、その足を止めることはなかった。神藤の突き刺すような視線と灼しやく熱ねつの炎に押されるように、愛子は暎那に近づいていく。そのまま泣きそうな表情で、暎那の眼前に辿たどり着ついた。

「ごめん……暎那……。ごめん……」

　心の底から悔いているような愛子の悲痛な声。暎那と顔を合わせるのは、これが最後だと絶望しているのかもしれない。

　愛子の瞳から、一筋の涙がこぼれる。

　その瞬間――。

　秀之の腕が動いた。

　腰のホルダーに入った『暎那の携帯電話』、その側面に設置されたボタンを押し込む。

　その後、すぐに暎那の周囲に異変が起こった。

「え……」

　神藤が目の前の光景に思わず声を出す。そして、秀之の意図に気付いたように一歩踏み出した。

　しかし――。

　――もう遅い！

　暎那の周囲に何百もの細かく蒼い雷が逬ほとばしる。その小さな雷は一瞬で暎那が見えなくなるほど増殖し、球体となった。

　その中心部から小さなアナウンスが、微かすかに響き始める。

「レイヤークラス名『黒の聖騎士』参照。キャラクターナンバー７。及び、レイヤークラス名『ブラッククロス』参照。キャラクターナンバー２。及び、レイヤークラス名『メモリーロンド』参照。キャラクターナンバー４。人物クラス多重継承」

「ＡＩ　Ｎｏ．８７に人物クラスをインストール」

　その瞬間、バチンという大きな音が周りに爆はぜた。それと同時に、暎那を覆っていた放電現象も、泡ほう沫まつの如く消えていく。

　いや、消えたのはそれだけではない。暎那と愛子も、その場から忽こつ然ぜんと消えていた。

「な……!?」

　神藤が驚きの声を上げる。驚きのあまり、集中を持続しきれなかったのか、その手に出していた炎が消失した。

　それも当然だろう。暎那と愛子が、秀之の隣に立っていたのだから。まるで、最初からそこにいたかのように。

「え……？　え……？」

　いきなり秀之の隣まで移動した愛子も困惑した表情を浮かべている。

　だが、秀之はそれを当然のように受け止めていた。

「ありがとう。暎那ちゃん。ごめんね、こんな事をやらせて……」

　秀之は、暎那の頭を労るように撫なでる。暎那は撫でられながらふるふると首を振った。

「ここからは任せてくれ。言った通りによろしくお願いするね」

　秀之のその言葉に、暎那はこくりと頷く。それから、秀之の腹部に手を当てて妙な言葉を呟つぶやいた。

「――熱　遮　断サーマル・フイルタリング」

「うん。ありがとう」

　秀之は優しげな表情となり、今度はその顔を愛子へ向ける。

「辛い思いさせてごめん。許してくれ、愛子。すぐ、元通りにしてみせるから……」

「……何をわけのわからないことを言ってるんだよ、秀之……」

　しかし、秀之は愛子にそれ以上、何も言わなかった。静かに、目で暎那に合図する。

　合図を察した暎那は、愛子の腕を摑つかむと、その姿を唐突に消失させた。

　その場に秀之と神藤のふたりだけが残る。

「これで、一対一だな」

　秀之の表情には、すでに何の憂いもない。

　だが、神藤は明らかに狼ろう狽ばいしていた。今起こったことが理解できていないのだろう。

「一体、何が……」

　その疑問の声は、虚むなしくその場に溶けていった。




　　　　　◆




　気付いたときには、すでに暎那と愛子は細い路地にいた。そこは街灯が僅かに光を発しているだけの薄暗い路地だ。先程までいたはずのデパート跡地の面影はまったくない。

「な、なんだ？　ここ……？　もしかして、谷や津つ坂さか駅の近くか？」

　暎那の隣にいる愛子は、周囲の光景を見て戸惑ったように独り言を漏らす。

　谷津坂駅は、愛子たちの家からもっとも近く頻ひん繁ぱんに使う駅だ。デパート跡地からは、かなり遠い位置にある。ふたりは、そんな場所まで一瞬で移動していた。

「愛子。大丈夫……？」

　暎那は、心配そうに尋ねる。

「ああ。あたしは大丈夫だけど……。ここって、もしかして」

「そう。私が愛子に助けてもらった場所……」

「だよな。見覚えあるし……」

　愛子は、はっと気付いたように暎那の肩を摑んだ。

「な、なあ。これ、夢だよな？　なんか、いきなり場所が変わって……」

　今までのことを夢だと思い込みたいのか、暎那に詰め寄って問い掛ける。

　義人と神藤の戦い。誘拐。人質交換。いきなりの場所移動。驚きの連続に混乱しているのだろう。

「一体何がどうなってるんだよ……」

「テレポーテーションして、安全なところまできたの……」

「ま、まさかあの場所からここまで瞬間移動してきたってのか？」

　暎那が小さく頷いて肯定すると、愛子の表情はますます疑問の色を濃くした。

「できるわけ、ないだろ……？　そんなこと……。どうやったんだよ……？」

「……言葉でうまく説明できない」

　愛子は、いきなり場所が変わったことを理解できないまま、状況の把握に努めているらしい。

　そして、愛子は何か探し物をするかのように視線を動かした。

「あれ？　秀之は……？」

　周りのどこにも秀之がいない。つい先程まで一緒にいたはずの秀之が。

「秀之は、あの場所に残った。私は、愛子のことを頼まれたから」

「え？　どういう――」

「……ごめんなさい」

　暎那が愛子の言葉を遮るように謝り、自身の右手を愛子の正面にかざす。

「――シュラフ眠れ、民草」

　愛子は暎那の右手を見ると、すぐに意識を失った。暎那に宿った『エーベルハルト』が持つ異能の力で眠ったのだ。

　意識を失った愛子の体は、暎那の方へと倒れ始める。

「わっ」

　暎那は懸命に愛子の体を支えて地面に寝かせた。さらに、愛子に向かって、今度は両手で複雑な印を結ぶ。

「――防御結界プロテクシヨン・スフイア」

　愛子を包む空間が陽炎のように揺れ始める。

　物理的な干渉を防ぐ防御結界らしい。もちろんこれも説明のできない異能だ。秀之曰く、『クラウディオ』というキャラクターの持つ異能で、これで何人たりとも愛子に手出しできなくなるのだという。

「これで、いい。次は……」

　秀之に言われたのだ。終わるまで、愛子を眠らせておいてくれ、と。守ってくれ、と。

　行動を起こそうとした暎那が、突如その顔を苦痛に歪ゆがめる。

　暎那は頭を抱え、堪こらえきれず膝をついた。

「な、に……？」

　原因不明の頭痛だった。一瞬気が遠くなる。

「……――――…………――――――……………」

　口からも妙な声が吐き出された。

　暎那は痛みを振り払うように頭をぶるぶると振る。

　痛みの理由など、まったくわからない。

　だけど、今はやるべきことがある。気力を振り絞って、立ち上がった。

「やらなきゃ……」

　焦あせらない。慌てない。我慢する。

　自分に言い聞かせるように囁きながら、暎那は次の行動へと移った。







「暎那嬢に能力インストール？」

　暎那が消えたことの種明かしを聞いた神藤の第一声がそれだった。しかし、説明を受けても納得はできていないのだろう。未いまだに神藤の表情には疑問符がついたままだ。

「そうだ。ちょっとプログラムを改造してな。あれは俺にしか能力インストールできないという代物じゃないんだよ」

　秀之は、説明を続ける。

「元々あの技術は、メールを送信した携帯からもっとも近くにいる人物に対して能力インストールを実行するという代物だ。そして暎那の携帯には、俺の携帯をリ遠モ隔ー操ト作し、フェアリーテールシステムにメールを送信するというソフトウェアを入れてある」

「なぜ、そんなことを……」

「暎那が危機を感じてボタンを押した瞬間に、俺に能力インストールがされるようにするためだ。瞬間移動が使えれば、暎那の下にすぐ行けるようになる。ただ、今回に限っては逆にしたわけだ。俺が暎那の携帯で、俺の携帯をリ遠モ隔ー操ト作するためにな。俺の携帯は、あなたの要求に従って、暎那に持たせただろう？」

　そこまで聞いた神藤は、解せない表情を浮かべた。

「もしや、最初からそのつもりだったんですか？」

「いや、少し違う。本来なら、愛子があなたから離れたあとに、俺が能力インストールを使うつもりだった。ただ、警戒をされているとは思ったからな。携帯を取り上げられることは想定していた」

「ならば、暎那嬢に対して、さも悲しんでいるように見えたのは、演技……？」

「演技？　違うな、まったく違う」

「ならば、なぜ憂いたように……。いや。そもそも、なぜ彼女を行かせたのですか？　能力インストールを行った暎那嬢ならば、私などどうにでもできるのでは……」

　神藤の言う通り、能力インストールをされた暎那は、現時点で神藤の強さを圧倒的に凌りよう駕がする。能力インストールは、力の使い方すら無意識レベル――それこそ腕を動かすことと同じぐらいの容易さで組み込むため、どんな能力でもすぐに使えるようになるのだ。さらに言えば、今の暎那であれば拳こぶしで鉄を打ち抜くことも可能である。

　しかし、それでも秀之は暎那を戦わせるわけにはいかない。

　その答えは、至極単純で、真っ当だ。

「そんなことできるか。彼女はまだ年端のいかない子供だぞ。だというのに、俺はこんなことに彼女を巻き込んでしまった！　あんな小さな子に血ち腥なまぐさいことをするための助力を求めてしまったんだ！　こんなことが、大人として許されるものか！　あそこまでやらせてから言うのも偽ぎ善ぜんだが、戦いまでさせるわけにはいかないんだよ」

　その答えを聞いた神藤は、まだ納得ができないと言わんばかりに眉を顰ひそめる。

「では、あなたが残った理由は……？　一緒に逃げるという選択肢もあったはずです」

「そんなのは簡単だ。俺があなたを倒すために決まっているだろう」

　神藤は、それを聞き間違えたのかと思った。

　だが、聞き間違いではない。秀之は足を一歩踏み出し、再度告げる。

「できないことを俺は言わない。必ず倒す。二度と、俺たちに近づこうと思わないようにな」

　神藤の口から「ふぅ」と溜息がでた。

「正気の沙汰とは思えませんね。あなたは、能力インストールがなければ一般人と変わらないはず。鞍田義人さんは、異能に近い万能な力を持っていましたが、あなたにはそれすらない」

「ならば賭かけをしよう」

「賭け？」

「俺が勝ったら、もう二度とあのふたりに手出しをしないと誓ってもらう。逆に俺が負けたら、何でもする。能力インストールの技術も『電子妖精』に提供しよう。『電子妖精』に傅かしずいて、馬車馬のように働いたっていい」

　自信満々の秀之に、神藤は首を振る。

「賭けになりません」

「なる。たとえば、炎が俺に対して無力だとしたら？」

「何をおかしなことを……」

「なら、俺に炎を浴びせてみればいい。すぐに理解できる」

　秀之は指でクイクイと誘う。

　神藤は秀之の体をまじまじと見据える。だがどれだけ注意深く見ても、炎を防ぐ手立てを持っているようには見えない。

　ただのブラフ。そう確信した神藤は集中し、その手に炎を発生させる。それによって周囲の温度が明らかに上がった。

　だが、いざ炎が出ても、秀之は動じない。表情が余裕そのものだ。

「……知りませんよ」

　神藤の手から巨大な炎の球が放たれる。

　秀之の視界を覆うほどの炎の球。

　それが秀之に当たり――消えた。

「なんですって……？」

　神藤の意図しない形で炎が消えた。しかも、相手はただの人間。炎を消す手段など持っていないはず。

　しかし、秀之の体には火傷やけどひとつない。

「解説をしておこう。暎那に頼んだ助力は、愛子を逃がすことだけじゃない。彼女が今持ってる能力のひとつに、熱　遮　断サーマル・フイルタリングというものがあってな。その結界を俺の体に張ってもらった。作中では、『熱を遮断する結界』となっている。あなたの炎も例外ではない」

「……わざわざ、説明するとは気前がいいですね」

「俺があなたの能力を一方的に知っているのでは、フェアじゃない」

　秀之の言動に引っかかりを感じたのか、神藤の表情は訝いぶかしげだ。

　だが、秀之は神藤に余裕を持たせないように、次の行動を起こす。

「これであなたの炎による優位性は消えた。次は――」

　言い切る前に、秀之は大地を力強く蹴り、神藤に向かって駆けた。

　炎が消されたことに動揺していた神藤は、反応が遅れてしまう。秀之の接近をいとも簡単に許した。

「はっ!!」

　秀之は裂れつ帛ぱくの気合いと共に強く握られた拳を打つ。狙いは、神藤の鳩みぞ尾おちだ。

「くっ……！」

　神藤は、腕を十字にして辛うじて攻撃を防ぐ。だが、秀之の拳は、予想以上の衝撃を神藤の腕に与えたらしい。

　それは鍛錬に鍛練を重ねた拳だった。

　その証拠に、神藤の腕は未だに痺しびれており、防御を解とけずにいる。

「この力は、いったい……」

　秀之の身体能力は一般人と変わらないはず。仮に主人公の力を投影していたとしても、今のような力があるわけではない。

「……あなたはさきほど、八年を長いと言ったな」

　拳を握り、神藤に突きつけたまま、秀之は疑問に答えるように呟く。

「ああ、長いさ。義人と共に研けん鑽さんし、鍛練を積んで体を磨き上げられるぐらいにはな。義人には敵かなわないが、そこらのやつには能力インストールを使わずとも負けはしない」

　この鍛えた体も、能力インストールも、生き抜くための手段に過ぎない。

　生き抜き、フェアリーテールシステムを必ず解析するために。

「この八年は、決して無駄ではない」

　これまでの戦いを経て、秀之は自身がやるべきことを構築していったのだ。

「さあ。賭けをしよう。それとも、自分が不利になったら、賭けに手は出せないか？」

　その言葉に神藤は、矜きよう恃じを傷つけられたように納得のいかない表情となった。

「不利？　炎が利きかないことぐらい大したことじゃありません。あなたに僅かばかりの勝機ができた。それだけの話です」

　神藤は覚悟を決めたように、その目を鋭くする。

「いいでしょう。その賭け、受けました」

　そして、秀之を真正面から直視し、そう断言した。













　無数の星が瞬またたく空の下で、ふたりの男女が対たい峙じしていた。

　日々研けん鑽さんを積んできた高たか橋はし秀ひで之ゆきと、常軌を逸した身体能力と異能を持つ神しん藤どう焰ほむらだ。

　これからこの広い更さら地ちで行われるのは決闘である。ふたりの邪魔をするものはいない。

　静寂が辺りを包む中、ジャリと靴底と土の擦こすれる音が鳴った。

「賭かけを反ほ故ごにはしないことだ」

　構えた秀之は、挑発をするように言う。

　それに対して神藤は眉をピクリと動かしただけで、何も返答をしなかった。

「さて……」

　秀之が体を沈ませる。そして、折った膝をバネのように使って、神藤へと接近した。

「はあっ!!」

　秀之は真正面から拳こぶしを放つ。狙いは、水すい月げつ。そこには、呼吸を司る横おう隔かく膜まくがある。強い力で叩けば、呼吸困難を引き起こす人体の急所のひとつだ。

「ぐっ……！」

　予想以上の速度に反応の遅れた神藤は避ける間もなく、どうにか腕でガードする。ガードしてすぐ神藤の表情は痛みを堪こらえるように歪ゆがんだ。

　神藤が先程受けた時よりも速い跳び込みに重い拳。最初に放ったのは小手調べと言わんばかりの一撃だ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　秀之は吼ほえ、さらに拳を打ち出す。そこには八年という歳月が作り出した体術と拳があった。義よし人ひとは、秀之のために行った修練で一切の手心を加えることなく、秀之の体を鍛え上げている。人間の極地へと至るために、秀之が死にかけたことも一度や二度ではない。

　未いまだ道は半ば。

　しかし、すべては、紫し乃のの目を覚ますため。

　背負いきれない絶望に、押しつぶされない自我を作りあげるため。

「だっ!!」

　その思いが秀之の体を突き動かす。四肢が、攻撃の意志を携えて絶え間なく急所を狙い打った。

　神藤は持ち前の身体能力でそれらを捌さばく。だが、秀之の攻撃は防御しにくい箇所に来るために、すべてを捌ききれていなかった。人間の受けにくい場所、鍛えにくい場所というものに精通した攻撃となっている。

「くっ……！」

　秀之の激しい攻撃を嫌った神藤は、一瞬だけ顔を顰しかめて後ろに大きく跳んだ。その距離は計測すれば、幅跳びの世界記録を優に超えているだろう。そんな距離をいとも簡単に跳んだのだ。まさしく人間を超えた、超人の身体能力だった。

　距離を置いた神藤は、すぐさま低姿勢で前へと転進する。凄まじい速度で秀之の眼前まで疾走した。

「はっっっ!!」

　一撃必殺。足、腰、腕、そして勢いをすべて集約させた拳を秀之へと放つ。それは腕の力だけで、掌てのひら程度の石を『破は砕さい』できる破壊力を持っていた。

　だが、秀之はガードしない。向かってくる神藤の右腕、その袖を自身の体に当たる寸前に左腕で横合いから摑つかみ、さらにその腕を強く手元に引き寄せる。

　あらぬ方向に腕を引っ張られた神藤は体勢を崩された。

　秀之はその隙すきを見逃さない。体を反転させ、腰に神藤の体を乗せた。背負い投げの体勢となる。

「くっ……！」

　神藤は完全に投げられる前に、片足のつま先で自ら地を蹴った。その勢いで秀之の摑んでいる腕を外す。そのまま空中へと飛び出し、宙返りをして体勢を整えつつ着地した。その際、神藤は僅わずかに苦しそうな表情をする。だが、すぐ元の無表情に戻った。

　ふたりの距離が再び離れる。だが、秀之は休むことなく神藤との間をすぐに詰めた。休む間もなく神藤を攻め立てる。

　神藤はまたしても攻撃を捌くのに精一杯の状態となった。目つきを鋭くして刹せつ那なの隙も見逃すまいと反撃する機会を窺うかがっているが、その表情には焦あせりの色の方が濃い。

　その最中、秀之の右回し蹴りが神藤の顎あごを狙っていた。視界に秀之の足が入る。

「うっ……」

　神藤は反射的に体を後ろに倒して紙一重で躱かわした。凄まじい風切り音が耳じ朶だに残る。コンマ一秒でも遅れていたら、まともに当たって脳のう震しん盪とうを起こしていただろう。

　だが、秀之の体は大振りな回し蹴りを放ったことで横を向いていた。そのおかげで神藤からは右脇腹が丸見えとなっている。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。神藤は、迷わずそこに向かって矢のような速さの正拳を射出した。

　しかし、その正拳が当たる前に秀之の体が右回りに旋回する。右足の踵かかとが旋回の勢いに任せて再度神藤を襲った。

　回し蹴りから、さらに後ろ回し蹴り。

　秀之の踵が肩に当たり、神藤は真横に倒された。倒された神藤は、横に転がりながらどうにか立ち上がる。そして、すべてをかなぐり捨てて後方へ跳躍し秀之から大きく離れた。反撃のための布石など何もない。つまり、完全な逃げの一手だ。

「―――！」

　仕切り直せたと神藤は思っていた。ところが、神藤は目の前の光景に息を呑むしかない。秀之はすでに間を詰めていたのだ。力の出し惜しみなど頭からないと言わんばかりに全力で駆けてくる。その気迫は今の神藤を完全に圧倒していた。

　いかに炎を封じられたとはいえ、はっきり言って今の事態は異常である。義人もそうだが、秀之も身体能力は人間の域を出ない。だというのに、ふたりは神藤がどのような攻撃をしてくるかわかっているかのようだった。

　義人の場合は『万能』という特性から来る『計算』によって、体の動きを見て、そこから繰り出される攻撃を『予測』する。

　――だが、俺は義人とは違う。

　普段の秀之は自身が語るとおり、格闘技では義人に敵かなわない。まともにやり合って勝ったことなど、今の今まで一度もなかった。

　しかし、秀之は義人にはない、類たぐい希まれな経験を持っている。

　それはヒトを逸脱した異能者との戦闘だ。

　極限を超えた状態での命のやりとりの多さ。そう言い換えることもできるだろう。

　秀之は異能者との戦いに能力インストールを使うが、その際の異常な戦闘による経験で、彼らの繰り出す異常な攻撃に慣れていた。慣れは心に余裕を与え、体の動きを戦せん慄りつという束縛から解き放つ。

　さらに秀之は神藤の登場する『陽かげ炎ろうの疵きず痕あと』というゲームもプレイして、キャラクター性や戦闘能力、攻撃時の癖や追い詰められた時の行動などを把握しきっている。

　義人の『万能』に勝るとも劣らない秀之の特性。それが『異常経験』と『情報』から成り立つ『予測』だった。

　そして、そのふたつは、戦っているうちにも蓄積されていく。蓄積された『情報』と照らし合わせることで、秀之の中にあることが浮かび上がった。

　――あまりにも反撃がなさすぎる。

　神藤は素手による格闘に心得がないわけではない。秀之の『情報』から図ると、もっと苦戦するはずだった。

　確かに神藤の真価はあくまで炎を用いた戦闘が主で、拳や蹴りのみというものは例外だ。だが炎を封じただけで、ここまで一方的になるとは考えにくかった。

　罠を張っているのかとも秀之は考えたが、冷静に見れば神藤の表情には余裕がない。瞬まばたきが多い癖もすでに出ている。さらに時折何かの痛みに耐えているように見えた。

　だから秀之は、神藤がどこか、おそらくは足を怪我していることを朧おぼろ気げながら察した。そして、怪我をさせた者についても見当がついている。

　とはいえ、秀之は怪我をしているからと言って攻撃の手を緩めない。超人である神藤の怪我を哀れむような余裕など秀之にはないのだ。

　暎えい那なに張ってもらっている結界の制限が発覚してしまえば、今の攻守はあっという間に逆転してしまうのだから――。
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　神藤は、汗を流しながら秀之の攻撃を懸命に捌く。攻撃が苛か烈れつすぎる上に、全く止まる気配を見せない。反撃する隙をなかなか見いだせずにいる。ただ、仮に隙を見つけることができても、体が思い通りに動かないのだから、よほどの隙でないと反撃ができないだろう。

　神藤は無意識に舌打ちした。炎を封じられているだけで、ここまで苦戦するのは予想外だったのだ。

　神藤の戦闘は、炎を使った不意打ちなど炎を起点とした攻撃を主体とする。ところが、その起点となる炎は秀之に放ったとき、結界によって消されてしまった。つまり、炎による攻撃で虚を衝つくことや、逃げる先を誘導してそこを拳で狙い撃ちすることは不可能なのだ。

　素手による戦いを不得手とするわけではないが、設定によって染みついた戦い方は神藤の意志とは僅かに齟そ齬ごを発生させる。それが神藤の動きに躊ちゆう躇ちよを生んでいた。

　その上、秀之の急所を狙った一撃を喰らってしまえば、間違いなく当たった箇所が使い物にならなくなる。当てさせてはならない。そんな恐れという名の糸が、少しずつ神藤の体に絡み始めていた。

　せめて、足がまともに動けば。神藤は、そう思わずにはいられない。

　――……彼にやられた傷が、足あし枷かせになっている。

　神藤は、心の中で独りごちた。




「簡単に……倒されたら……師匠としての……面めん目ぼくが……立たねぇからな……」

　痛みを堪え、義人は腰から得物を取り出す。最後の力を使って、それを振りかざした。

　何の変哲もない細い茶筒だ。取り出したそれをすぐさま力任せに神藤へと投げつける。しかし、神藤へと当たる前に魔神の炎によって飲み込まれた。

　その瞬間――。

　周囲に強烈な閃光が逬ほとばしる。何だと思うような暇もない。あまりの強い光に、神藤は目を開けていられなくなり、思わずまぶたを閉じた。

　それは、『閃光手榴弾』と呼ばれる小型の爆弾だ。義人の手製で本物には遠く及ばないが、用途通り一時的に視覚を奪うことを目的としている。

　義人はすぐさま愛あい子この下へと向かう。だが、折れた骨の痛みで、義人の足はその途中で止まってしまった。一歩踏み出すごとに、義人の表情が苦痛に浸食される。そして、口からさらに血が垂たれた。

「くそ……。こんな時ぐらい、きっちり動けよ……。情けねぇ……」

「立っているだけでも尊敬に値します」

　義人は、左側から冷たく声をかけられる。それから神藤の右手に腕を摑まれた。そちらに向くと神藤が片目を瞑つむり、もう一方の目も光を少しでも遮るように細くして眩まぶしそうにしている。ある程度は見えるようだが、まだ視神経は完全に回復していないようだ。

「まさか、あんなものまで持っているとは……。いったい、あなたはどれだけ武器を持っているんですか」

「こちとら……普通の体で、異能者たちを……相手にしてるんだ。まともに相手するわけがないだろう。無力化する手段は、当然……持ってるさ。こんな風にな……！」

　息も絶え絶えの義人は腰に手を回して、もう一本の特殊警棒を取り出した。

「まだ何か持って……！」

　神藤の警戒を余よ所そに、警棒はすぐに伸び、そのまま神藤の右足を狙う。

　神藤は未だに目が回復していない上に右手で義人の腕を摑んでいたためその動きに気付けず、防御ができなかった。

　そのまま警棒が右の脛すねに当たる。肉の壁を越え、骨と鋼はがねがぶつかる鈍にぶい音が鳴った。

「くっ……！」

　神藤から苦く悶もんの声が上がる。

　そして義人は、さらにもう一撃、二撃と加えていく。狙われた右の脛が、それだけで赤く腫はれ上あがった。

　だが、そこまでだった。

「調子に乗らないでください……！」

　神藤が義人から右手を離し、すぐさま拳を握り込んで義人の頰ほおを抉えぐる。

　その拳によって義人は吹き飛び、地面に倒れ、そこで完全に意識を失った。




　神藤は義人との戦いを思い返し、険しい表情になる。義人は撃退したものの、その代償に右足に傷を負ったからだろう。怪我した足を動かせないわけではないが、踏み込んだ時に無視できない痛みが根付いてしまっている。

　そしてその痛みは、秀之相手には致命傷ともいうべきものだった。

　その秀之は攻撃の手を緩めようともしない。

　攻撃を避けようにも右足の痛みで思ったように動けないのだから、反撃に転じようにも遅れてしまう。その遅れを秀之は見逃しはしない。

　先程は後ろへ跳んでどうにか逃げたが、距離の余裕はすでになくなっていた。

「さあ、これで終わりだ！」

　秀之が迫る。このまま手をこまねいていれば、間違いなく自分はやられてしまう。神藤はそんな恐怖に精神を浸食されつつあった。

　だからなのか。

　半ば染みついた癖のように苦し紛れで炎を繰り出してしまう。秀之の進行と視界を阻むような炎の壁、最大最強の防御壁。それが神藤の周囲を覆った。

　そこで秀之は――止まった。

　それを見た神藤の表情に疑問が浮かぶ。

　そう、なぜ止まる必要があるのかと。炎は効かないはずではなかったのか。事実、最初に炎を放った時は、消しているのだから。

　炎が効かないはずの秀之が炎の壁を前に止まる理由。それは少し考えればわかることだった。焦っていたことで、正常な判断ができなかったのかもしれない。

　最初、炎が効かなかったのは、間違いないはずだ。しかし、秀之の纏まとう結界は――。

「その結界は、何かしらの制限があったんですね？」

　神藤の推測に秀之の表情が僅かに曇る。当人が気付けないほどの本能的な反応だ。

　それを神藤が見逃すはずもない。神藤の口元が妖しく吊り上がった。
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　破れない異能が存在しては、それを破るというカタルシスを得ることはできない。物語という架空からなる異能は、その性質上、何かしらの弱点や制限を抱えているものがほとんどである。

　暎那に張ってもらった結界、熱　遮　断サーマル・フイルタリングも例外ではない。神藤の指摘通り制限が存在する。

　その制限とは、一定量の熱までしか防ぎきれないことだ。炎を受けるたびに弱まり、何度も炎を受け続ければ最後には破壊される。温度の高い強烈な炎であれば、それこそ一回だけしか防げない。

　そんな回数制限がある中、最初に炎を受けたのは、神藤に『炎を使っても意味がない』と思い込ませるためだ。軽々しく暎那に能力インストールをしたことや、熱　遮　断サーマル・フイルタリングについて説明したのも、結界に対して説得力を持たせるために他ならない。実際に神藤はその策略に嵌はまり、炎を使わなかった。

　もっとも、その策略も明らかになってしまえば、意味を成さない。

　――まだ追い詰めてないと思ったんだがな。

　秀之としてはまったくもって遺い憾かんだろう。騙だまし続け、炎を出させないまま決着を付けたかったのだから。ただひとつの留意点、『極限まで追い詰めた時に無造作に出される炎』さえ上う手まく捌けば押し切れると考えていた。しかし、思っていた以上に神藤は追い詰められていたらしい。神藤の怪我は秀之を戦いで有利にすると同時に、神藤の精神的な部分に微かすかな食い違いを生じさせていた。

「先入観とは恐ろしい。まんまと騙されてしまいましたが、種がわかれば炎を使わない理由はありません」

「炎を本能的に避けただけと考えることも可能なはずだ」

「それはないですね。私の炎を受けた時、あなたは身み動じろぎどころか、目を瞑ることすらなかった。今回は反射的に避けたのではなく、意識的に避けたはず。そして避ける必要があったということは、その結界がすでに消失しているということです」

　神藤は確信したように言って、目の前の空気を払うように腕を振る。

「来なさい。ムスペル」

　神藤の前の空間がまるで陽炎のように屈折した。陽炎の中心に灯火が点ると、すぐにその炎は激しく猛り、燃え上がる炎の魔神が形成される。

　その魔神に秀之は目を見張った。実際に見るのは初めてだが、その炎の威圧感はまさに魔神と呼ぶにふさわしい。

「……制御できているんだな」

　それを見て、秀之はぽつりと漏らす。魔神の様子に納得ができないのだろう。

　魔神ムスペルは神藤の切り札だが、ゲーム中では終ついぞ制御ができなかった。ゲーム内のルートによっては、バッドエンドまで引き起こすリスクを孕はらんでいる。

　ところが今の魔神は暴れる気配などなく、忠実な従者のように命令を待っていた。ゲーム中、一度も見なかったシーンだが、おそらくはこれが理想の姿なのだろう。

「ええ。制御可能になりました。先程の言葉をそっくりそのままお返しします。……八年間は長いんですよ」

　神藤はそれを誇ることもなく、ただ苦しそうに言う。

「これは、そんな時間が経てば解決できるような異能だったか……？」

　ゲーム中に完全な解決方法など提示もされていない。神藤が魔神の制御に対して未熟ということもあり、精神的な鍛錬で数秒の制御は可能にしたがそこまでだ。

「制御の仕方なんか、弄いじればいくらでもありますよ」

　その言葉は、溜息と共に吐き出された。この現実に絶望しているような深い溜息。

「弄る？」

　聞き慣れない言葉について秀之が尋たずねようとしたが、それは魔神の拳によって遮られる。顔面を狙うその拳を、秀之は大きく避けた。

「これ以上、話すことはありません」

　魔神を操りながら神藤が冷徹に言い放つ。

　秀之は余計な思考を隅に追いやり、魔神の攻撃を避けることに集中した。まるで鞭のような炎の攻撃は、避けることしかできない。視界のあらぬ方向から、いきなり襲ってくるのだから、まったく気を抜けなかった。変幻自在の攻撃を捌く経験は、そう多くないため、予測もほとんどできない。それ故ゆえに紙一重で避けるなど、ほとんど不可能だった。結果、必要以上に大きく躱すことになる。

「ムスペルの炎だけに気を取られていては危険ですよ」

　間断なく続く魔神の攻撃に加え、神藤は秀之の逃げ場所を狭めるように炎の球を投げつけた。絶え間ない炎の攻撃に、秀之はあっという間に逃げることしかできなくなる。

　とはいえ、秀之には仕切り直すような手段も取ることができない。秀之の体では超身体能力を持っている神藤のように大きく後ろに跳んで距離を開けることもできないのだ。

　――もはや、打つ手はひとつのみ。

『避ける必要があったということは、その結界がすでに消失しているということです』

　秀之の脳のう裏りを掠かすめる神藤の台詞せりふ。しかし、それは彼女の思い込みだ。

　ゲーム中で提示されていた熱　遮　断サーマル・フイルタリングの許容量。そして、神藤の炎やムスペルの熱度情報。それらを照らし合わせることで、あるひとつの事実が浮かび上がる。

　――結界はあと一度、耐えることが可能な計算だ。

　炎を突破して、神藤を攻撃するという選択も取れた。しかし、先程の状況は神藤の位置や体勢に不明な点が多すぎた。結界がなくなったことを見抜かれたら、炎を防ぐ術すべのない秀之に勝ち目はない。

　つまり、残り一回の結界で、慎重に、しかし確実に神藤を倒す必要があるのだ。

　しかし、今ならば神藤は『結界がない』と思い込んでいるのだ。残った結界で、魔神を消されれば平静ではいられないはず。

　秀之は意を決して大地を蹴った。そして一直線に神藤へと向かっていく。

　当然、すぐさま目の前に魔神が立ち塞がった。しかし、秀之は頭を両腕でガードした体勢で、自ら魔神へと跳び込む。その体はすぐさま炎に飲み込まれた。

「………」

　神藤が秀之の自殺行為にしか見えない行為に訝いぶかしげな顔をする。だが、それは自殺行為などではない。秀之を飲み込んだ炎は、秀之の纏う結界によって魔神ごとあっという間に爆ぜ、消失した。

　魔神が消えたことに神藤は意識を逸らされ、防御が遅れるはず。

　――この一撃で決める！

　結界のなくなった今、これが秀之にとってのラストチャンスだ。次の攻撃などまったく考えていない。秀之は右腕を引き絞り、神藤の水月を穿うがつように拳を放った。




「そう来ると思いましたよ」




　神藤の冷静な声が秀之の耳に届く。そして、秀之の渾こん身しんの一撃は呆あつ気けなく掌で止められた。

「……ようやく焦ってミスを犯してくれましたね。私が何も考えず、『結界は消失している』などという希望的観測を口にすると思いましたか？　もちろん結界が残ってるかどうかなど私は認識できませんが、警戒さえしていればムスペルを突き破ってくるぐらいのことは予測できます。予測さえできていれば、致命的な隙など見せませんよ」

　秀之は、神藤に『神藤は結界がないと思い込んだ』と、逆に思い込まされていたのだ。

　――勝負を焦った俺のミスだ……。

　結界が破壊され、神藤はほぼ無傷で健在。秀之にとって、最悪と言える状況だった。

　秀之の頭に最大の警鐘が鳴り響く。同時に、秀之は強烈な悪お寒かんを感じ取った。すぐさま全力で後方へと跳ぶ。

　しかし、刹那の遅れが致命的だった。神藤の回し蹴りが秀之の腹部に突き刺さる。

「があっ……!!」

　秀之は派手に吹き飛び、背中から地面へと落下した。

　後ろに跳ぶことで多少は衝撃を受け流せたはず。だというのに、痛みがひどくすぐには立ち上がれなかった。意識だけは刈り取られていないが、全身の神経に感覚が行き渡らなくなっている。

　神藤がゆっくりと秀之へと近づき、足下に立って冷酷に告げた。

「負けを認めるのであれば、ここで終わりにできますよ」

　もう戦う力がないと察したのだろう。その声には、優しささえ滲にじみ出でていた。

「………………冗談じゃ、ない」

　痛みを堪え、秀之は拒否する意志を口にする。

　神藤は秀之が諦めてくれなかったからか、少しだけ無念そうな顔を浮かべた。しかし、思いを振り払うように頭を振る。そして、その手に炎を発生させた。

「……そうですか。では完膚なきまでに叩きのめして、負けを認めさせるとしましょう」

　腕を掲げたその上で巨大な炎球が燃え盛っている。直径二メートルほどの巨大な火。

「賭けのこともありますので命までは奪いませんが、今後の生活が不自由になることは覚悟してください」

　神藤が無慈悲に、その手を振り下ろす。炎が、秀之目掛けて落下し始めた。

　秀之には防ぐ手立ても避ける時間もまったくない。その炎は瞬きする間に秀之を容よう赦しやなく燃やすだろう。

　――だが、まだ動ける……！

　今すぐ神藤の意識を喪失させる、あるいは集中力を完膚なきまでに乱せば炎は消える。秀之に残された行動は、炎に焼かれて動けなくなる前に神藤の意識を落とすことのみだった。

　この身が燃え尽きようとも、せめて弱体化、あるいは足止めをしなくてはならない。少しでも、彼女たちが見つかる時間を遅らせるために。

　動かない体が少しでも動けるように心の中で叱しつ咤たを繰り返し、秀之は決死の思いで炎の奥にいる神藤に向かって腕を伸ばした。炎の熱が秀之の腕を容赦なく、浸食し――。




「秀之！」




　突如、自身を呼ぶ声が耳に届く。そして、気付けば視界に見えていたものが、まるで場面が切り替わったかのように一変していた。

「え……」

　視界を覆い、眩しいほど燃えさかっていた炎の球が完全に消えている。その代わりに、伸ばした腕の先には心配そうな暎那の顔があった。

「暎那、ちゃん……？」

「間に、合った……」

　ポツリと暎那の口から、そんな声が漏れる。

「――癒しの霧ヒーリングミスト」

　暎那の手が、秀之の体を頭から足まで擦っていく。その手に癒いやされるように、秀之の体から痛みが消えた。能力インストールで使用できるようにした『クラウディオ』というキャラクターが持つ回復用の異能だ。

　秀之はすぐさま立ち上がって周囲の状況を確かめる。あの状況の秀之が無傷で助かるには、瞬間移動を使うしかない。

　そして、その推測を裏付けるかのように、今まで秀之の傍そばにいたはずの神藤が二十メートル以上先にいた。その足下では炎が燃えている。すでに秀之がいないことに気付いているのか、顔をめぐらせて周囲を見渡していた。だが、まだ移動した場所までは気付いていない様子だ。

「ごめんなさい……。戻ってくるなって言われてたのに……」

　暎那の声は小さく、そして震えていた。年相応の子供のように言いつけを守らなかったことで怒られるのを怖がっているかのようだ。

　暎那がここにいるということは、愛子をどこかに置いてきているということだが、愛子が傷つけられないという確信があるからこそここに来ているのだろう。それを助けられた秀之が責めることなどできるはずもない。

　だから秀之は暎那の頭に手を乗せて、少しだけ強めに、しかし優しく撫なでる。そして、暎那だけに聞こえるように呟つぶやいた。

「謝るのはこっちだよ。ありがとうね。助けてくれて……」

　そんな秀之の謝罪に、暎那の表情が和らぐ。しかし、すぐに申し訳なさそうな表情で首を横に振った。

「元々は私のせいだから……」

「暎那ちゃんのせいじゃないよ。今回のことは、暎那ちゃんを利用したいって人たちが……」

「ううん。それでも……」

　暎那が何か呟こうとしたところで横やりが入る。

「そこでしたか」

　秀之と暎那が声のした方へと振り返った。神藤が秀之たちに向かって歩いているのを目にした暎那は、秀之の袖をぎゅっと摑む。

「一緒に、戦う……。本当だったら秀之の使う力を今は私が持ってる。だから……」

　それは自分が傷ついてもいいという宣言。そして、初めて見せる暎那の明確な意志だった。

　秀之は内心では嬉しく思ったものの、複雑な表情となる。小さな暎那に戦いをさせたくはないが、さりとて初めて見せてくれた強い意志を無下にしたくもなかったからだ。

「……じゃあ、ちょっとだけ助けてもらえるかな？」

　少し考え、秀之はそう口にする。ここが秀之の信念から折り合いをつけられる限界のラインだった。

　暎那は秀之の言葉にしっかりと頷き、その顔を綻ほころばせる。それにつられるように、秀之の表情も和らいだ。

「お話はすみましたか？」

　神藤の声が秀之と暎那の会話を遮る。神藤はすでに秀之と暎那のすぐ傍に来ていた。

「まさか、暎那嬢に助力を頼んでいたとは。さすがに予想の範はん疇ちゆうにはなかったですね」

「ちがう。私は私の意志で戻ってきただけ。秀之を助けるために……」

　暎那が毅き然ぜんと言い返す。それに対して、神藤は呆れとも諦めとも、どっちつかずの表情となった。

「……戻ってきていただけたのなら僥ぎよう倖こうです。今度こそ、連れて帰らせていただきます」

「やだ！」

　強い拒否の言葉を口にする暎那に次いで、秀之が口を挟んだ。

「暎那ちゃんもこう言ってる。それに、まずは俺との賭けを優先してもらおうか」

「そう、でしたね……。それでしたら、その賭けを早く終わらせましょうか……」

　少し覇は気きがないような声で言ってから、神藤は両手に炎を灯す。

　ふたつの炎は即座に大きくなり、一メートルを超す巨大な球となった。まともに当たれば、消し炭すらなくなるのではないかと思えるほどの火勢である。

「いきますよっ！」

　神藤がそのふたつの球を同時に投げた。どこにも逃げ場はない。

「――熱　遮　断サーマル・フイルタリング」

　しかし、暎那が小さく呟くと、炎は秀之と暎那に当たった瞬間に消え失せる。今の暎那は数多くの異能を宿しているのだ。炎など苦にもならない。

「く……」

　それを見て、神藤は苦々しい表情を浮かべる。暎那もいる今、生半可な炎が通じないことを感じ取ったのだろう。

「……え？」

　そして、神藤は戸惑った声を上げた。炎に当たった時にいたはずの秀之の姿がどこにもないのだ。暎那の姿もない。ふたりは忽然と消え失せていた。

　神藤は周囲を見渡すものの、目的の人物たちはどこにも見当たらない。

　逃げるわけがないのだ。しかし地上にはいない。だとすれば、いる場所は見当がつく。引き寄せられるように神藤が空を見上げると、ふたりは空中にいた。更地を覆い隠すシートよりもさらに高い場所だ。

　重力に従って、秀之と暎那のふたりが落下する。そのまま落下を利用した体当たりをしてくると、神藤は予測したのだろう。

「ならば、突き刺すのみ！」

　神藤の腕から剣のように青い炎が勢いよく噴出する。炎の球と違って投げることは不可能だが、その代わりに温度が倍以上の炎の剣だ。ゲーム中と同じ熱度であれば、暎那の張った結界、熱　遮　断サーマル・フイルタリングを一振りで破壊できる。

　その蒼炎の剣を、落ちてくる秀之たちを突き刺すように振り上げた。

　だが、手応えはない。落下中だったはずのふたりは、またしても消えてしまう。

「どこに……」

　その答えはすぐにやってきた。いつの間にか、神藤の真正面に体勢を低くした秀之が構えていたのだ。いきなり真正面に瞬間移動されるとは思っていなかったのか、神藤の表情に焦りが浮かび上がる。その焦りからか、手に宿った蒼炎の剣は消えた。

　真正面の秀之が、神藤の襟を摑む。そのまま襟を引っ張ると、神藤の体勢は前屈みに崩れた。そして、自身の体を開きながら神藤の股に右足を入れる。柔道の技である内うち股またの体勢に入った。

「くっ……！」

　神藤は背負い投げで投げられそうになった時と同じように、身体能力に任せて無理矢理つま先で自ら跳ぼうとする。

「――フェッセルその歩みを束縛する疾風！」

　だが、足が不可思議な感触に縛られ、それができない。その足には不可視の旋せん風ぷうが巻き付いていた。それは、暎那の使った『大気を操る異能』。相手を転ばせる時などにも使える、大気による束縛だ。

　束縛によって神藤は跳ぶタイミングを完全に逸してしまった。そして束縛が解けたその時、秀之の右足が一気に跳ね上がる。

　神藤の体が華麗に宙に舞った。

　神藤はそのまま地面に背中から落とされる。どうにか受け身を取ったが、衝撃で呼吸が僅かに止まり、その間に秀之は神藤に馬乗りになった。そして腕を交差させて襟を握る。柔道の絞め技でもある十字絞めの体勢だ。

「このまま絞めれば意識を落とせるが、どうする？」

　神藤はまだ抵抗もできただろう。しかし、それを無駄と悟ったのか首を振った。

　能力インストールをされている暎那がこの場にいる時点で、その助力を受ける秀之にはまったく隙がないのだ。そこには歴然とした差が存在している。

「負け、ましたよ……」

　そして、素直に負けを認めた。

　暎那が戻ってきた時点で、神藤は賭けに勝つことを諦めていたのかもしれない。

　しかし、なぜか、その表情は清々しかった。













「夜空は、いつも変わりませんね……」

　激しい戦いも終わり、仰あお向むけのまま神しん藤どうは感慨深く呟つぶやいた。それは自身を倒した秀ひで之ゆきに向けたものなのか。それとも、ただの独り言だったのかはわからない。

　秀之はその唐突な独り言に導かれるように頭上を見上げた。秀之の隣に佇たたずむ暎えい那なもまた秀之の真似をするように空を見る。

「……そうだな。八年経とうと、まったく変わらない」

　夜空を満足がいくまで眺めてから、秀之は倒れている神藤を見下ろした。

「とりあえず、賭かけは俺の勝ちだ。もう愛あい子こも暎那も付け狙わないでもらおう」

「その約束を私が守らないという考慮はしなかったんですか？」

「……ゲーム中でのあなたの人柄を信じる。彼女なら約束を破るような真似だけはしないはずさ。夜空と同じように、変わらないものもある」

　言ってからキザったらしい言い回しだと自覚したのか、秀之は照れたように鼻を掻かく。

「そういうことを言うと、あなたの詰めの甘さを露ろ呈ていしたも同然ですよ。口約束など、何の保証にもなりませんからね」

「それをあなたに言われたくはないな。あなたに詰めの甘さや躊躇ためらいがなければ、俺や義よし人ひとはとっくに殺されていたはずだ。あなたは、自分自身の行動に納得をしていないだろう。どこかで無理をしていたはずだ」

　神藤は言われたことを自覚していたのか、何も反論をしなかった。

「あなたは誰か――いや、あなたを呼び出した『カスタマー』に嫌われることを恐れているんじゃないか？」

　未いまだに彼女の『カスタマー』は秀之の前には現れない。というよりも、その『カスタマー』の影を神藤から感じないことに、秀之は以前から違和感を抱いていた。

　秀之が今まで見てきた架空のキャラクターたち『ビジター』には、必ず傍らに彼らを現実に投影した『カスタマー』がいる。物語を紡つむぎ、苦難の道を経て築かれた主人公とヒロインの絆きずなは、切れることがないというかのように。

　では、彼女の傍に『カスタマー』がいないのはなぜか。そして、なぜ彼女は『電でん子し妖よう精せい』に肩入れするのか。想像した内容が、あまり軽々しく語るようなものではないために、秀之は口くち籠ごもる。

　だが、神藤は秀之の心情を察したかのように答えた。

「ええ、そうですね。私は、『彼』に嫌われるのを恐れています。事を成し、彼がまた戻ってきた時に、合わせる顔がなくなっていたらと考えると……怖くて仕方がない」

「やはり、あなたが『電子妖精』に協力している理由は……」

「お察しの通り、私は自身の『カスタマー』である南な雲ぐも裕ゆう悟ごに戻ってきて欲しいだけです。愛子嬢も巻き込まれた、あの八年前の事故で行方不明になった、私が護るべき大事な恋人に……。遺体も見つからず、死亡扱いになってしまってますが、きっと……」

　神藤は淡々と語っているが、その声は少しだけ震えていた。

『カスタマー』がすでにいないというのは秀之としても予想していたが、あの八年前の事故が関わっていることは予想外だった。つまり、彼女もあの事故で人生を狂わせたということになる。

「私自身は『電子妖精』の目的である歪ゆがんだ世界を正すということに興味はありません。しかし、そのために使う手段はあまりにも甘美な響きを持ってました。彼らの語る『銀の弾丸シルバーブレツト』はまさに魔法だったんです……。そのために私は、文字通り魂たましいを売りました。それでも、最後の一線だけはどうしても超えられなかった。暎那嬢を襲うのも、愛子嬢を襲うのも、どうしても躊ちゆう躇ちよが……。本当に……、私は半端な真似しかできない……」

　神藤の口ぶりは、まるで懺ざん悔げのようだった。さらに言えば、救いを求めているように切ない声色。しかし、彼女は『電子妖精』にその救いを求めてはいない。あくまで『フェアリーテールシステム』という『銀の弾丸シルバーブレツト』に求めているのだ。

　ふと秀之の表情に不安の色が浮かぶ。

「……この会話、聞かれてるんじゃないのか？」

「大丈夫ですよ。もう盗聴器は外していますから……。私が何を言ったところで、聞こえてはいないはずです」

「そうか……」

　それから秀之は少しの時間、目を瞑つむって思案した。そして、すぐ決心したかのように、目を開く。

「今更だが賭けの内容を変更しよう。愛子と暎那ちゃんに手を出すな、じゃなくて、俺と一緒にフェアリーテールシステムを追究する、ということにしないか？」

　いきなりの提案に、神藤は一瞬混乱した。この人はいきなり何を言っているのか、そんな内心が神藤の表情から窺うかがえる。

　しかし、秀之は本気だった。神藤に対して、同情がないと言ったら噓うそになる。打算がないと言っても噓になるだろう。ただ、悲しそうな彼女をこのまま放っておけなかった。

　秀之は常に同じような境遇の人たち――『カスタマー』と『ビジター』たちを手助けしてきている。もちろん、フェアリーテールシステムの情報集めという側面も多分に含まれていたが、苦しんでいる人を放っておけないのも本心だった。

　神藤の事情を知らなければ、捨て置いたかもしれない。だが、秀之はもう知ってしまったのだ。

「……高たか橋はし秀之さん。それは、本気で言ってるんですか？」

「冗談は言わない。暎那ちゃんが嫌だって言ったらやめるけど。暎那ちゃん、どうかな？」

　選択を求められた暎那は、肯こう定ていするように頷うなずいた。

「秀之が、そう言うなら、そうするのがきっと正しい……」

　暎那の口ぶりは、秀之に全幅の信頼を寄せているように聞こえる。そして、暎那に昨日のような怖がる素振りが今は微み塵じんもない。どういう理由で暎那が神藤を怖がっていたのかは不明だが、暎那はまっすぐ神藤を見ていた。

　そんな救いに、神藤の表情は驚きから一転、憂いに満ちたものとなる。

「……ですが、ここまであなた方に非道な行為をしてきたのに……。私にはもうそんな道を進む資格が残っていない……」

「そんなことは絶対にない。あなたは今、『銀の弾丸シルバーブレツト』について話したな」

　神藤は口を挟まず、一度だけ頷いた。

「ソフトウェア工学に関してフレデリック・ブルックスは『No Silver Bullet銀の弾丸などない』と言った。だが、こうも言っているんだよ。『王道はないが、道は存在する』とな」

　神藤は秀之の言葉に、静かに耳を傾ける。

「どれだけ道が塞ふさがれても道はどこかに存在すると俺は思ってる。目的を果たすべき道は絶対にあるんだ。もちろん道を歩いた先に何があるかなんてわからないさ。その結果が良いか悪いかすらわからない。だけど、道がどれだけ険しくても、歩いてさえいればいつか必ず終わりに辿たどり着つく。それに別の道に進むことだって自由だ。さて、あなたが今進んでいる道はどうだ？」

　元々、彼女は他人に犠牲を強いることのできる性格ではない。犠牲を厭いとわない『電子妖精』に入って、無理に無理を重ねてきたはずだ。

「『電子妖精』を裏切れ、と？」

「……俺はひとつの道を提示しているに過ぎない。ただ、今の『電子妖精』があなたにとっての居場所とは思えないと思っているだけだ」

「居場所ですか……」

「『電子妖精』を抜けて俺と共に歩むのもいい。自分ひとりで道を進むのでもいい。もし、あなたが自分自身で道を探し、誰も傷つけないというのなら俺はあなたに協力は惜しまない」

　思いがけない秀之の言葉に、神藤の心には疑問が浮かぶ。

「なぜ、そこまで言ってくれるのですか？」

「ただの性分だよ」

「私は、あなたの大切な愛子嬢にいらぬことを吹き込んだというのに……。義人様も傷つけているのですよ」

「それを許すつもりはない。だが、ふたりの事を自省する意識があるなら償つぐなってくれ」

　神藤は、即座に返答ができない。

「よく考えて欲しい。自分自身の歩むべき道を。だから、まずは俺の手を取れ。それをあなたのもうひとつの始まりにしよう。あとのことはそれからゆっくりと考えればいい」

　神藤の眼前に、秀之は手を差し出す。

　それを神藤は少しの間、眺めて――自らの手で摑つかんだ。

「負けましたよ。すべてにおいて……」

　神藤は秀之に向かって小さく呟く。しかし、その声に悔しさは微塵も感じられない。そしてその表情は、ゲーム中に時折見せる魅力的な微笑だった。







　街灯が光を発しているだけの薄暗い路地に、突如暎那と秀之が出現する。そして、その傍らには暎那と手を繋いでいる神藤もいた。秀之が暎那に頼んで一緒に連れてきてもらったのである。

　神藤を連れてきたのは、裏切った人間を『電子妖精』が許さないとしたら、神藤の身が危険となるからだ。神藤は最初遠慮をしたが、秀之が念のために自宅に来いと強引に説得した。

「あっち」

　暎那がそう言って、路地の奥へと顔を向ける。三人はそれぞれ愛子に向かった。

　愛子は壁に寄り添うように静かに眠っており、その周囲は陽かげ炎ろうのように揺らめいている。秀之が愛子に向けてそっと手を差し出すと、その途中でバチッと火花放電のような音が爆はぜた。

　暎那が張った結界、防御結界プロテクシヨン・スフイアだ。

「うん。ちゃんとできてる。ありがとうね」

　秀之が感心したように暎那を褒ほめると、暎那は恥ずかしそうにこくりと頷く。頰ほおが若干赤みがかっており、褒められたことに照れているようだ。

　神藤もその結界を見て、感嘆の溜息を吐ついた。

「こんな結界まで張れるのですか……。私に対してこの結界を使わなかったのは、結界自体を動かすことができないから、でしょうか？」

「察しがいい。とはいえ、動かせはしなくとも、現時点で能力インストールで使える、もっとも外部との遮断性が強い結界なんだ」

　そう神藤に説明したあと、秀之は改めて愛子を見て気付く。先程は確認できなかったが、愛子の胸の上に、白い封筒が置かれていた。

「……暎那ちゃん。あれに見覚えはある？」

　暎那はふるふると首を振る。そして、「あんなのなかった」と付け足した。

　秀之が「結界を解いてもらえるかな？」と頼むと、暎那は手で複雑な印を結んで聞き取れない言葉を呟く。すると、愛子を包んでいた陽炎が揺らめき、上から斧おので割られたように開いていった。

　秀之は封筒を取って、中身を確かめる。中に入っていたのは便びん箋せんだ。

『次は負けないよ？　ｂｙ冩しや取とり晶あきら』

　秀之は背筋が凍った。便箋に書かれていたのは、短い文だというのにだ。

　先程まで結界は正しく稼働していた。秀之の腕を阻んだのだから、暎那に落ち度はない。だというのに、結界の中にこの封筒は存在していた。

「一筋縄ではいかない、ということか……」

　秀之は、誰に言うでもなく囁ささやく。そして、この手紙の差出人を文面から『電子妖精』に所属する、件の開発者だと本能的に感じ取った。

　神藤がそれを覗のぞき込こみ文面に目を通すと、はっと息を呑む。その反応に秀之は相手を確信した。

「こいつが、例の、天才か？」

「……ええ。私も声だけしか聞いたことはありませんが……。冩しや取とり晶あきらと名乗っておりました」

「答えてもらえるのなら教えてくれ。こいつは『カスタマー』か？　『ビジター』か？」

　秀之がそう尋たずねると、神藤はごくりと息を呑み込んで答えた。

「『カスタマー』です。……自称ではありますが」

　この手紙が、どういう手段で置かれたものかはわからない。神藤の言う通り『カスタマー』だとすれば、ゲームキャラの能力を宿して置いたと考えられる。ただ、それ以外に、秀之たちの家の電気を容易に止めてもいた――この天才の能力が現時点ではまったく見えてこない。

　そして、短い文面からわかるのは、この天才がまるでゲームを楽しんでいるかのようだということだ。掌てのひらで踊らされたかのような気持ち悪さが、秀之の心の中に満ちていく。

　この天才の意図を探るものの、秀之は今持っている情報だけでは答えの出ないことを考えるのは時間の無駄と悟り放棄した。

　悩む秀之に、暎那は横から袖を引っ張り、「どうしたの？」と心配そうに尋ねる。

「……いや、なんでもないよ」

　――いくらでも来ればいい。今度は、その余裕を打ち砕いてみせる。

　眼鏡をかけ直し、秀之は暎那に悟られないように拳こぶしを強く握り込んだ。







　秀之たちは眠る愛子を連れて、ようやく帰宅する。暎那に瞬間移動を使ってもらったので、ほとんど苦もなく帰ることができたが、全員が疲労困憊だった。

　しかし、秀之と暎那にはまだやらなければならないことが残っている。ひとつは義人の安否の確認、だったのだが、

「救急車で病院まで搬送されたのは確認しています。致命傷は与えてませんので、命に別状はないかと。回復には時間がかかると思いますけど……」

　神藤がそう秀之に伝えたことで、やるべきことはひとつだけとなっていた。

　秀之は、そっと愛子をソファーに横たえる。

「さて……。じゃあ、暎那ちゃん。最後のお仕事をお願いしていいかな？」

　愛子を心配そうに見つめていた暎那は、しばし逡しゆん巡じゆんのあと秀之へと尋ねた。

「本当に、いい……？」

　すでに秀之からやるべきことは聞いている。だが、それが良いことなのか悪いことなのか、暎那には判断がつかないのだろう。

　しかし、秀之の意志はすでに固い。秀之は迷うことなく頷いた。

「……いつか、話す時は来るのかもしれない。だけど、少なくとも、今フェアリーテールシステムのことを知って欲しくないんだ」

　愛子が真実を知れば自分自身に十字架を課すだろう。

　秀之の脳のう裏りをよぎるのは、

『また、誰かを犠牲にして、あたしだけ助かりたくねぇよ……！』

　少し前の絶望を覚えたかのような顔色と悲痛な声。その声が、秀之の心を締め付ける。

「……愛子は何ひとつ罪を犯していない。あの事故に巻き込まれたのも、不幸な成り行きに過ぎないから。だけど、それを訴えたとしても、愛子は非難されるべき俺を咎めずに、きっと自分自身を責める。自分の過失でもないのに、罪悪感なんか背負って欲しくないんだよ。どこまでいっても、俺の我が儘だけどね……」

　秀之が真面目に答えると、暎那は少し納得がいかないようではあったが、ゆっくりと頷いた。続けて暎那は愛子の額ひたいに手を乗せる。

「――記憶代替メモリーロンド」

　そして、インストールされている能力、『記憶代替』を使用した。『メモリーロンド』というゲームにおいて『神かむ座くら緑みどり』というキャラが持つ、任意の記憶を消去し、その箇所に不自然のない日常的な記憶を埋め込む異能だ。

　暎那の手が淡く光を発し始め、手の甲に愛子の見てきた風景が浮かび上がる。義人と校門前で出会い、過去の記憶を見せられ、最後に路地裏の映像が映し出された。それらが愛子が今日、見てきた光景であり、これから消される記憶である。

　――愛子。本当に、ごめん……。

　秀之の表情を見て、神藤は決まりが悪そうに頭を下げた。

「本当に……」

　神藤が謝罪を口にしようとするが、秀之はそれを遮るように口を挟む。

「もういいんだ。ただ、当時の光景を見させたことを愛子に謝ったりしないでほしい。記憶を刺激すると、消した記憶が一部蘇って混濁する可能性もあるんだ」

　神藤は静かに頷き、自身の行為を後悔するように唇くちびるを嚙んだ。

　――愛子。……ごめん……。

　秀之は心の中で、再度謝る。

　過去の真実を知らされ、どれほどの責め苦を自身に課しただろう。そう思うと、秀之はどうしても当時の記憶が蘇ってしまう。今でも当時のことは、秀之の心を苛さいなんでいた。




　八年前――。

　当時、様々な人を巻き込んだ未み曾ぞ有うの交通事故が発生した。それぞれ三車線、計六車線の車道で起きた、人通りも多い歩道まで巻き込んだ悪夢の玉突き事故。

　ブレーキが利きかなかったかのように、衝突。エンジンが爆発したかのように、炎上。ハンドルが勝手に動いたかのように、ガードレールに激突。

　死者、七十八名。重軽傷者、百二十六名。主だった原因は未だ不明。実際にその起点となる瞬間を見た人間がいないため想像に頼るしかなかったのだが、事故現場を見た人たちは口を揃えてこう語った。

「車が同時にトラブルを起こして、暴走したようにしか思えない」

　まともな事故ではなかった。事故を起こした五十台の車は、例外なくすべて全損。誰が誰を轢ひいたのかなど、まるでわかるはずもなく、責任がどこにも問えない。その上、前代未聞の事故ということで、原因も探りようがなかったのだ。

　そして、この交通事故は、自然災害のように取り扱われることとなった。




　その事故当時、愛子は中心となった現場にいた。奇跡的に息があり、すぐに病院へと運ばれたらしいが、愛子の容態はまだ生きているのが不思議なぐらいだったとのことだ。

　学校で連絡を受けた秀之は、即座に病院へと向かった。戦場のような病院内を駆け抜けて、ストレッチャーに乗って放置されたまま、今にも消え入りそうな呼吸をしている愛子の手を秀之は強く摑んだ。それは、まるで魂を現世につなぎ止めるかのような行為。医者に匙さじを投げられていようと、とにかく夢中だった。

　そこから先、何を口走ったか、秀之はほとんど覚えていない。

　ただ、「生きたいと願ってくれ!!」と言ったことだけは、はっきりと記憶している。

『愛する人の切なる願いを形にする』。それは、フェアリーテールシステムでゲームを投影した時に得た、主人公が持つ、たった一度きりの奇跡の力。

　愛子は無意識の中で、生きたいと願ったのだろう。その願いを受けて、秀之の中に宿っている奇跡の力は発動した。

　その奇跡は、愛子の死にかけていた体をまるでビデオの逆再生を行うように回復させたのである。死神を嘲あざ笑わらうかのように生命の危機を脱したのだ。

　だが、そんな奇跡も前代未聞の交通事故による大混乱と、はっきりと目にした者がいなかったことにより、ほとんどの人間に追及されることなく収束していった。

　ただしかし、『奇跡』が起こったという噂うわさだけが世間に根強く残り、愛子はもっとも被害の大きかった交差点からの生存者として取り沙汰されることとなったのだ。




　だが――その奇跡は代償として、別の悲劇を生んだ。

　秀之に宿っていた力、『愛する人の切なる願いを形にする』という奇跡は、生涯一度きりしか使えないという設定が存在する。秀之の投影した物語において、意識を失った紅くれ沢さわ紫し乃のを救う奇跡とは、この力だったというのに――。

『さよなら、秀之……。私のことは、忘れてくれると……。ううん、迷惑がかからない程度には、覚えておいてくれた方が嬉しいかな……。季節が巡るごとに、ああ、こんなやつもいたっけな、って程度でいいからさ……』

　奇跡の力を失った秀之に紫乃を助ける術すべはなく、紫乃はそのまま意識を喪失し、眠りについた。それからシナリオは終わりを迎えることもなく、八年という年月は、止とどまることなく過ぎていった。

　秀之は今でも思う。

　――他に手はなかったのか。

　紫乃を眠らせないために。

　――何かできたのではないか。

　自分自身の力で。

　その強い後悔が、フェアリーテールシステムを追い求める秀之の原点となっていた。







　愛子の記憶改変も終わり、秀之と暎那は座布団の上にそれぞれ座っていた。神藤はすでに疲労が限界に達していたのか、両親の寝室に案内するなり眠りについている。残った秀之と暎那は静かなリビングで、特に何をするでもなく寝ている愛子を眺めていた。

　その間、家には義人から電話がかかってきて、お互いの無事を喜んだ。義人が死ぬわけがないと思っていた秀之だったが、声を聞いて自然と安あん堵どの溜息が漏れる。

　顚てん末まつを語り合い、お互いの状況把握がすんだところで、秀之はぽつりと礼を言った。

「義人。お前のおかげで死なずにすんだ。ありがとう」

『お礼だったら、暎那ちゃんとのデートでいいぞ』

「今後のことについては明日見舞いに行って話す。これからもよろしくな☆」

『スルーかよ!?　しかも、爽さわやかに！』

　義人のお願いを完全に黙殺し、電話を切ったところで、秀之は再び寝ている愛子を見る。もうここで愛子を寝かせる必要はどこにもない。部屋で寝かせなければならないのだが、愛子の寝顔を眺めているうちに、妹が無事に戻ってきた感慨が湧いてきた。

　自慢の妹。可愛い妹。守るべき妹。秀之からすれば、かけがえのない妹だ。眺めているうちに、秀之の表情は穏やかになっていた。こんな風に妹の寝顔をじっくりと見る機会などそうそうない。ついついその顔に見入ってしまう。

　同じように暎那も秀之の隣で愛子を眺めていたが、少し眠そうに目を瞬しばたたかせている。もう深夜ということもあってか、疲れで眠くなってしまったのだろう。

「眠いんだったら寝たほうがいいよ？　夜更かしは体にも悪いからね。部屋に戻ろうか」

　暎那が能力インストールを行ってからそろそろ一時間。もう能力が消える時間だ。

　秀之の声に暎那ははっとして、気け怠だるげに首を振った。暎那は愛子が起きるのを待ちたそうだったが、もう限界のようだ。暎那の目ま蓋ぶたがゆっくりと下りていく。そんな暎那を、秀之は微笑ほほえましく見ていた。

　そして、ゆっくりと、暎那の瞳が、閉じられた次の瞬間――。

　暎那の目蓋は勢いよく再び開かれる。開かれた暎那の瞳は、先日見たときのように虚うつろになっていた。

「同期確認。ルートフィックス。ゲートデバイスフィックス。転送安定」

　暎那の声で、暎那ではない規則正しいアナウンス。以前、一方的に秀之へ依頼をしてきた時とまったく同じだった。あの時と違うのは、ノイズがほぼ存在しないクリアな音声だということだ。

「戸籍名義。高橋秀之確認。相違ないでしょうか。返答を求めます」

　秀之はまたしても自身の名前を読み上げられた。しかも今回は意い思し疎そ通つうまで求められている。

「……ああ。合ってる」

　秀之は、逸はやる気持ちを抑えてどうにか同意だけに留めた。相手が相手だけに、冷静でありたいが、千載一遇の機会にどうしても神経が高ぶってしまう。

「私はフェアリーテールシステム、最上位ＡエーＩアイがひとつ〝オクトー〟と申します。よろしいでしょうか」

　秀之は話を促すように頷いた。

　これが本物だという保証はないが、元より今の秀之に選択肢はない。仮にこれが偽者だったとしても、関係はない。すべてを聞いた上で判断すればいいことだからだ。

「ありがとうございます。時間がありませんので、リンクが切れてしまう前にできる限りのお話をしたいと思います」

　そして、暎那に宿った〝オクトー〟は、秀之の返答を待たずに語り始める。

「まずは、Ｎｏ．８７を守護してくれたことに、心より御礼を」

　Ｎｏ．８７。ふと、神藤の言葉を思い浮かべた。

『ログの解析によると『Ｎｏ．８７の管理ＡＩを人間として投影する』となっていたのです』

「Ｎｏ．８７……。暎那のことか？」

「暎那……。今はその名前でしたね。その通りです。あなたに保護していただいたおかげで、我々の目的も軌道修正ができそうです」

「目的？」

「説明をするのは時間がかかりますので省略させていただきます。ただ暎那は、そちらに投影される際、『電子妖精』にウイルスを打ち込まれてしまいました。それが原因となって目的を消去されており、その上私たちとの同期も不可能となっています。現在、暎那はスタンドアロン、つまりほぼ独立した存在になっているのです」

「じゃあ、今は？　同期をしているわけではない？」

「あなたの技術で今現在使用されている不可逆性アクセスルートをジャックし、リモートしているだけです。しかしこれは、そちらとのリンクが切れた時点で終了します。あなたの使うアクセスルートは非常に特殊で、見つけるのに時間がかかるために、規定時間内にジャックできる確率はごく僅かです。二度目はおそらくありません」

　現在、暎那は能力インストールによって、擬似的にフェアリーテールシステムと繋がっている。そのおかげでどうにか暎那を操ることができているのかもしれない。

　前回、暎那がノイズ混じりのトランス状態に陥ったのもデータベースを検索している時――つまり、フェアリーテールシステムにアクセスしている時だ。

　そして、秀之にわかったのはもうひとつ。

「しかし、暎那に打ち込まれたウイルスを取り除けば、同期はいつでも可能になると？」

「その通りです。我々の方でも対応策を講じているのですが、我々の手段は常に大規模になるため、そちらに大きな歪みを発生させてしまう可能性があります。元々、その歪みを修正するために、暎那を『真しん成せい顕けん現げん』でそちらへ投影させましたが、ウイルスを打ち込まれてしまったことで、我々に処理ができなくなってしまったのです」

「暎那がナンバリングされているということは、管理ＡＩは他にもいると推測できる。そっちをまたこちらに来させることは？」

「管理ＡＩをこれ以上、顕現させるのは不可能です。我々の意志がひとつになり、並列に処理できれば可能かもしれませんが、期待はできません」

　顕現させられない理由は今ひとつ不明で、秀之もすぐに考えをまとめることはできなかったが、相手の頼もうとしていることを察することはできていた。

「なるほど。では、暎那はまだこっちで預かるということだな」

「話が早くて助かります。あなたをフォローするための周辺環境の改変に、不備があったかもしれませんがご容よう赦しやください」

「……いや、必要最低限の環境にはなってる。問題はないはずだ」

　あの時の改変内容は、暎那を高橋家の養子にしたことだ。近所の人たちの記憶に齟そ齬ごはあったが、フォローできないことでもなかった。

　――そもそもあの改変がなかったら、もっと話は拗こじれていただろうからな。

「ありがとうございます。引き続き、あなたの力をお借りできれば幸いです」

「構わないが、こっちからの質問にも答えてもらえないだろうか？」

「もちろんです。残り時間は一分六秒ですが、できる限り答えましょう」

　たった約一分。それはあまりにも短い時間だった。しかし、提示された時間は有効に使わなければならない。重要度シビアリテイと優先度プライオリテイ、それらを天秤にかけて質問内容を頭の中で瞬時に並び替える。

「……質問には、基本的にＹＥＳかＮＯで答えてくれ」

「了解しました」

「あなた方には、意図的に現実を思い通りに操る意図がある？」

「ＮＯ」

「あなた方にも目的がある？」

「ＹＥＳ」

「その結果として、人に危害が加えられることがある？」

「ＹＥＳ」

「それを是としている？」

「Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ」

　その意味は、『別個』というものだ。秀之は眉を顰ひそめたが、質問を止めない。

「消えてしまったキャラクターは、別の場所に保存されている？」

「ＹＥＳ」

「フェアリーテールシステム自体は完成したシステムか？」

「ＮＯ」

「『カスタマー』を選ぶ基準がある？」

「ＹＥＳ」

「その基準は、性格？」

「ＮＯ」

「では、環境か？」

「ＮＯ」

　そこまで聞いて、秀之は今度はプライベートな質問に切り替えた。

「高橋愛子は今後、その生命や存在を脅おびやかされるか？」

「ＮＯ」

　この否定は、長年秀之の中にあった焦あせりを少しばかり軽くする。奇跡の力で愛子を助けたとはいえ、その力はフェアリーテールシステムに依存しているのだ。何かの拍子に、命を失うことだってあり得ない話ではない。秀之がフェアリーテールシステムを解析する理由のひとつは、愛子の命を保証し、護るためだ。

　もちろん、全面的に相手を信頼するかどうかは、もっと探る必要があるが、それでも今はその否定が聞きたかった。

　それから秀之は結果に浮かれることなく、次の質問をぶつける。

「あなた方は、紅沢紫乃を助けられるか？」

「ＮＯ」

　その答えに秀之は一瞬激昂しかけた。八年間が否定された気すらした。その失望はあまりにも深い。だが、先程〝オクトー〟が、自分たちの手段が常に大規模なものになると言っていたことを思い出す。たったひとりだけをどうにかする小規模な手段というのを持ち合わせていないのかもしれない。

　秀之は、いきり立つ心を理性で押さえつけ、質問の内容を少しだけ変更する。

「……紅沢紫乃を助ける手段はあるか？」

「ＹＥＳ」

　それを聞いて、秀之は安心したように溜息を吐いた。手段がないわけではないのだとすれば、あとはそれを自分自身で見つければいい。

　だが、質問がひとつ余計に増えてしまったこともあり、残った時間は少なくなっていた。聞きたいことはまだまだ山ほどある。

　――だが、優先度プライオリテイを考えれば、訊きくべき内容はこれしかない！

「フェアリーテールシステムとは一体何だ？　残りの時間を使って説明してくれ。ＹＥＳ、ＮＯじゃなくて構わない」

〝オクトー〟は、間を置かずに返答する。

「『限界関係』を打開する因子を見つけるためのシステムです」

「……『限界関係』？」

「『限界関係』とは、他人への興味をなくす現象のことを言います。自分以外の人間が見えないかのように他人と強い絆を紡ぐことができず、血を未来に残すことができなくなり、世界に対し微塵も影響を与えられなくなるのです。我々はその資質に近い人間を『カスタマー』として選出、その『カスタマー』が強い関係性を望める物語を投影し、世界が変貌したように見せ、その際に紡がれる強い関係性と感情の因子を記録しています。より強い関係を紡ぐ感情因子をもって、『限界関係』を打開する。そのために選択や困難が突きつけられると――」

〝オクトー〟の説明はなおも続く。重要なことを言っているのは秀之にもわかったが、言葉があまりにも不足していて理解が追いついていなかった。

「どういう意味だ……！　もう少し詳しい説明を――」

　秀之がそう説明を求めるものの、そこで暎那の目蓋は閉じ、そして電池が切れたようにこてんと秀之の方へと倒れ込んだ。

　質問を開始してからすでに一分以上が過ぎていた。能力インストールの時間が終わったのだろう。暎那は安らかに寝息を立てている。

「……重要なことを訊けなかったな」

　秀之は残念そうに眉を顰しかめるが、愛子や紫乃、暎那のことを訊けるだけ訊けて、それなりの手応えは感じていた。

　フェアリーテールシステムにも目的があり、そのために『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』ように仕向けていること。そして、それによって人に危害が加わることもあるが、あの〝オクトー〟は『Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ』と答えた。単語の意味から考えれば、フェアリーテールシステムの中に、人に危害を加えてもよしとする意思とよしとしない意思が存在しているということだろう。

　もちろん、まだまだ謎なぞはある。『限界関係』とは何か。『フェアリーテールシステム』とは誰が作ったものなのか。また、暎那が持っていた写真にはどんな意味があったのか。暎那が投影された目的、大きな歪みの修正。そして『真成顕現』という言葉。

　だが、それも追い追い調べていけばいいことだ。それに、暎那のウイルスを除去できれば、さらに詳しい説明を聞くことができるはずだ。

　やることは山ほどあるが、ひとつひとつ、片付けていけばいい。

　ただ……。

　――差し当たっては、愛子と暎那ちゃんをベッドの上で寝かさないとな。

　暎那を抱きかかえながら、優しげな表情を浮かべて秀之は内心で独りごちた。







　静かだった朝に突如、バン！　と扉を乱暴に開く音が響き渡った。

「ひ・で・ゆ・きぃ―――!!」

　次いで怒鳴り声が秀之の部屋に轟とどろく。それは紛れもなく怒った愛子の声だ。

「愛子、おはよー……」

　対して秀之の声は抑よく揚ようがない。寝起きで頭が回ってないのが、ありありとわかる。

　しかし、その気の抜けた挨拶は愛子の癇に障ったらしい。秀之はいきなり胸ぐらを摑まれて、上半身を無理矢理起こされた。

　いきなり頭を覚かく醒せいさせられた秀之の目の前には、顔を赤くして般はん若にやの如き表情を浮かべた愛子がいた。その装いは昨日着ていた制服のままだ。朝起きて、着替える前に秀之の部屋へと直行してきたらしい。相当、気が動転しているようだった。

「愛子……？　えっと……、どうしたのかな……？」

「どうしたのじゃねぇ……！　なんで暎那がお前のパジャマを着てるんだよ……！」

　愛子の言葉と共に、秀之の顔から血の気が引いていった。

　昨日の夜のことを思い返し、身の危険を感じた秀之は、すぐさま言い訳を頭の中で展開する。

「いや！　待って！　誤解！　確かに、暎那ちゃんの着替えを手伝ったけど、仕方がなかった！　服汚れてたし、寝ぼけて自分で着替えてくれなかったし！」

「あたしに言えば全部解決じゃねぇか！　なんで、お前がやる必要があるんだよ！」

　――それは、お前も寝てたからだってば！

　そんなことを、馬鹿正直に口には出せなかった。何しろ愛子から消した記憶は、普段と似たり寄ったりな日常的な記憶に代替されているのだ。普段通りに過ごして寝た夜に、兄が暎那を着替えさせる必然性は存在しない。

「お前が自分の手で、自分の寝間着に着替えさせるなんて、趣味以外の何物でもねぇだろうが！　恥を知れ！　靴下だけとか、やってねぇだろうな!?」

「や、やってないよ！　それに、その、趣味ってのは誤解だって！」

　誤解は誤解なのだが、着替えさせたことだけは完全に事実だった。しかも、着ているものが秀之のものとなれば弁解のしようがない。暎那の寝間着が使えればそれでよかったのだが、そちらは愛子のタンスに入っている。愛子のタンスを物色することに気が引けて自身の寝間着を使ったわけだが、これでも苦渋の決断であった。

「趣味じゃないし、兄として、普通の行動だと思うんだ！　セーフ！」

　秀之は、思わずセーフのジェスチャーをする。

「永久追放レベルのアウトだ、この歩く人間失格が！」

　だが、愛子にそんな言い訳は通じない。愛子は秀之から乱暴に手を放すと、鋭い前蹴りで秀之の顎あごを鈍にぶい音と共に跳ね上げた。秀之は為す術もなく、後ろへと仰向けに倒れてしまう。

「ったく！　なんで！　都つ筑づきといい、佐さ藤とうといい、あたしの知り合いの男は！　ロクな連中がいねぇんだよ！」

「ちょ、踏まないで！　ぶっ！　ふがっ！」












　仰向けになった秀之の顔が、愛子の足に踏みつけられる。その上、ぐりぐりと捻ねじられた。まるで、粗そ相そうをした部下に調教をする過激な女王様のようだ。

　早く怒りを収めなければならない。ただでさえ、両親の寝室に神藤が寝ているのである。それが今発覚してしまったら、間違いなく火に油を注ぐ結果になるだろう。必死で宥なだめるための台詞せりふを考えていると、扉から暎那が部屋の中を覗いていることに気付いた。

「暎那ちゃん！」

「おはよう……。愛子と秀之、何してるの？」

　愛子が驚いて振り返る。暎那の着ている服は秀之の寝間着で、丈が合っていないにもほどがあった。手も足も完全に服の中に埋もれている。それはそれで可愛らしかったが、愛子にとっては兄への不満を募つのらせるだけだった。

「……暎那。お姉ちゃんは、この兄と大事な話があるから、もう少し寝てなさい」

　暎那は一旦首を傾げて、すぐに頷く。それは、今の光景を兄と妹の日常的なやりとりだと悟ったかのような反応だった。

「暎那ちゃん、行かないで！　愛子に誤解だって言ってあげて！」

「てめ、秀之！　まだ、言い訳するつもりか!?」

　そんな情けない秀之の声に、

「お兄ちゃんは、えっち？」

　と暎那は少し頰を赤らめて呟いた。暎那にだって、年相応の羞しゆう恥ち心しんがあるのだ。それを察することのできなかった秀之の過失が明らかになった瞬間である。

　そして、そんな暎那の言葉に愛子の形相がみるみるうちに変貌していった。

「さて……」

　愛子の怒りが今年一番の頂点に達している。それが秀之には雰囲気でわかる。

　しかし、秀之の受難はまだ終わらなかった。

「何事ですか……」

　低血圧を我慢して起きましたと言わんばかりに、神藤が眠そうに暎那の後ろに立っていた。神藤が朝に弱い設定を今更ながら思い出すが、それはこの場においてまったく意味のない情報だ。

　神藤の声に振り返った愛子は、その姿を見て目を丸くする。それはそうだろう。彼女に誘拐された記憶がなくなっているとはいえ、先日追い出した人物であることは覚えているはずだ。

　ただ、それ以上に愛子の目を引いたのは、彼女のワイシャツ一枚という出で立ちだろう。そのせいでスレンダーな体つきが、余すところなくさらけ出されている。振り返った暎那も、そんな神藤のあられもない姿をじっと見つめていた。

「ナンデすーつヌイデルンデスカ、シンドウサン」

　秀之の口調は片言だ。顔を真っ赤にして、動揺している。

「熱帯夜でしたから……」

　秀之と愛子の視線を受けた神藤は、部屋の中をざっと見渡し、

「……失礼しました」

　事情を察したかのようにそのまま去っていった。

「悪化させるだけ!?　もうちょっと状況を読んで顔出して！　寝ぼけてるにもほどがある！」

「おい。とりあえず、何があったのか、洗いざらい吐いてもらうぞ。だけど、その前に……」

　秀之の部屋に、今、死神が舞い降りる。

「海より深く反省してろ！　このエロボケがぁっ！」

　秀之の体を、容赦なく愛子の足がガシガシと踏みつけた。




　……これは、多少、歪いびつであっても秀之の日常だ。

　愛子を怒らせ、ちょっとした乱暴を受けるのも、実は少し嬉しかったりする。

　愛子が無事でなければ、こんなやりとりもできないのだから。

　秀之は日常を守れたのだ。それだけは、少しだけ誇らしい。

　ただ――。

　この仕打ちはいつまで続くのか。暎那も見ている手前、秀之はあまり考えたくなかった。







　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　あとがきから読む方に宣伝でございます。この話は『ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！』と世界観がリンクしていますが、この本単品でも読むことが可能です。

　以上宣伝でした！　本編読んでないけど……、という方もお気軽に是非どうぞ！




　ようやく刊行というところでしょうか。

　FBonlineエフビーオンライン上で公開されていた本作ですが、本来であれば一カ月に二回更新のはずだったんですよね。しかし、諸事情あって一カ月に一回となってしまいました。ですので、ほぼ一年越しの出版ということになります。特にFBonlineで読んでいただいていた方々には大変申し訳ないことをしました。時々、第一話見逃した！　消えてる！　というコメントも拝見しており、心苦しい気持ちでした。そんなこんなでようやく刊行です。お待たせしました！　この世のすべてよ、ありがとう。愛してる！




　この外伝の発端は、

「フェアリーテールシステムを暴くのは外伝とかでやれればいいよね。高たか橋はしさんを絡めるとすれば、主役は兄さんかな」

　と担当さんがいきなり言い始めて、

「いいですね。やれたら面白いですね。兄は蔑さげすまれている感じで」

　と私が社交辞令な返答をしたところから始まりました。否いな。始まってました。

　次の週。

「来月からFBonlineで外伝やるからよろしく。原稿できてる？」と担当さん。

「本気だったの!?」と私。

「本気だよ!!」

　という流れがあったのです。もう逃げられませんでした。

　とはいえ、『外伝』という響きに心が躍らなかったのか？　と問われれば、否です。すごく興奮してました。

　そして、こちらの話を考え始めたわけです。




　実はこの話、『ギャルゲヱ』本編のもうひとつの続編、言うなれば幻の二巻の話がベースになっています。いわゆる二巻のプランＢ。『ギャルゲヱ』をえんため大賞に送った後、似たような話をもうひとつ書いてみようと思って、とりあえずアイディアだけ考えておいたんですよね。ですので、こちらの話が二巻になる可能性もゼロではなかったと思います。

　ただ、ベースになっているといってもテーマとギミックぐらいしか引き継いでないので、今ではまったくの別物です。キャラクターや世界観の設定もすべて違っていますからね。

　というわけで、始まりましたこの外伝。楽しんでいただければ嬉しいです！




　それでは、謝辞に参ります。

　担当の川かわ﨑さきさんへ。この外伝addonに関しては、本当に本当に本当にご迷惑をおかけしました。次も面倒になることが予想されますが、よろしくお願いいたします。

　また笠かさ原はらさんをはじめとしたFBonline担当の皆様にもお世話になりました。また近いうちにお世話になります！

　絵師の有あり河かわさんへ。非常にきついスケジュールになってしまったかと思います。本当にすいません。でも、高橋さんも暎えい那なちゃんも可愛いです。嫁と娘にください。口絵の漫画は家宝レベルです。外伝、カラー漫画化しようぜ！

　この本を出版するにあたって関わった皆様、厚く御礼申し上げます。お逢いすることが叶いませんが、本当にありがとうございます。

　そして最後に、読者の皆様。本編を読んでくださっている方も、外伝しか読まないという方もありがとうございます。最後まで付き合っていただければ嬉しいです！




　あと、連絡ごとがあります。

　すでに刊行スケジュールには出てると思いますが、八月には短編集を出します。仕事があるのは幸せです。辛いという文字に、一本筋が通ると幸せなのです。

　短編集はヒロインたちの魅力を余すことなく引き出すべく、有河さんが真の力を発揮することになるでしょう。

　お小遣いを圧迫するようで申し訳ありませんが、こちらも買ってくださると小躍りするほど私が喜びます。





二〇一〇年五月三〇日
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『イベントハンドラ』（「FBonline2009・5号」掲載）

『インクルード』（「FBonline2009・5号」掲載）

『プロファイラ』（「FBonline2009・6号」掲載）

『アサーション』（「FBonline2009・7号」掲載）

『アロケーション』（「FBonline2009・8号」掲載）

『コンポーネント』（「FBonline2009・9号」掲載）

『オプティマイザ』（「FBonline2009・10号」掲載）

『エラーハンドリング』（「FBonline2009・11号」掲載）

『オーバーフロー』（「FBonline2010・1号」掲載）

『インプリメント』（「FBonline2010・2号」掲載）

『サンドボックス』（「FBonline2010・3号」掲載）

『リビルド』（「FBonline2010・4号」掲載）





著者

田尾典丈

Noritake Tao




第10回のえんため大賞優秀賞受賞にてデビュー。死にかけたことが二度。救急車に乗った数が三回。手術も四回ぐらい受けてますが、私は元気です。最近は、少しでも違和感を覚えたら、すぐ病院に行きます。バッドエンドフラグはそこら中に立っているのです。人生に『続きから』とか『ロード』があれば……。







イラスト

有河サトル

Satoru Arikawa




兵庫県神戸市在住の作画決戦兵器。カフェイン駆動式エンジン搭載。一度の燃料補給で一四時間もの長時間運用をこなす。黒髪ロング萌えにより駆動時間を延ばすハイブリッドシステムを搭載しており、この長時間就役を可能とした。関西のみならず関東での運用もしばしば見られるが、今のところ所属地区に変更の予定はないようだ。

http://activemover.harisen.jp/
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本書に関するお問い合わせ先
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電話　0570-060-555
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